
平成 23年 2月 24日 判決言渡 同 日原本領収 裁 判所書記官

平成 19年 (行ウ)第 9号  大 分県政務調査費返還等請求事件

口頭弁論終結の日 平 成 22年 9月 16日

Hlll

当 事 者 の 表 示

主

決

別紙当事者 目録記載のとお り

文

1 被 告は,被 告補助参加入日本共産党に対し, 162万 7568円 及びこれに

対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割合

による金員の支払を請求せよ。

2 被 告は,被 告補助参加人社会県民クラブに対し, 636万 8995円 及びこ

れに対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の

害J合による金員の支払を請求せよ。

3 被 告は,被 告補助参加人新政みらいに対し, 510万 6121円 及びこれに

対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割合

による金員の支払を請求せよ。

4 被 告は,被 告補助参加人県政クラブに対し, 218万 7184円 及びこれに

対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割合

による金員の支払を請求せよ。                |

5 被 告は,被 告補助参力日入自由民主党に対し, 1680万 6248円 及びこれ

に対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割

合による金員の支払を請求せよ。

6 被 告は,被 告補助参力日入無所属の会に対し, 160万 3333円 及びこれに

対する同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割合

による金員の支払を請求せよ。

7 被 告は,被 告補助参加人公明党に対し, 246万 2985円 及びこれに対す

る同補助参加人に対して請求した日の翌日から支払済みまで年 5分の割合によ Ⅲ
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る金員の支払を請求せよ。

8 原 告らのその余の請求をいずれも棄却する。

9(1)訴 訟費用について

これを4分 し,そ の3を原告らの,そ の余を被告の負担とする。

121 補助参加により生じた費用について

ア 原 告らと被告補助参加人日本共産党との間に生じた費用について

これを4分 し,そ の1を原告らの,そ の余を同被告補助参力日人の負担と

する。

イ 原 告らと被告補助参加入社会県民クラブとの間に生じた費用について

これを3分 し,そ の2を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。       ″

ウ 原 告らと被告補助参加人新政みらいとの間に生じた費用について

これを3分 し,そ の2を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。

工 原 告らと被告補助参加人県政クラブとの間に生じた費用について

これを5分 し,そ の4を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。

オ 原 告らと被告補助参加入自由民主党との間に生じた費用について

これを5分 し,そ の4を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。

力 原 告らと被告補助参加入無所属の会との間に生じた費用について

これを3分 し,そ の1を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。

キ 原 告らと被告補助参加人公明党との間に生じた費用について

これを4分 し,そ の3を原告らの,そ の余を同被告補助参加人の負担と

する。
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事 実 及 び 理 由

第 1 請 求

1 被 告は,被 告補助参加入日本共産党に対し, 213万 9974円 及びこれに

対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の割合による金員の支払

を請求せよ。

2 被 告は,被 告補助参加人社会県民クラブに対し, 1843万 9819円 及び

これに対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の害J合による金員

の支払を請求せよ。

3 被 告は,被 告補助参加入新政みらいに対し, 1427万 2633円 及びこれ

に対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の害J合による金員の支

払を請求せよ。

4 被 告は,被 告補助参加人県政クラブに対し, 953万 5044円 及びこれに

対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年5分の割合による金員の支払

を請求せよ。

5 被 告は,被 告補助参加入自由民主党に対し, 8842万 7143円 及びこれ

に対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の害J合による金員の支

払を請求せよ。

6 被 告は,被 告補助参加人無所属の会に対し, 239万 8674円 及びこれに

対する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の割合による金員の支払

を請求せよ。

7 被 告は,被 告補助参加人公明党に対し, 1009万 9541円 及びこれに対

する平成 19年 8月 21日 から支払済みまで年 5分の割合による金員の支払を

請求せよさ

第2 事 案の概要

1 本 件は,大 分県議会の会派である被告補助参加人らが平成 17年 度に被告

(大分県知事)か ら交付を受けた政務調査費について,大 分県政務調査費の交
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付に関する条例に定められた基準に違反する違法な支出を行っており,被 告補

助参加人らは大分県に対して違法な支出となる額に相当する金員を不法行為に

基づく損害賠償として支払うか又は不当利得として返還すべきであるのに,被

告はその損害賠償請求又は不当利得返還請求を違法に怠っているとして,原 告

らが,被 告に対し,地 方自治法242条 の2第 1項 4号 に基づき,被 告補助参

加人らに対して上記損害賠償請求又は上記不当利得返還請求 (いずれも訴状送

達の日の翌日である平成 19年 8月 21日 から支払済みまで民法所定の年 5分

の割合による遅延損害金の請求を含む。)を すべきことを求めている事案であ

る。

原告らは,第 22回 口頭弁論期日までに無所属県民クラブに対する損害賠償

請求又は不当利得返還請求に係る訴えを取り下げたほか,被 告補助参加人無所

属の会を除き,前 記第 1の とおり請求を減縮した。

2 前 提事実等 (証拠を掲記しない事実は争いがない。)

(1)当 事者

ア 原 告非営利活動法人おおいた市民オンブズマン (以下 「原告オンブズマ

ン」という。)は ,大 分県に主たる事務所を置く特定非営利活動法人であ

り,原 告永井敬三は,そ の代表者理事であって (この点につき記録上明ら

かな事実),大 分県の住民である。

イ 被 告は,大 分県 (以下 「県」という。)の 知事である。

ウ 被 告補助参加入らは,い ずれも県議会議員によつて構成される県議会内

の会派であり,権 利能力なき社団である。

被告補助参加人らのうち,社 会県民クラブ,新 政みらい,県 政クラブ

(以上の3派 は平成 19年 5月 ころ解散し県民クラブを結成)及 び無所属

の会 (平成 18年 3月末に解散し,そ の構成員であつた荒金議員は自由民

主党に加入した。)は ,本 訴提起より前に,既 に会派を事実上解散してい

るが (証人梶原 〔256～ 260項 〕,証 人賀来 〔220～ 226項 〕,丙
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E48の 25),権 利能力なき社団である上記被告補助参加入らは,清 算

の目的の範囲内において,そ の清算の結了に至るまではなお存続するもの

とみなされると解すべきであるところ (一般社団法人及び
一般財団法人に

関する法律 207条 参照),本 件における不当利得返還請求又は損害賠償

請求はいずれも清算の目的の範囲内であるから,そ の関係では,事 実上解

散した後も上記各請求の相手方としてなお存続していると認められる。

12)法 令等の定め

ア 地 方自治法の規定

地方自治法 (以下 「法」という。)100条 13項 (平成 20年 法律第

69号 による改正前のもの。以下同じ。)は ,「普通地方公共団体は,条 例

の定めるところにより,そ の議会の議員の調査研究に資するため必要な経

費の一部として,そ の議会における会派又は議員に対し,政 務調査費を交

付することができる。この場合において,当 該政務調査費の交付の対象,

額及び交付の方法は,条 例で定めなければならない。」と規定され,同 条

14項 は,「前項の政務調査費の交付を受けた会派又は議員は,条 例の定

めるところにより,当 該政務調査費に係る収入及び支出の報告書を議長に

提出するものとする。」と規定している。

イ 大 分県政務調査費の交付に関する条例の規定

大分県においては,法 100条 13項 及び 14項 の規定に基づき,大 分

県議会議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として政務調査費を

交付することに関し必要な事項を定めることを目的として,大 分県政務調

査費の交付に関する条例 (平成 19年 大分県条例第52号 による改正前の

もの。以下 「本件条例」という。)が 制定されている。本件条例の主な規

定は,次 のとおりである (甲1)。

171 第2条 (政務調査費の交付対象)

政務調査費は,大 分県議会の会派 (所属議員が1人の場合を含む。以
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下 「会派」という。)に 対し交付する。

仔)第 3条 (政務調査費の額等)

1項  政 務調査費の額は, 1月 につき, 30万 円に当該会派の所属議

員の数を乗じて得た額とする。

(以下略)

(功 第 6条 (政務調査費の交付決定)

知事は,前 条の規定による通知に係る会派について,政 務調査費の交

付の決定 (変更の決定を含む。)を 行い,会 派の代表者に通知しなけれ

ばならない。

l‐l 第 7条 (政務調査費の請求及び交付)

1項 会 派の代表者は,前 条の規定による通知を受けた後,毎 月 10

日までに,当 該月分の政務調査費の交付を知事に請求するものと

する。

2項  知 事は,前 項の規定による請求があつたときは,速 やかに政務

調査費を交付するものとする。

例 第 8条 (政務調査費の使途)

会派は,政 務調査費を別に定める使途基準に従い使用しなければなら

ない。

lBl 第9条 (収支報告書)

1項  会 派の代表者は,毎 年度4月 30日 までに,政 務調査費に係る

収入及び支出の報告書 (以下 「収支報告書」という。)を 別記様

式により議長に提出しなければならない。

(以下略)

l■l 第 10条 (議長の調査等)

議長は,前 条の規定により収支報告書が提出されたときは,そ の写し

を知事に送付するとともに,必 要に応じ政務調査費の適正な使用を期す
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ため調査を行うものとする。

(ク)第 11条 (政務調査費の返還)

知事は,会 派がその年度において交付を受けた政務調査費の総額から,

当該会派がその年度において行つた支出 (第8条 に規定する使途基準に

従つて行つた支出をいう。)の 総額を控除してなお残余があるときは,

当該残余の額の政務調査費の返還を命ずることができる。

傷 第 12条 (収支報告書の保存及び閲覧)

1項  第 9条の規定により提出された収支報告書は,こ れを受理した

議長において,提 出すべき期間の末日の翌日から起算して5年 を

経過する日まで保存しなければならない。

2項  何 人も,議 長に対し,前 項の収支報告書の閲覧を請求すること

ができる。

(コ)第 13条 (委任)

この条例の施行に関し必要な事項は,議 長が定める。

ウ 県 議会の規程

県議会においては,本 件条例の施行に関し必要な事項を定めることを目

的として,大 分県政務調査費の交付に関する規程 (平成 20年 大分県議会

規則第 1号 による改正前のもの。以下 「本件規程」という。)が 制定され

ている。本件規程の主な規定は次のとおりである。(甲4参 照)

171 第4条 (政務調査費の使途基準)

本件条例第8条 の使途基準は,別 表 1の とおりとする (以下 「本件使

途基準」という。)。

(別表 1)

会派が行う研修会)講 演会の実施に必要な経費並び

調査研究費 会派が行う県の事務及び地方行政に関する調査研究

並びに調査委託に要する経費

研 修 費
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に他団体が開催する研修会,講 演会等への所属議員及

び会派の雇用する職員の参加に要する経費

会 議  費 会派における各種会議に要する経費

資料作成費 会派が議会審議に必要な資料を作成するために要す

る経費

資料購入費 会派が行う調査研究のために必要な図書 ・資料等の

購入に要する経費

広 報  費 会派が行う議会活動及び県政に関する政策等の広報

活動に要する経費

事 務 費 会派が行う調査研究にかかる事務遂行に必要な経費

人 件 費 会派が行う調査研究を補助する職員を雇用する費用

1/F)第5条 (証拠書類等の整理保管)

会派の政務調査費経理責任者は,政 務調査費の支出について,会 計帳

簿を調整しその内訳を明確にするとともに,証 拠書類等を整理保管し,

これらの書類を当該政務調査費の収支報告書の提出期間の末日の翌日か

ら起算して5年 を経過する日まで保存しなければならない。

(倒 政 務調査費の交付等

ア 平 成 17年 度における県の被告補助参加入らに対する政務調査費の交付

金額並びに収支報告書によって確定した支出額及び残余金の額は,次 のと

おりである。(甲2参 照。以下,個 別の被告補助参加人については,会 派

名のみで特定する。)

171 日本共産党     交 付決定額     36

収 入  額      36

支 出  額      36

残   額

交付決定額    216

0万 0 0 0 0円

2万 1 7 6 5円

2万 1 7 6 0円

5円

0 万 0 0 0 0 円1/F)社会県民クラブ
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収 入 額    2 1 6 2 万 3 2 2 1 円

支 出 額    2 1 2 6 万 7 8 5 4 円

残   額     3 5 万 5 3 6 7 円

(功 新 政みらい

l‐l 県政クラブ

例 自 由民主党

lBl 無所属の会

側 公 明 党

交付決定額

収 入 額

支 出  額

残   額

交付決定額

収 入 額

支 出  額

残   額    1 2 3 万 2 9 7 7 円

交付決定額  1億 0110万 0000円

収 入  額   1億 0112万 3509円

1 4 4 0 万「0 0 0 0 円

1 4 4 0 万 0 0 1 1 円

1 4 2 7 万 6 7 2 7 円

1 2 万 3 2 8 4 円

1 0 8 0 万 0 0 0 0 円

1 0 8 0 万 0 0 1 6 円

9 5 6 万 7 0 3 9 円

9 7 3 9 万「5 9 8 0 円

′ 3 7 2 万 7 5 2 9 円

2 4 0 万 0 0 0 0 円

2 4 0 万 0 0 0 0 円

2 3 9 万 8 6 7 4 円

1 3 2 6 円

1 0 8 0 万 0 0 0 0 円

1 0 8 0 万 0 0 3 8 円

1 0 2 1 万「6 4 3 8 円

支 出  額

残   額

交付決定額

収 入 額

支 出  額

残   額

交付決定額

収 入 額

支 出  額

(ただし,別 紙支出
一
覧表 (公明党)上 は, 1

022万 6160円 )

残   額    ~ 58万 3600円

イ 平 成 17年 度において交付を受けた政務調査費について,被 告補助参加
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人らが支出した年月日,項 目及び内蓉並びに各支出の際の領収書の有無は,

別紙支出一覧表記載のとおりである (無所属の会につき丙E45)。

14)本 件訴訟に至る経緯

ア 原 告らは,平 成 19年 4月 11日 ,地 方自治法242条 1項に基づき,

大分県監査委員に対し,被 告補助参加人らに対して上記ほ)記載のとおり交

付された政務調査費について,違 法な公金の支出があつたのに,損 害を補

填するために必要な措置を講ずることを怠ったとして,住 民監査請求 (以

下 「本件住民監査請求」という。)を 行つたところ,同 監査委員は,同 年

6月 8日 ,原 告らに対し,こ れを棄却する旨の通知を行つた (甲5参照)。

イ 原 告らは,平 成 19年 7月 6日 ,地 方自治法242条 の2第 1項 4号 に

基づき,本 件訴えを提起した (当裁判所に顕著な事実)。

3 当 事者の本案前の主張

(被告)

後記自由民主党の主張を援用する。

(自由民主党)

原告オンブズマンが平成 19年 4月 11日 に行つた監査請求は,個 別具体的

に支出行為の違法性を主張するものではなく,単 に政務調査費の支出の詳細が

不明であるとか支出証拠書類等が添付されていないなどの理由により本件政務

調査費からの支出を違法と主張するものにすぎない。したがって,本 件監査請

求は本来不適法として却下されるべきものであったから,本 件訴訟は,適 法な

監査請求があったことを前提とする地方自治法242条 の2に反し,不 適法で

ある。

(原告ら)

原告らが行った本件住民監査請求に係る請求書の記載から,住 民監査請求の

対象が平成 17年 度分として交付された政務調査費であると監査委員が認識可

能な程度に特定できており,こ のことは,県 監査委員が判断可能であつたこと
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からも明らかである。

仮に政務調査費の具体的な支出行為について特定を要するとすれば,実 質的

にも法が住民訴訟制度を設けた趣旨を没却することになつて不当である。

4 本 案の争点及びこれについての当事者の主張

(1)政 務調査費の使用主体は会派に限られるか否か。

(原告ら)

本件条例や本件規程で政務調査費の交付対象や使用主体を会派に限つてい

ることからすれば,政 務調査費の使用主体は会派に限られる。したがつて,

会派の意思決定に基づかない政務調査費の使用は違法である。

(被告)

後記被告補助参加入らの主張を援用する。

(日本共産党)

平成 17年 度において, 日本共産党の議員は加藤純子 (以下 「加藤」とい

う。)一 人であり,会 派と議員が同
一であることからすれば,政 務調査費の

使用主体が会派に限られたとしても違法な支出ではない。

(日本共産党以外の被告補助参加人ら)

政務調査費は 「議員の」調査研究活動に要する費用を助成するための費用

であり,地 方自治法は,交 付対象として個々の議員を想定している。本件条

例が交付先を会派としたのは,事 務処理手続の簡略化を図つた趣旨である。

したがって,会 派の意思決定に基づく場合のほか,議 員の調査研究活動が会

派としての意思に反さず,会 派の承認の下で行われる場合も,適 法な政務調

査費の支出となると解すべきである。

12)被 告補助参加入らによる支出が違法であるか否か。

(原告ら)

ア 支 出の違法性の判断基準

次のものは,い ずれも違法である。
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① 社 会通念上市町村政や都道府県政に関する調査研究に資する適正な支

出と認められない場合

② 裏 付ける資料がなく,議 員においてこれを積極的に補足説明しない場

ハ
ロ

③ 同 一名目の相当額の支出につき政務調査費の使途基準に合致する部分

とそうでない部分を合理的に区別可能なのに,金 額や使途等からみてそ

の大半が政務調査以外の活動に使用されていると社会通念上推認される

場合

④ 政 務調査費の使途基準に合致する部分とそうでない部分が混在し,そ

の合理的区別が困難である場合に,社 会通念上相当な割合により按分さ

れた分を超える部分

イ 支 出項目ごとの違法性

別紙 「主張整理表」記載 1ないし7の 「原告らの主張」欄記載のとおり

である。

(被告)

後記被告補助参加人らの主張を援用する。

(被告補助参加人ら)

ア 支 出の違法性の判断基準

(日本共産党)

上記④に関して,調 査研究活動とそれ以外の活動との区別が困難な場合,

社会通念上調査研究活動としての性質をもつものについては,按 分するの

ではなく,す べて適法と考えるべきである。

(社会県民クラブ ・新政みらい ・県政クラブ・自由民主党)

上記②に関して,領 収書がないとの
一事をもつて,政 務調査費の支出が

違法となることはない。上記被告補助参加入らにおいて支出の適法性につ

き積極的に資料を提出し,補 足説明をしているから,こ れらを考慮して実
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質的に判断すべきである。

(公明党)

上記②に関して,本 件規程において整理保管が求められているのは 「証

拠書類等」であつて,領 収書に限定されていない。合理的で相当な基準に

基づいて政務調査費を支出管理し,調 査研究活動の実態を記した書類をも

つて証拠書類等とすることも認められるべきである。

イ 支 出項目ごとの違法性

別紙 「主張整理表」記載 1ないし7の 「被告 ・標記被告補助参加人の主

張」欄記載のとおりである。

第3 当 裁判所の判断

1 本 案前の主張について

住民監査請求においては,対 象とする財務会計上の行為又は怠る事実を,他

の事項から区別して特定して認識することができるように,個 別的,具 体的に

摘示することを要するが,監 査請求書及びこれに添付された事実を証する書面

の各記載,監 査請求人が提出したその他の資料等を総合して,住 民監査請求の

対象が特定の財務会計上の行為又は怠る事実であることを監査委員が認識する

ことができる程度に摘示されているのであれば,こ れをもつて足りるのであり,

上記の程度を超えてまで対象とする財務会計上の行為又は怠る事実を個別的,

具体的に摘示することを要するものではないというべきである (最高裁平成 1

6年 11月 25日 第一小法廷判決 ・民集 58巻 8号 2297頁 参照)。

本件において,原 告らは,被 告補助参加入らに対して平成 17年 度に交付さ

れた政務調査費 (以下 「本件政務調査費」という。)に ついて,交 付決定額や

収入額,費 用別の支出額,残 額を明らかにしたうえ,支 出に係る領収書等の証

拠書類が添付されていないことや,支 出につき会派としての意思統すがないこ

とから,支 出はすべて違法であると主張して,そ のほぼ全額の返還の措置を求

めていることは明らかであるから (人件費については,そ の4分 の1に相当す
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る額については違法でないとも主張しているものの,結 局は人件費のほぼ全額

も含めた額を違法として請求するよう求めている (甲5〔 6頁〕)。),対 象とな

る行為を一体と見て判断するのが可能かつ相当であるということができる。

そして,原 告らが本件監査請求において返還を求めるべきであるとした支出

が監査請求書に添付された平成 17年 度の政務調査費における収支報告書の支

出として記載されているものを指すことは明らかであり,対 象外の支出との区

別は可能であるうえ,監 査委員は,必 要があれば上記収支報告書に係る各会派

への確認や各会派からの資料提出等により各支出行為を明らかにさせることに

よって,本 件監査請求の対象である各支出行為を容易に把握することができる

ものというべきである。

したがつて,本 件住民監査請求においては,上 記程度の特定をもつて監査対

象としての特定は足りているから,本 件の訴えは,適 法な住民監査請求を経た

適法なものである。

2 争 点(1)(政務調査費の使用主体は会派に限られるか否か。)に ついて

前記前提事実等修)のとおり,本 件条例 2条は,大 分県議会における会派に対

して政務調査費を交付することとし,同 条例 8条は,会 派が政務調査費を別に

定める使途基準に従つて使用しなければならないと定め,こ れを受けた本件規

程は,本 件使途基準において,い ずれも 「会派が行う」との表現を用いている。

もつとも,法 100条 13項 は,政 務調査費が 「議員の」調査研究に資する

ため必要な経費の一部として交付されるものと定め,本 件条例 1条は,「大分

県議会議員の」県政に関する調査研究に資するため必要な経費の
一部として交

付するものと定めているから,法 及び本件条例は,政 務調査費の支出対象とな

る調査研究の主体としては,会 派ではなく議員を想定していると解される。そ

うすると,本 件使途基準にいう 「会派が行う」調査研究活動には,会 派がその

名において自ら行うもののほか,会 派の所属議員等にこれを委ね,又 は所属議

員による調査研究活動を会派のためのものとして承認する方法により行われる
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ものも含まれると解すべきである。また,特 段の事情のない限り,会 派の代表

者が会派の名においてした行為は,会 派自らがした行為と評価されるものであ

る (最高裁平成 21年 7月 7日第二小法廷判決 ・集民231号 183頁 参照)。

そして,後 記のとおり,各 会派は,平 成 17年 度に至るまでに,使 途基準を

定めるなどして各議員に対する調査を包括的に委託したものと認められ,こ れ

に反する証拠はない。

したがって,政 務調査費の使用主体は会派自らが行うものに限られるとの原

告らの主張は採用することができず,こ の点のみを根拠に被告補助参加人らに

よる本件各支出が違法であるということができない。

3 争 ″点12)(被告補助参加入らによる支出が違法であるか否か。)に ついて

(1)政 務調査費の支出と違法性の判断

ア 法 は,条 例の定めるところにより,議 会の議員の調査研究に資するため

必要な経費の一部として,会 派又は議員に対して政務調査費を交付するこ

とができるとし,他 方,政 務調査費の交付を受けた会派又は議員は,条 例

の定めるところにより,当 該政務調査費に係る収入及び支出の報告書を提

出するものとしている (法100条 13項 , 14項 )。この政務調査費の

制度は,議 員の調査研究活動を活発にして議会の審議能力を強化するとと

もに,情 報公開を促進する見地からその使途の透明性を確保しようとする

趣旨と解される。

また,法 の上記規定を受けて定められた本件条例は,政 務調査費は会派

に対して交付し (2条 ),会 派は,政 務調査費を本件規程で定める使途基

準に従つて使用するものとし,県 政に関する調査研究に資するため必要な

経費以外のものに充てることを禁止している (8条 )。そして,本 件規程

は,政 務調査費の使途の基準として8項 目を掲げて使途を限定したうえで

(4条 ),政 務調査費の交付を受けた会派に対し,政 務調査費の支出につ

いて会計帳簿を調整しその内訳を明確にするとともに,領 収書等支出を明
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らかにする証拠書類を整理し, 5年 間保管すべきことを義務づけている

(5条 )。また,本 件条例 11条 は,知 事は,会 派がその年度において交

付を受けた政務調査費の総額から,当 該会派がその年度において行つた支

出の総額を控除してなお残余があるときは,当 該残余額の返還を命ずるこ

とができるとしている。

上記のように,政 務調査費が会派又は議員の調査研究活動を活発にして

議会の審議能力を強化するためのものであることからすると,こ れをどの

ように活用するかは本来会派又は議員の自律的判断に委ねられるべきでも

のであるが,反 面,政 務調査費は,そ の使途が限定され,県 政に関する調

査研究に資するため必要な経費以外のものに充てることが禁止されており,

交付を受けた会派に会計帳簿の調整や支出を明らかにする証拠書類等の整

理保管が義務づけられていることなどからすると,政 務調査費が地方自治

法や本件条例)本 件規程の趣旨に従つて適正に使用されなければならない

ことは明らかである。

以上に鑑みると,会 派の政務調査費経理責任者が整理保管を義務付けら

れている証拠書類等の資料に照らし,社 会通念上県政に関する調査研究に

資する支出と認めることができない支出は,使 途基準に合致しない違法な

支出というべきである。そして,会 派が政務調査活動に必要な費用として

支出したことにつき,社 会通念に照らして上記活動に必要と認められない

うえ,そ れを裏付ける資料がなく,会 派においてこれを積極的に補足する

説明もしないような場合には,当 該会派は,当 該支出が使途基準に合致し

ない違法な支出とされることを甘受せざるを得ないというべきである。

また,あ る支出が政務調査活動のためでもあるし,他 の目的,例 えば議

員の後援会活動のためでもあるという場合にどのように対処すべきかにつ

いて,本 件条例や本件規程には何らの規定も設けられていない。しかし,

その全額を政務調査費から支出するのが相当でないことは明らかであるか
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ら,条 理上,抜 分した額をもって政務調査費とすべきであり,特 段の資料

がない限り,例 えば, 2つ の目的のために支出した場合には2分の1とす

るなど,社 会通念に従つた相当な割合をもつて適法な政務調査費の支出額

を確定すべきである。

この点に関し,原 告らは,特 に自由民主党に係る政務調査費の支出につ

いて,費 目間の流用が認められないと主張するが,政 務調査費を支給する

趣旨に照らせば,客 観的にいずれかの使途基準に合致する支出であれば適

法な支出であると解すべきであつて,特 定の支出が異なる費目に計上され

たとの一事をもつてこれを違法であると解することはできず,原 告らの主

張は採用できない。

イ と ころで,原 告らは,政 務調査費の支出行為が平成 18年 度にされたも

1の
について,会 計年度を異にする以上,平 成 17年 度の政務調査費から支

出した扱いとすることは違法であると主張する。

しかし,本 件条例 11条 は,「知事は,会 派がその年度において交付を

受けた政務調査費の総額から,当 該会派がその年度において行つた支出

(第8条 に規定する使途基準に従って行つた支出をいう。)の 総額を控除

してなお残余があるときは,当 該残余の額の政務調査費の返還を命じるこ

とができる。」と規定し,各 年度ごとの支出を前提としているものの,普

通地方公共団体においても,歳 出の会計年度所属は原則として支出負担行

為をした日の属する年度としていること (地方自治法施行令 143条 1項

5号 )に も照らせば,支 出の原因となる事実が当該年度内に生じたものに

ついて,実 際の支出行為が翌年度に行われる場合についてまで,当 該年度

の支出として認めない趣旨であるとまで解することはできない。したがっ

て,支 出の原因となる事実が平成 17年 度に生じていれば,支 出行為が平

成 18年 度にされていたとしても,そ れだけで支出が本件条例に従わず,

違法なものということはできない。
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12)各 会派による支出の違法性

(以下においては,適 宜,個 別の支出行為を,別 紙支出T覧 表の 「番号」欄

(以下 「支出番号」という。)の 記載をもつて特定する。)

ア 日 本共産党について

171 研修費

a 56分 勉強会負担金 《共産23, 32, 65, 75番 》

前記前提事実等(引イ,後 掲証拠及び弁論の全趣旨によれば, 56分

勉強会は,県 議会の各会派所属議員の全員が集まつて,県 議会の昼休

憩に外部講師を招聘して行う講演と質疑応答の研修会であり (丙A2

〔4頁 〕),第 48回 は 「ツーリズムのモデル県を目指して」と題する

社団法人ツーリズムおおいた会長の講演 (甲Al〔 181～ 184

番〕),第 49回 は 「大分県の自然災害の特徴」と題する大分地方気象

台長の講演 (甲Al〔 154～ 157番 〕),第 50回 は 「地域密着と

国際化」と題する株式会社大分バスケットボール ・コミュニケーショ

ン社長の講演 (甲Al〔 54～ 57番 〕),第 51回 は 「アルゲリッチ

音楽祭から見た教育 ・文化行政」と題する別府アルゲリッチ音楽祭総

合プロデューサーの講演 (甲Al〔 27～ 30番 〕)カミ行われたこと

が認められるところ,こ れらの勉強会は,そ の参加形態に照らせば,

各会派が合同で実施する勉強会であると評価すべきであるうえ,上 記

各国の講演テーマはいずれも大分県政に関連するといえるから,調 査

研究活動との関連性が認められる。この点に関し,同 勉強会負担金は

昼食費を含んでいるものと認められるが,同 勉強会が昼休憩に実施さ

れることに鑑みれば,昼 食代も同勉強会実施に係る必要経費というべ

きである。そうすると,同 勉強会負担金合計 1万 2113円 は,す べ

て会派の調査研究に資するため必要な経費であると認められる。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致すると認められる。
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b 「 人権交流集会」参加費 《共産66番 》

「人権交流集会」は,全 国部落解放運動連合会の発展的な組織であ

る全国地域人権運動総連合会の九州ブロック協議会が主催した 「20

05年 度九州 ・沖縄交流学習会」のことであり (甲Al〔 51～ 53

番〕,証 人潰田 〔127項 〕,弁 論の全趣旨),九 州各県の同和行政の

実情などの報告や意見交換を行うものであつたことが認められるとこ

ろ,そ の内容に照らせば,会 派による県の人権
・同和行政の調査研究

に資するものというべきである
一方で,仮 に上記団体が日本共産党と

関係のある団体であったとしても,そ のことから直ちに上記集会
への

参加費の支出が日本共産党から上記団体に対する助成等の趣旨である

とは認められない。したがって,「人権交流集会」参加費 3000円

は,本 件使途基準に合致するものと認められる。

1/F)資料作成費

コピー代計5983円 《共産6, 11, 16, 24, 28, 34, 3

9,44,57,64,69,76番 。うち790円 《共産 76番 》に

ついては,請 求書の記載 (甲Al〔 25番 〕)に 照らし,平 成 18年 3

月に支出の原因が生じたと認められる。》,イ ンクカ
ー トリッジ代計 1万

0754円 《共産 17, 41, 70番 》及びコピー用紙代 1480円

《共産 63番 》は,県 議会の議員控室における活動に伴って,県 庁舎 1

階に設置された各会派共同使用のためのコピ
ー機及び日本共産党の議員

控室 (丙A6の 1・ 2)に 設置されたプリンタを使用したことにより生

じた費用であることが認められるところ (丙A2〔 5頁〕,弁 論の全趣

旨),平 成 17年 度当時唯
一の所属議員であった加藤において選挙区で

ある別府市に後援会事務所を設けていたものの (証人潰田 〔69項 〕),

上記議員控室において,事 務職員として雇用された潰田建二 (以下 「演

田」という。)が ,マ スコミ対応等必ずしも調査研究活動とはいえない
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職務も行っていたこと (丙A5〔 3頁〕,証 人損田 〔36, 37, 13

2～ 136項 〕。頂田は,調 査研究に関することのみマスコミ取材に対

応じていたと供述するが (159項 ),採 用できない。)か らすれば, 日

本共産党が上記議員控室において専ら調査研究活動を行っていたとまで

は認めることはできない。

そうすると,上 記支出のうち,会 派による県政に関する調査研究でな

い活動のためにされた部分は本件使途基準に合致しないものと認められ

る。もつとも,実 際上,会 派の行う調査研究活動のためにされた支出部

分とそうでない支出部分とを明確に区分することは困難であるから,普

通地方公共団体の議会の議員の地位,権 限及び職務内容等に鑑み,条 理

上,会 派による県政に関する調査研究活動のための支出部分は2分の 1

であり,そ の余は本件使途基準に合致しない支出と認めるのが相当であ

る。

以上によれば,上 記支出額計 1万 8217円 の2分 の1の限度で調査

研究に資するため必要な経費に当たるものとして,本 件使途基準に合致

すると認められる。

そうすると,違 法な支出は9108円 (1円 未満切り捨て。以下同

じ。)と なる (以下,違 法な支出につき,単 に 【違法な支出9108

円】のように記載する。)。

例 資 料購入費

a 書 籍代 《共産 56番 》

甲Al〔 81～ 84番 〕,丙 A2〔 7頁〕及び弁論の全趣旨によれ

ば,「湯布院幻燈譜」及び 「湯布院発 に つぼん村へ」は,湯 布院の

地域振興に関する書籍であると認められるところ,納 品書の宛名が

「(浜田)様 」となっている一方で,請 求書は 「日本共産党」宛であ

り,か つ,領 収書は 「日本共産党大分県議団」宛となっていることに
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照らせば (甲Al〔 82～ 84番 〕),加 藤や濱日の個人的購入である

と認めることはできない。したがって,上 記各書籍の購入費は,会 派

の調査研究に資するため必要な経費として,本 件使途基準に合致する

と認めるのが相当である。

b 新 聞購読料 《共産 18, 22, 33, 50～ 52, 77～ 79番 》

(a)「 しんぶん赤旗」。「大分民報」購読料

甲Al〔 17～ 19番 等〕,丙 A2〔 5頁〕及び弁論の全趣旨に

よれば,加 藤は自宅において 「しんぶん赤旗」及び 「大分民報」を

購入していたほか,政 務調査費を使って日本共産党の議員控室用に

各 1部ずつを購入していたことが認められるところ,こ れらが加藤

の所属する日本共産党の機関誌であることを考慮しても,加 藤の個

人的購入であるとか政党への経済的支援であるとまでは認められな

い。したがって,「しんぶん赤旗」及び 「大分民報」購読料は,本

件使途基準に合致する支出であると認められる。

(b)全 国 ・地方一般紙,「商工新聞」,「平和新聞」購読料

甲Al〔 21～ 23番 等〕,丙 A2〔 6頁〕によれば,全 国及び

地方一般紙のほか,「商工新聞」及び 「平和新聞」の購読料として

支出されたことが認められるが,こ れらはいずれも会派の調査研究

に資するために必要な経費に当たるというべきであるから,本 件使

途基準に合致すると認められる。

c パ ンフ資料購入費 《共産54番 》

パンフ資料購入費 1000円 は,大 分県受託事業男女共同参画講座

事務局から,「やさしく学ぼう女性の権利 女 性差別撤廃条約と選択

議定書」2部 を購入する経費であるところ,同 書に女性差別撤廃条約

の成立経緯や同条約の解説等が記載されていると認められること (甲

Al〔 89番 〕,丙 A7)か らすれば,会 派による女性差別問題に関
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する県政についての調査研究に資するため必要な経費に当たるという

ことができるうえ,必 要部数が1部に限るとまで認めることはできな

いから,上 記の購入費用は,本 件使途基準に合致する支出であると認

められる。

「大分生活と健康を守る会新聞」。「T OA/10」購読料 《共産 53,

71番 》

甲Al〔 38, 39, 95, 96番 〕,丙 A2〔 6頁〕及び弁論の

全趣旨によれば,「大分生活と健康を守る会新聞」には,社 会福祉の

分野の記事が多く掲載されていること,「TOMO」 が,障 がい者関

係者団体である 「きようされん」が発行する雑誌であり,障 がい者関

係の記事が掲載されていることが認められるから,こ れらの購入費用
R

は,貧 困者に対する社会保障や身体障がい者に対する支援政策に関す

る調査研究に資するために必要な経費といえる。原告らは,こ れらを

発行する団体が日本共産党の支援する団体であるとか,領 収証 (甲A

l〔 96番 〕)の 宛先が 「加藤県議様」となっていると主張するが,

そうであるとしても,上 記認定に照らせば,上 記費用が上記団体に対

する援助であるとか加藤の個人的な目的によるものとは認め難く採用

できない。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致すると認めるのが相

当である。

l_‐l 広報費

a ウ ェブサイ ト利用料 《共産 12番 》

被告及び日本共産党は,会 派の調査研究活動や議会活動等をウェブ

サイトに掲載したと主張し,証 人潰田はほぼ同旨の証言をする (証人

頂田 〔26項 〕。丙A2〔 7頁〕も同旨)が ,こ れを裏付ける的確な

証拠はなく,採 用できず,他 にウェブサイトの内容を認めるに足りる
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証拠はない。したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致するとは

認められない。

【違法な支出4095円 】

b 議 会報告 (県議団ニュース)印 刷代 《共産 37, 80番 》

丙A2〔 7頁〕・A3及 び弁論の全趣旨によれば,県 議団ニュース

は,表 題が 「日本共産党大分県議団ニュース」であり,表 面の約半分

が視祭等の議会活動報告,裏 面の大半が議会における質問や姿勢に関

する記事であることが認められる。そうすると,表 面の下4分 の1弱

の範囲に加藤の意見ないし感想が記載されていることを考慮しても,

県議団ニュースは,会 派の行う議会活動等の広報活動として発行され

たものというべきである。また,平 成 18年 4月 27日 付けの478

0円 の支出 《共産80番 ,甲 Al〔 12番 〕》は,そ の時期に照らし)

支出原因は同年 3月までにあったものと認められる。

したがつて,県 議団ニュース印昂J代25万 6780円 は,本 件使途

基準に合致すると認めるのが相当である。

l■l 事務費

a 通 信運搬費,庁 舎等管理費 ・使用料,文 具購入費 《共産 1, 7, 1

3, 19, 25, 29, 35,40,42,46,47, 58, 62,

74, 81, 83番 》

甲Al〔 3番等〕,丙 A2〔 7, 8頁 〕,証 人潰田及び弁論の全趣旨

によれば,通 信運搬費9万 8447円 ,庁 舎等管理費 ・使用料6万 8

725円 及び文具購入費 1581円 (消臭プラグタバコ用付替マリン

ノTプ (甲Al〔 131番 〕)も その目的,額 に照らし,含 める。)は ,

いずれも議員控室での活動に付随して生じた経費であると認められる

ところ,前 記のとおり議員控室での調査研究活動の割合は2分の1と

認めるのが相当であるから,上 記支出額の2分の 1の限度で調査研究
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活動に資するため必要な経費に当たるということができる。そうする

と,上 記支出額の合計 16万 8753円 を2分 の1で接分した限りで

本件使途基準に合致すると認められる。なお,庁 舎等使用料 3万 64

01円 《共産 1番》は,平 成 16年 度の分であるが (甲Al〔 247

頁〕),原 告らは2分の 1の限度で返還を求めているのみであるから,

上記判断を左右しない。

【違法な支出8万 4876円 】

b 名 刺代 《共産4番》

名刺代4000円 は, 日本共産党の議員控室において,事 務職員と

して雇用された演田の名刺であり,紙 面上に議員控室の連絡先ととも

ヤこ「県政に対するご意見 。ご要望をお寄せ下さい」と記載されている

ことが認められるが (甲Al〔 235～ 238番 , 1枚 目の239

番〕,丙 A4),頂 日の活動が,上 記のとおり,必 ずしも調査研究活動

のみであつたとは認め難いことに照らせば,条 理に基づき,そ の2分

の1の限度で本件使途基準に合致すると認めるのが相当である。

【違法な支出2000円 】

lal メ、件費 《共産 2, 3, 8, 9, 10, 14, 15, 20, 21, 26,

27, 30, 31, 36, 38,43,45, 48, 49, 59令 夕61,

68, 72, 73, 82, 84番 》

丙A2及 び弁論の全趣旨によれば,給 与 ・賞与,社 会保険料等の人件

費計305万 5978円 (いずれも,平 成 18年 3月までの勤務分であ

ると認められる。)は , 日本共産党の議員控室において補助職員として

演田を雇用することによって生じたものであると認められるところ,前

記のとおり議員控室での活動のうち政務調査活動の割合は2分の 1であ

つたとするのが相当であるから,上 記支出額もこれに対応して接分した

額が政務調査費をもって充てることができるものと考えられる。したが
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って,上 記支出額の2分の 1で ある152万 7989円 の限度で本件使

途基準に合致すると認める。

【違法な支出152万 7989円 】

ltl刃 括ヽ

以上によれば, 日本共産党が政務調査費から支出した363万 075

6円 (原告らが返還を求めていない分を含む。)の うち,違 法な支出額

は合計 162万 7568円 である。

イ 社 会県民クラブについて

171 使途内規の定め

社会県民クラブは,本 件使途基準に基づいて 「大分県政務調査費使途

基準に基づく内規」(丙Bl)を 定めたことが認められる (丙B28

〔3頁 以下〕,証 人内田 〔13項 以下〕)。その内容は大要次のとおりで

ある。

a 議 員活動費

(a)調 査研究活動費

会派又は会派が認めた県政推進についての課題を調査研究するた

めに要する経費,会 派で行う政策研究に要する委託経費 (後記(b)を

除く。)で ,次 の基準による。なお,予 算の都合により打ち切るこ

とができる。         ,

(県内)

8キ ロメー トル未満 (往復移動距離。以下同じ。) 3000円

8 ～ 2 5 キ ロ メ ー トル 未 満       5 0 0 0 円

2 5 ～ 5 0 キ ロメー トル未満        7 0 0 0 円

5 0 ～ 1 0 0 キ ロメー トル未満       1 万 0 0 0 0 円

100～ 150キ ロメー トル未満    -   1万 1000円

150～ 200キ ロメー トル未満        1万 2000円
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(県外)

県の旅費規程により計算した額

(b)通 信連絡費

会派から委託された調査研究活動に必要な電話代,FAX料 及び

インターネット使用料の経費等           毎 月 3万 円

b 会 派で直接使用する費用

(a)共通費

① 会 派が雇用する職員の人件費

② 会 派が使用する消耗品,備 品の購入代,

所の維持に必要な庁舎使用料,光 熱水費

(b)研修費 ・会議費

① 56分 勉強会

② そ の他の研修 ・会議

c そ の他の政務調査活動

その他必要な経費は議員団長が決定する。

例 調 査研究費

必要な額

印刷費用,会 派の事務

必要な額

必要な額

a 調 査研究活動費 《社ク1～ 6, 8～ 13, 22～ 27, 30～ 35,

38～ 55, 57～ 62, 64～ 81, 83～ 88番 》

社会県民クラブは,各 所属議員に対し,上 記使途内規 a(a)の支給基

準に従つて,「調査研究活動費」傷可紙支出一覧表における 「○○議員

調査研究費等名目手当」の一部である。)と して計 937万 8000

円を支給したものと認められるところ (甲Bl〔 2頁等〕,丙 Bl),

上記支給基準は,大 分県議会議員の議員報酬1及び費用弁償条例 (平成

20年 条例第23号 による改正前のもの。以下,単 に 「弁償条例」と

いい,特 記しないときは,同 改正前のものを指す。)上 ,議 員の旅費

は職員等の旅費に関する条例 (丙E50)で 規定する副知事相当の額
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であり (弁償条例 8条 1項),本 会議や委員会に出席する際の旅費に

ついては,往 復の路程が16キ ロメ
ートル未満は5000円 であつて,

16キ ロメー トル以上は,鉄 道賃)船 賃及び車賃に5000円 を加算

した額とする制度となっていた (同条 2項。丙E49の 1・ 2)こ と

に加え,上 記支給をもつて充てられるものが必ずしも移動旅費に限ら

れないことに照らせば,不 合理とまではいえない。

しかし,「旅費請求書」(甲Bl〔 3頁等〕)に は各用務地での活動

目的や内容等が一切記載されておらず,他 に調査研究活動との関連性

を裏付ける証拠がないうえ,こ れを積極的に補足する説明もないこと

からすれば,上 記支出額すべてについて直ちに本件使途基準に合致す

るものと認めることはできない。

もつとも,社 会県民クラブは,平 成 20年 度における政務調査費の

支出状況に関する証拠を提出するところ,「調査研究活動費」に対応

する平成 20年 度の支出 (平成 17年 度の6名 のうち,県 民クラブに

加入した5名分)は ,所 属議員の調査研究に伴つて支出された 「調査

研究費」,「研修費」,「会議費」,「資料購入費」,「広報費」,「事務費」,

「事務所費」及び 「人件費」であると認められるところ (丙B18～

22),ま ず 「調査研究費」のうち 「政務調査費支払証明書 (旅費

用)」に記載のある旅費の支出は,そ の支給基準が弁償条例 (現行条

例)8条 1項ただし書に規定するところと同額の1キ ロメートル当た

り37円 とされているうえ,同 証明書の記載から認められる各用務地

における活動内容はいずれも会派の調査研究に関するものであるとい

えるから,す べて適法な支出であると認められる。また,そ の他の費

用についても,領 収証に基づいて実費が支給されており,そ の使途も,

名刺代合計3万 8850円 (丙B26〔 6, 34頁 〕)を 除き,い ず

れも会派の行う調査研究活動に関連し,概 ね抜分された金額が計上さ
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れているものと認められる (丙B23～ 27)。 したがつて,平 成 2

0年度における上記支出のうち,政 務調査費からの支出合計582万

4034円 (丙B18～ 22の 第 1の 2の 各合計欄の下段の合計参

照)に つき,名 刺代 (政務調査費からの支出額 3万 8850円 )を 除

く578万 5184円 の支出は適法である。

以上に加え,平 成 20年 度当時における使途基準は本件使途基準と

実質的に異ならないところ (丙A8〔 34～ 36頁 〕。使途項目とし

て 「事務所費」が新たに明記されたのみである。),平 成 17年 度と比

較して新たな会派を結成したというものの,会 派が行う調査研究活動

に大きな変化が生ずるとは通常考え難いうえ,二 般に平成 17年 度よ

りも政務調査費からの支出が謙抑的になったこと (甲39～ 42,丙

B18～ 22,弁 論の全趣旨),平 成 17年 度の社会県民クラブに所

属していた議員は6名なのに対し,平 成 20年 度分の資料を提出した

のは5名であることなどに照らせば,平 成 20年 度において適法と認

められる上記支出額の5分の6を もつて,平 成 17年 度における実際

の支出額のうち本件使途基準に合致する額であると認めるのが相当で

ある。

すなわち,平 成 17年 度に 「調査研究活動費」として支出された額

のうち694万 2220.8円 は,本 件使途基準に合致すると認めら

れる。

【違法な支出243万 5779円 】

b 通 信連絡費 (支出番号は上記 aと 同じ。)

社会県民クラブは,上 記使途内規 a(b)に基づき,「通信連絡費」の

名目で (別紙支出一覧表における 「①①議員調査研究費等名目手当」

名目の支出の一部である。),各 所属議員それぞれに対し,議 員 1人当

たり月額 3万円ずつを支給したことが認められる (甲Bl〔 2頁等〕,
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丙Bl。 甲Blに おいては,電 話代名目で請求されている。)。

しかし,本 件条例8条 を受けて本件規程4条 には政務調査費からの

支出項目とその内容を具体的に定めた本件使途基準が規定されている

こと,本 件規程 5条が政務調査費の支出を裏付ける証拠書類等の整理

保管を義務づけていること,本 件条例 11条 において,知 事は交付さ

れた政務調査費のうち支出額を控除した残余につき返還を請求できる

とされていることなどに照らせば,政 務調査費からの支出は,実 際に

調査研究に資するため必要な経費の一部として支出された実額につい

てのみ許容する趣旨であることは明らかであり,所 属議員に対し
一律

に定額支給すること (以下 「一律支給」という。)は ,そ の支給額が

実額を上回つた場合に精算の取扱いがなされるなどといった事情のな

い限り,原 則として許されないと解される。

他方で,そ のような精算の取扱いがなされていなくても,証 拠書類

の収集等の事務手続が煩雑化する場合や,支 出をしても領収書が発行

されないか,政 務調査以外の目的での支出も含まれているなど実額の

把握が困難な場合においては,社 会通念上実額を上回るものではない

といえる相当な額に限つて,各 議員に対して一律に定額を支給するこ

とも許されると解するのが相当である。

しかるところ,電 話,FAX及 びインターネット等は,通 常様々な

用途に用いられ,政 務調査に要した実額を把握することが容易とはい

い難いため,各 所属議員に対して,実 額の支給ではなく一律支給とす

ること自体には合理″性があるとはいえ,支 給されていた月額3万 円が,

社会通念上実額を上回るものでない額であることを裏付ける的確な証

拠は見当たらないから,こ れを直ちに本件使途基準に合致する支出で

あると認めることはできない。

もつとも,平 成 20年 度において所属議員 5名に対する 「通信運搬
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費」(上記 「通信連絡費」に対応すると認められる。)と して支出され

た計 129万 3091円 は,実 際に支出した経費のうち,電 話,FA

X,イ ンターネット使用料等について,利 用目的や活動内容に照らし

2分 の 1の限度で政務調査費から支出されたものであることが認めら

れ (丙B23～ 27),い ずれも調査研究に資するために必要な経費

として適法と認められる。

そうすると,平 成 17年 度の 「通信連絡費」計216万 円は, 12

9万 3091円 の5分 の6の ある155万 1709,2円 の限度で本

件使途基準に合致すると認めるのが相当である。

【違法な支出60万 8290円 】

c 県 政報告会横断幕作成費 《社ク7番》

県政報告会が県政の調査研究活動に含まれるとしても,そ れに用い

られた横断幕が直ちに調査研究に資するものと認めることはできない

ところ,被 告及び社会県民クラブは,い かなる横断幕であったかを示

す証拠を提出せず,こ れについての補足説明もしないのであるから,

政務調査との関連性は不明確であるといわざるを得ない。したがって,

上記横断幕の作成費として支出された2万 4150円 は,本 件使途基

準に合致しない支出であると認める。

【違法な支出2万 4150円 】

d 各 種視祭及び調査時の日当・生産 。写真現像代

「集中豪雨被災箇所現地調査旅費 (九重町 。日田市上津江町)」8

660円 《社ク14番 》bそ の際に撮影した写真の現像代 2750円

《社ク17番 。ttB l〔 49, 50頁 〕》及び上記調査時の移動に要

したジャンボタクシー代 5万 9220円 のうち8460円 《社ク20

番》は,甲 Bl〔 42～ 44頁 〕に照らし,社 会通念上,い ずれも調

査研究に資するため必要な経費に当たると認められる。原告らは,上
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記ジャンボタクシ
ー代につき,国 会議員が上記調査に参加しているこ

とから,同 議員の分8460円 が違法であると主張するが,い わゆる

ジャンボタクシーの代金であることや,社 会県民クラブの所属議員 5

人及び補助者 1人が同行していたことに照らせば,必 要経費に変わり

はなかつたものと認められるから,上 記額の限りで本件使途基準に合

致しないとはいえない。

また,「大蘇ダム ・稲葉ダム
・めぶき園調査」に係る旅費 8660

円 《社ク28番 》,そ の際に撮影した写真の現像代 1600円 及び 2

572円 《社ク19, 29番 。甲Bl〔 53, 54, 79, 80頁 。

後者には前記視祭の際の分を含む。〕》,台 風 14号 被害調査旅費 1万

3560円 《社ク36番 》,並 びにNTTド コモ九州に対する出張調

査旅費 7900円 のうち原告らが返還を求めている電車運賃6000

円及び雑費 1200円 《社ク63番 》についても,甲 Bl〔 76, 7

7 ,  1 0 1 ～ 1 0 5 ,

る。         ′

したがって,上 記支出は,い ずれも本件使途基準に合致するものと

認めるのが相当である。

さらに,生 産代として支出された計 1万 2390円 《社ク15, 1

6, 18番 》は,上 記各視祭の際に視祭先への上産を購入した費用で

あると認められるところ,社 会的儀礼として相当な範囲内の支出であ

るといえるから,本 件使途基準に合致すると認められる。

e 自 治研センター会費 《社ク56番 》

丙B28〔 4, 5頁 〕,証 人内田 〔47,48項 〕及び弁論の全趣

旨によれば,大 分県地方自治研究センタ
ーは, 自治体政策の調査研究

を行う組織であり,そ の会員は,会 誌や,研 究会等への参加を通じて,

情報提供を受けることができるものと認められる。したがつて同セン

190～ 193頁 〕に照らし,同 様と認められ
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ターに対する会費4万 2315円 は,自 治体政策に関する調査研究の

ために必要な経費であつて,本 件使途基準に合致すると認められる。

f ゼ ンリン住宅地図購入費 《社ク82番 》

社会県民クラブは,会 派からの委託に基づき,各 議員が県政報告会

等を開催するなどの調査研究活動をしていたと認められるところ (弁

論の全趣旨),上 記の活動目的に照らせば,住 宅地図は,調 査研究活

動をするに当たつて必要なものということができるほか,そ の購入部

数 (大分市の地図はA4版 と合わせて 7冊ずつ購入 (甲Bl〔 25

4〕))も 不当であるということはできない。したがつて,ゼ ンリ
ン住

宅地図購入費52万 2683円 は,本 件使途基準に合致すると認める。

なお,上 記支出は,平 成 18年 4月 10日 に支出されているも
のの,

支出の時期に照らせば,購 入したのは平成 17年 度であったと認める

のが相当であるから,こ の点は,上 記判断を左右しない。

り 研 修費

a 56分 勉強会負担金 《社ク91, 93, 95, 103番 》   1

前記ア171aのとおり, 56分 勉強会は調査研究に資するものである

と認められるため,負 担金計7万 2678円 は本件使途基準に合致す

るものと認められる。

b 各 種研修会等参加旅費及び生産代

後掲証拠及び弁論の全趣旨によれば,「自治体議員全国学習会」《社

ク89番 》(介護保険制度改革等の学習会,丙 B3の 1・ 2)の 出席

旅費6万 9720円 ,「NPO法 人女性の安全と健康のための支援教育

センター研修講座」《社ク90番 》(丙B4の 1～ 3)参 加出席旅費 1

1万 4840円 ,「2005年 度自治体財政分析講座」《社ク92番 》

(丙B5の 1・ 2)出 席旅費 8万 7680円 ,「大分県自治体政策調

査研究協議会 (宮崎 ・鹿児島研修)視 祭」(農業関係施設等の視察調
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査,丙 B7の 1～ 6)旅 費 38万 3880円
《社ク98番 》,同 視祭

先への手生産代 1万 1340円 《社ク96番 》,「2006年 度地方財

政セミナ
ー」(政府予算と地方財政計画の分析を行う

セミナー,丙 B

9の 1。 2)出 席旅費7万 5780円 《社ク100番 》,「平成 17年

度大分県児童養護施設職員合同研修会」(少年
犯罪や児童虐待等に関

する研修会,甲 Bl〔 301, 302頁 〕;丙 B10の 1・ 2)参 加

費他 1万 1000円 のうち原告らが違法
であると主張する宿泊費

・交

流会費 8000円 《社ク101番 》,「全国地方自治研究
センター交流

集会」(市町村合併後の町づくりに関する講演
討論会,丙 Bllの 1

・2)出 席旅費 3万 5020円 《社ク104番 》は,い ずれも調査研

究に資する費用として本件使途基準に合致す
ると認められる。

また,「2005年 度自治体議員団九ブ
ロ会議」出席旅費 5万 17

20円 《社ク94番 》は,同 会議において,総 選挙
や党勢拡大運動に

っいての報告がされているものの,そ の報告な
いし協議の対象の大半

が,各 県における現状等に充てられて
いること (丙B6の 3〔 2

頁〕)か らすれば,会 派の調査研究活動
の一環であると評価しうる。

したがつて,こ の支出は,本 件使途基準に合致する
と認める。

l‐l 会議費

丙B28〔 6頁〕,証 人内田 〔59項 〕,後 掲各証
拠及び弁論の全趣旨

によれば,「会派検討会議 (議員団会議)」(議員に
よる調査研究結果の

報告等,丙 B12の 1～ 12,B28〔
1頁〕)旅 費計 33万 2000

円 《社ク1 0 5 , 1 0 7 , 1 0 8 ～1 1 3 , 1 1 5 , 1 1 7 , 1 2 1

番》,第 2・ 5・ 6回広報委員会会議 (広報事業
の実施計画や議員と語

ろうinき つき開催について議論,丙 B13の
1～ 3)出 席旅費計90

00円 《社ク106, 114, 119番 》,議 員定数問題調査会会議

(議員定数削減について議論,丙 B15の 1～
3)出 席旅費4万 500
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0円 《社ク116, 118番 , 120》 ,議 員と語ろうinき つき (定

例会の概要説明及び商店街振興等に関する事例発
表,丙 B16の 1～

3)出 席旅費7000円 《社ク124番 》は,社 会通念
上,会 派所属議

員の会議であるか,会 派として所属議員
の一部に出席を委ねたものであ

ると認められるし,各 会議の議題が調査研究活動と
の関連性を有するこ

とに加えて,旅 費支給基準として準用している前記使途内規
a(a)が前記

のとおり不合理とまではいえないこと等に照らせば,い ずれ
も本件使途

基準に合致すると認めるのが相当であるも

しかし,議 会対策会議旅費計6万円 《社ク122, 123番
。ttB l

4》 は,会 派が行つた会議であることや,調 査研究活動
との関連性を裏

付ける証拠がなく,ま たこれについて積極的に補足す
る説明もなされて

いないから,本 件使途基準に合致しないものと認める。

【違法な支出6万円】

l■l 資料作成費

a コ ピー代 《社ク125～ 128, 130～ 133, 135～ 138

番》

丙A2〔 5頁〕,Bl〔 350頁 等〕及び弁論
の全趣旨によれば,

コピー代計8万 0259円 は,議 員控室における活動に伴
つて県庁舎

1階に設置されたコピ
ー機を使用したことにより生じた費用であると

認められるところ,後 援会事務所を兼ねて別途事務所
を設けている議

員がいることを考慮しても (証人内田 〔103～
105項 〕),社 会通

念上,議 員控室において専ら調査研究活動が行われて
いたとまで認め

ることはできず,こ れに反する証拠 (丙B28〔 6頁〕,証 人
内田

〔62項 〕)は 採用できない。そして,普 通地方公共団体
の議会の議

員の地位,権 限及び職務内容等に鑑みると,上 記議員控室
が県政に関

する調査研究活動に供される割合は2分の1と認めるのが相当
である
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から,上 記支出額の2分の1の限度で調査
研究に必要な経費に当たり,

本件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出4万 0129円 】

b 農 林統計協会費 《社ク129番 》

甲B3,丙 B28〔 6頁〕,証 人内田 〔
60・ 61項 〕及び弁論の

全趣旨によれば,農 林統計協会費として支出
された1万 5210円 は,

農林業に関する調査研究に資するも
のとして本件使途基準に合致する

支出であると認められる。

c 手 帳代 《社ク134番 》

手帳代 3万 7590円 は,甲 Bl〔 368頁
〕によれば,県 議会議

員の用いる手帳 1冊の購入費である
と認められることや,用 途及び購

入部数に照らし,会 派の調査研究に資す
るため必要な経費に当たるか

ら,本 件使途基準に合致すると認められ
る。

lal 資料購入費

a 書 籍代

甲Bl〔 389,408,409,463,494, 495, 50

5頁〕,丙 B28〔 6頁以下〕及び弁論
の全趣旨によれば,「全国同和

人権促進会」に振り込まれた5万
2500円 《社ク144番 》は,人

権政策に関する文献の購入費であ
つて,会 派の調査研究活動に資する

ものと認められるほか,「新日本法規追録差
替」計 3万 2210円

《社ク154, 206番 》,「大隈論文選」 3セ ット計 12600円

《社ク185番 》,「村山富市」7冊計
1万 4000円 のうち原告らが

返還を求めている1万 2000円 《社ク211番 》,「広辞苑」728

1円 《社ク222番 》の各購入費は,い ずれも会
派の調査研究活動に

資するものとして本件使途基準に合致す
るものと認められる。上記の

うち 「新日本法規追録差替」については,領
収書の宛先が議員である
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「小野弘利」名であると認められるが (甲Bl〔 409,495

頁〕),こ のことは上記認定を左右しない。また,「広辞苑」
の購入は,

請求書の日付 (甲Bl〔 525頁 〕)ヤこよれば,平 成
17年 度中にさ

れたものと認められる。なお,新 日本法規追録差替
のうち社ク154

番は,甲 Bl〔 409頁 〕によれば,平 成 16年 度
の購入と認められ

るが,原 告らはこの点の違法を主張をしていな
い。

b 新 聞雑誌購読料

甲Bl〔 387頁 等〕及び弁論の全趣旨によれば,「全国
地方一般

新聞」及び 「雑誌ミックス」の購読料並びに議会開催時
の一般紙の購

読料計 1 8 万5 5 0 0 円《社ク1 4 3 , 1 5 5 , 1 6 1 , 1 6 2 , 1

68, 172, 176, 184, 192～ 194, 207, 213,

220, 224番 》,「労働新聞」購読料 1万 円 《社ク191番 》,「
週

刊金曜日」購読料 2000円 《社ク223番 》(3月 分の新聞代は,

支出原因が平成 17年 度であることが明らかであるほか,週 刊
金曜日

についても,支 出命令書添付書面の記載 (甲Bl〔 528頁 〕)や
支

出時期に照らし,同 年度中の支出であると認められる。)は ,い
ずれ

も調査研究活動に資するため必要な経費として本件使途基準
に合致す

るものと認められる。原告らは,議 会開催中の新聞購読は調査研究
活

動といえないと主張するが,直 ちにそのようにはいえな
いし,ま た,

労働新聞の購読は支持団体に対する寄付と主張するが,こ れ
を認める

に足りる証拠はない。

ltl 広報費 《社ク225～ 232番 》

丙B17の 1～ 4及 び弁論の全趣旨によれば,広 報費計 56万
596

2円 は,い ずれも会派の会報を印刷
・送付するための費用であると認め

られるところ,同 会報には議会総括や委員会総括のほか,議 会における

所属議員による
一般質問や答弁等が記載されており,こ れによつて会派
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の議会活動や政策が明らかになつているも
のと認められるから,上 記支

出は,本 件使途基準に合致すると認められる。

(ク)事 務費

a 算 定基礎届事務手続費用 《社ク253番 》

甲Bl〔 576頁 〕及び弁論の全趣旨によれ
ば,算 定基礎届事務手

続費用として支出された500円 は,議 員控
室で雇用した事務職員の

算定基礎届に係る手続履践に要した交通費
であると認められるところ,

後記 (傷)の とおり, 2分 の1である250円
の限度で本件使途基準

に合致すると認められる。

【違法な支出250円 】

b  切手代 《4ELク233)2

2 7 0 ,  2 7 3 ,  2 7 8 )

3 1 3巻F》

原告らが違法であると主張する切手代 (上
記各番号のもの。ただし,

社ク278, 286番 は,支 出のうち2分 の 1のみを違法と主張す

る。)の うち, 11月 4日 の切手 10枚 の購入 《社
ク286番 》につ

いては,社 会通念上,調 査研究活動に当たつて書類等
の郵送の必要が

生ずるものというべきであるから,会 派の調査研究活動
に係る経費と

認められる。

一方,他 の63万 6015円 の支出は,い ずれも
一度に50通 を超

える郵便物を発送するものであるか,多 量の切手を購入す
るものであ

るから,調 査研究活動との具体的な関連性が認められる必要
がある。

しかし,こ の点につき,内 田は,県 民
への議会報告や広報に関する費

用であると陳述書に記載するが (丙B28〔 8頁〕),上 記lt‐
lのとおり,

会報の送料は広報費として支出されており,他 にいかなる報告
や広報

を行つたのかについて証拠がないことに照らし,た やすく採用
し難い。

3 6 ,  2 6 1 ,  2 6 3 ,  2 6 4 ,  2 6 8 ,

2 7 9 ,  2 8 3 ～2 8 6 ,  3 0 8 ～3 1 0 ,
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そして,他 に会派の行う調査研究活動との関連性をう
かがわせる証拠

はないから,本 件使途基準に合致しない支出であ
ると認められる (な

お, 8月 9日の切手の購入 《社ク278番 》
については,原 告らが返

還を求める2分の1の限りで認める。)。

【違法な支出63万 6015円 】

c 文 具代,イ ンク代,イ ンタ
ーネット接続料,電 話料金,書 庫代,庁

舎管理費 《社ク238～ 241, 245, 246)248, 249,

2 7 1 ,  2 7 5 ～2 7 7 ,  2 8 92 5 4 ～ 2 5 7 ,  2 6 5 ,  2 6 9 ,

～ 2 9 2 ,  2 9 6 ～2 9 8 ,  3 0 1 ～3 0 5 ,  3 1 1 ,  3 1 2 ,  3 1

4, 315, 318～ 320, 324-328, 330番 》

文具代,イ ンク代,イ ンタ
ーネット接続料,電 話料金,書 庫代,庁

舎管理費 (なお,平 成 18年 4月 に支出され
たもの 《社ク326～ 3

28,330番 》は,甲 Bl〔 685,687,689,693頁
〕

によれば,い ずれも平成 17年 度中の支出である
と認められる。)は ,

社会通念上,社 会県民クラブの所属議員等に
よる活動に付随して支出

されたものであると認められるものの,上 記活動
が専ら会派ないし会

派から委託された調査研究活動であるとま
で認めることはできない。

もつとも,普 通地方公共団体の議会の議員
の地位,権 限及び職務内容

等に鑑みると,調 査研究活動に供された割合は
2分の1であると認め

るのが相当である。したがつて,上 記支出額
59万 0323円 の2分

の1で ある29万 5161.5円 の限度で本件使途基準に合致すると

認められる。

【違法な支出29万 5161円 】

d デ ジタルカメラ購入費 《社ク299番 》

デジタルカメラ購入費 14万 0710円 に
ついては,デ ジタルカメ

ラが調査結果を保存し,こ れを報告するなどする際に利
用しうること
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に照らせば,調 査研究に資するため必要な経費
であると認められる。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致すると認
める。

e ウ ェブサイ ト管理料 《社ク247番 》

ゥェブサイ ト管理料 12万 円につき,被 告及
び社会県民クラブは,

ゥェブサイ ト上で議会報告等を行つたと主張
し,こ れに副う証拠 (丙

B28〔 8頁〕)も あるが,こ れを裏付ける的確な証拠
はなく,た や

すく採用できないうえ,'他にウエブサイト
の内容を認めるに足りる証

拠はない。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致しな
いと認める。

【違法な支出12万 円】

f デ ジタルカラー複合機購入費 《社ク329番 》

甲Bl〔 691頁 〕及び弁論の全趣旨によれば,デ
ジタルカラー複

合機購入費用 98万 7735円 (振込手数料を含む。)は ,平 成 17

年度中に納入されたものであり,か つ,社 会県民
クラブの議員控室で

使用に供されたものであると認められると
ころ,前 記のとおり議員控

室が県政に関する調査研究活動に供される害1合は
2分 の1で あると認

めるのが相当であるから,上 記支出額の2分の1に
ついては政務調査

費をもつて充てることが許される。したが
つて,上 記支出額の2分の

1で ある49万 3867.5円 の限度で調査研究に必要な経費に当た

り,本 件使途基準に合致すると認められる。なお,原
告らは,こ の購

入が政務調査費を消化する目的であると主張する
が,こ れを認めるに

足りる証拠はない。

【違法な支出49万 3867円 】

例 人 件費 《社ク331～ 359番 》

甲Bl〔 694頁 以下〕及び弁論の全趣旨によれば,人件費計
331

万0708円 (平成 18年 4月 21日 の社会保険料2万 1508円
《社
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ク359番 》については,同 年 3月分の支出であるから (甲
Bl〔 77

6頁〕),平 成 17年 度中の支出原因があつたという
べきである。)は ,

社会県民クラブの議員控室において事務職員を雇用した
ことにより生じ

たものであると認められるところ,前 記のとおり議員
i控室が県政に関す

る調査研究活動に供される割合は2分の1であると認める
のが相当であ

るから,上 記支出額の2分の1については政務調査費をも
つて充てるこ

とが許される。したがつて,上 記支出額の2分の1である
165万 53

54円 の限度で調査研究に必要な経費に当たり,本 件使途基準に合致
す

ると認められる。

【違法な支出165万 5354円 】

停)小 括

以上によれば,社 会県民クラブが政務調査費から支出
した2126万

7854円 のうち,違 法な支出額は合計636万 8995円 である。

ウ 新 政みらいについて

171 使途内規の定め

新政みらいは,本 件使途基準に基づいて
「大分県議会 ・新政みらい

「県政務調査費」使途内規」(丙Cl)を 定めたことが認
められる。そ

の内容は大要次のとおりである。(丙C9,証 人賀来 〔29項 以下〕,弁

論の全趣旨)

a 議 員活動費

(a)調 査研究活動費及び会議出席旅費

会派又は会派が認めた県政推進についての課題を調査研究するた

めに要する経費 (下記(bXcXd)を除く。)

(県内)                     .

8キ ロメー トル未満 (片道移動距離。以下同じ。) 3000円

8～ 25キ ロメー トル未満             5000円
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転|
| ; !  |

25～ 50キ ロメ
ー トル未満

50～ 100キ ロメ
ー トル未満

loo～ 150キ ロメ
ー トル未満

150～ 200キ ロメ
ー トル未満

用務の都合により宿泊する場合の宿泊料

7 0 0 0 円

1 万 0 0 0 0 円

1 万 1 0 0 0 円

1万 2 0 0 0円

1万 3 3 0 0円

雑誌,新 聞,ビ デ

毎月 2万 円

(b)資料作成費

会派又は会派が認めた政策推進に必要な資料
の印刷代,原稿料,

写真現像焼付代及びコピ
ー代

(c)資料購入費

会派又は会派が認めた政策推進に必要な図書,

ォ テ

ー

プ 及 び C D 一 R O M の 購 入 代

Q)事 務費

毎月 1万 円

県政調査研究活動に必要な電話代,FAX代 及びインタ
ーネット

使用料

b 会 派が直接使用する費用

毎月 3万 円

(a)共 通費

会派が使用する消耗品,備 品の購入代及び印刷費用 (議
会事務局

コピー代,新 政みらい広報印刷費用)

(b)研 修費 ・会議費

会派が開催する研修会及び会議並びに県議会主催
の56分 勉強会

に必要な経費

c 経 費は精算払いとする。

d そ の他必要な経費は会長 (議員団長)が 決定する。

例 調 査研究費 《新政 1～ 4, 9～ 12, 17～ 20。
27～ 30, 40

7 4 ヘタ7 7 ,  8 4 - 8 7 ,  9 9 ～ 1～ 4 3 ,  5 1 ～ 5 4 ,  6 5 ～ 6 8 ,
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02, 110～ 113, 119～ 122番 》

新政みらいは,各 所属議員に対し,上 記使途内規
a(a)の支給基準に従

って,「調査研究活動費」として合計 1013万
8000円 を支給した

ものである。

もつとも,上 記支給基準は,弁 償条例に定める旅費
に照らして不合理

とまではいえないものの,「県内調査研究活動費請求
・領収書」(甲Cl

〔3頁等〕)に は各用務地での活動目的や内容等
が一切記報されておら

ず,他 に調査研究活動との関連性を裏付ける証拠
がないうえ,こ れを補

足する説明もないことからすれば,同 請求
・領収書記載の支出額す

べて

について直ちに本件使途基準に合致するものであ
つたと認めることはで

きない。

他方,上 記 「調査研究活動費」に対応する平成
20年 度当時の支出

(所属議員の調査研究に伴つて支出された
「調査研究費」,「広報費」,

「事務所費」及び 「人件費」。なお,平 成 17年 度
当時の4名 の議員の

うち,県 民クラブに参加しなかつた高村議員
の分を除いた者の分 (証人

賀来 〔227, 228頁 〕)で ある。)計 543万 4401円 (丙C3～

5)に ついてみると,ま ず,同 年度に 「調査研究費」
として支出された

264万 0198円 は,「政務調査費支払証明書 (旅費
用)」(丙C6

〔1頁 等〕)に 記載された支出は,そ の支給基準
が弁償条例 (現行条

例)の 規定するところと同額の1キロメ
ートル当たり37円 とされてい

るうえ,同 証明書や領収書添付用紙,調 査研究報告書 (丙
C6〔 1～ 5

5頁〕,C7〔 1～ 21頁 〕,C8〔 1～ 17頁 〕)上 認
められる各用務

地での活動内容に照らせば,す
べて会派の調査研究に必要な費用である

と認めることができる。また,丙 C6～ 8に よれば,「
広報費」,「事務

所費」及び 「人件費」として政務調査費から支出され
た合計279万 4

203円 (丙C3～ 5参照)に ついても,調 査研究活動と無関係
のもの
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は見当たらないうえ,事 務所費及び人件費については事務所
の設置と事

務職員の雇用によつて生じた経費であることから議員
の活動内容に照ら

して概ね2分の 1の限度で政務調査費から支出されて
いるものであつて,

前記のとおり,平 成 20年 度の支出が謙抑的であつた
ことなどに照らせ

ば,い ずれも調査研究に資するため必要な経費である
と認められる。そ

うすると,平 成 20年 度における上記支出の合計543万
4401円 の

支出は適法である。

以上を前提として,平 成 17年 度の支出の適法性を合理的
に推認すれ

ば,平 成 17年 度に調査研究活動費として支出された
1013万 800

0円 は, 543万 4401円 の3分の4で ある724万
5868円 の限

度で本件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出289万 2132円 】

(功 研 修費

a 56分 勉強会負担金 《新政55, 56, 88, 123番 》

前記ア例 aの とおり, 56分 勉強会は調査研究に資するも
のである

と認められるから,負 担金計4万 8452円 は本件使途基準
に合致す

るものと認められる。

b 議 会傍聴者弁当代 《新政31, 57, 58, 124番 》

丙C2の 2〔 3頁〕,C9〔 6, 7頁 〕,証 人賀来 〔67～
69, 1

27～ 136, 217項 〕及び弁論の全趣旨によれば,議 会の
一般質

問傍聴者の弁当代計 10万 2450円 は,議 会傍聴者から意見
を聴取

する機会における支出であると認められるから)会 派
の調査研究活動

に資する経費であり,支 出額も社会通念上相当な範囲内と
いうことが

できるから,本 件使途基準に合致するものと認められる。

これに対して,原 告らは,議 会を傍聴した後援会等の支持者に対
し

て弁当を振る舞っただけであり,調 査研究活動との関連性はな
いと主
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張するが,丙 C2の 2〔 3頁 〕,C9,証 人賀来 〔
218, 219

項〕に照らし,議 会傍聴者の大半が議員の後援会員
であつたとは認め

られず,他 に上記主張事実を認めるに足りる証拠はな
いから,採 用で

きない。

l_tl 会議費 《新政 13, 21, 32, 44, 59, 78, 89, 103,

114, 125番 》

「新政みらい会議」参加旅費 22万 9000円 ,「文教警察委員
会行

政視祭」参加旅費 5000円 ,「商工労働委員会行政視祭」
参加旅費 3

000円 ,「地方組織 (機関)再 編の説明会」旅費4万 6000円 ,「
議

会広報委員会」参加旅費 3000円 ,「平成 18年 度予算説
明会」参加

旅費 3万 6000円 ,「キヤノン造成費説明会」参加旅費
1万 8000

円,「平成 18年 度予算 (案)知 事説明会」参加旅費
1万 8000円 ,

「会派代表者会」参加旅費 1万 円は,新 政みらいの使途内規
a(a)に従つ

て 「会議出席旅費」として計上し,こ れを支出したことが認
められると

ころ (甲Cl〔 21, 35, 54, 76, 98, 132, 150, 17

4, 191, 192, 211頁 〕,証 人賀来 〔168, 214～ 216

項〕,弁 論の全趣旨),前 記のとおり当該支給基準は不合理
とまではいえ

ないうえ,こ れらの会議の内容は,会 派の行う調査研究活動
との関連性

を有していると認められる。

以上からすれば,会 議費として支出された合計36万
8000円 は,

すべて本件使途基準に合致すると認められる (なお,こ れら
のうち 「新

政みらい会議」を除くものは,い ずれも本件使途基準に
いう会議費に当

たるとはいい難いが,会 派の調査研究活動に関連する以上,上 記判断を

左右しない。)。

l■l 資料作成費

a 各 所属議員に対する 「資料作成費」定額支給分 《新政5, 14, 2
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2, 33,45, 60, 69, 79, 90, 104, 115, 126

番》

丙C9及 び弁論の全趣旨によれば,新 政みらいは,上 記使
途内規a

(b)に基づき,各 所属議員に対し,「資料作成費」
の名目で議員

一人当

たり月額 1万 円の資料作成費を支給していたことが認められ
る。

もつとも,事 務手続の煩雑化を避けるため,一 律支給制
を採ったこ

とには合理性があるとしても,上 記支給額が実額を上回るも
のでない

と認めるに足りる的確な証拠はないから,直 ちに全額
を本件使途基準

に合致すると認めることはできない。

他方,前 記と同様に,平 成 20年 度において適法と認
められる支出

額をもつて,平 成 17年 度に要した実額を合理的に推認
できるという

べきところ,同 年度に新政みらいに所属していた議員に
つき,平 成 2

0年度に 「資料作成費」名目で支出された政務調査費は合計
3万 55

41円 であり (丙C3～ 5),こ れは視祭等の際撮影した写真
の現像

代等であつて (丙C6〔 56～ 63頁 〕,C7〔
22頁 〕),い ずれも

調査研究に資するため必要な経費であると認められ
る (平成 17年 度

の支出について
一律支給のほか会派支出分もあることから,個 人支出

分を比較すれば足りるという
べきである。)。

以上によれば平成 17年 度における議員の
「資料作成費」の支出合

計48万 円は, 3万 5541円 の3分 の4で ある4万
7388円 の限

度で本件使途基準に合致すると認める
べきである。

【違法な支出43万 2612円 】

b コ ピー代及びコピ
ー用紙代 《新政6, 23, 34, 46, 61, 7

0, 92, 93, 105, 106, 116, 127, 128番 》

丙C9〔 8頁〕及び弁論の全趣旨によれば,コ ピ
ー代計4187円

及びコピー用紙代 246円 (丙C9〔 8頁〕によれば,原 告ら
が支出
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内容が不明と主張する246円 《新政 105番 》は,コ ピ
ー用紙代で

あると認められる。)は ,い ずれも県議会の議員控室での活動に付随

して生じた費用であると認められるところ,同 議員控室で専ら調査研

究活動のみが行われていたとまでは認められず,社 会通念上,一 般
の

議員活動等も行われていたと認められるから,全 額を本件使途基準
に

合致するものと認めることはできない。

もつとも,議 員の権限及び職務の性質
。内容等からすれば,社 会通

念上2分 の1の限度で調査研究活動に資する支出であつたと
いうこと

ができるから,上 記支出額の2分の1の限度で本件使途基準に合致す

るものと認められる。

【違法な支出2216円 】

c 北 欧視祭旅行に関する写真代
・報告書印刷代 《新政80, 81, 9

1番》

北欧視祭旅行の写真現像代や報告書印刷代として支出された12万

1906円 は,県 議会の視祭研修として,新 政みらい及び県政クラブ

の所属議員全員 (計7名 )カミ,ス ウエ
ーデン等の福祉や農業施策等を

視祭してきた北欧視祭旅行の際に撮影された写真の現像費用や,他
の

議員ないし県民に配布し,報 告会を開くための報告書の印昂J費用であ

ると認められるところ (丙C2の 3〔 2頁〕,C9〔 8頁〕,D8,D

14〔 5頁〕,証 人賀来 〔90～ 93, 157～ 164項 〕,証 人梶原

〔187～ 201項 〕),上 記の視察内容及び支出目的に照らせば,福

祉や農業等に関する県政について会派が調査研究するのに資するもの

ということができるから,本 件使途基準に合致すると認めるのが相当

である。

lal 資料購入費

a 各 所属議員に対する 「資料購入費」定額支給分 《新政7, 15, 2
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4, 35,47, 62, 71, 82, 94, 107, 117, 129

番》

丙C9及 び弁論の全趣旨によれば,新政みらいは,各所属議員
に対

し,前記使途内規a(c)に基づき,「資料購入費」として議員
一人当た

り月額2万円を支給していたことが認められるところ,これ
が実額を

上回らないことを認めるに足りる証拠はない。

他方,平 成 17年 度に新政みらいに所属していた議員
につき,平 成

20年 度において 「資料購入費」として政務調査費から支出
されたの

は計 6万 5124円 であるうえ (丙C3～ 5),こ
の支出はいずれも

領収証に基づき実費支給されたものであり,か
つ,各 議員により購入

された資料は新聞や書籍であつて,そ れぞれが会派の調査研究
活動と

無関係であるとまでは認め難いことに照らせば,す
べて調査研究に必

要な経費であると認められる。

そうすると,平 成 17年 度の支出額合計96万 円は, 6万
5124

円の3分 の4の 限りで本件使途基準に合致すると認められ
る。

【違法な支出87万 3168円 】

b 「 平成 17年 度定例県議会用新聞」購読料 《新政48, 95, 96,

1 3 1 番》

弁論の全趣旨によれば,平 成 17年 度定例県議会用に全国
地方一般

紙を購入し,そ の購読料として2万 4830円 を支出した
ことが認め

られるところ,一 般紙の通常の内容に照らし,会 派の調査研究活動
に

必要な経費であるということができるから,上 記支出は,本 件使途
基

準に合致するものと認められる。

c 書 籍代 《新政 130番 》

原告らは,「村山富市」4冊 の購入費8000円 のうち, 3冊 分
6

000円 が違法な支出であると主張するが,新 政みらいの議員が当時
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4名 であつたこと等を考慮すれば,社 会通念上相当と
いえる範囲内で

あり,会 派の調査研究活動に必要な経費と
いうことができるから,本

件使途基準に合致すると認められる。

側 広 報費 《新政 36, 37, 72, 97, 132番
》

「新政みらい会報」印刷代 56万 7150円 に
ついては,同 会報が定

例県議会報告や視祭調査の結果等を記載したも
のであると認められるこ

と (丙C2の 1～ 4)か らすれば,こ れによ
つて県民に県政に関する情

報を提供することでこれに対する意見要望を聴取す
る目的を有すると認

められるから,会 派の調査研究活動に必要な経費と
して本件使途基準に

合致するものと認めるのが相当である。

(ク)事 務費

a 各 所属議員に対する 「事務費」定額支給分 《新政
8, 16, 25,

98, 108, 118, 133番 》
38, 49, 63, 73, 83,

前記前提事実等(引イ及び弁論の全趣旨によれば,新
政みらいは,各

所属議員に対し,前 記使途内規 a(d)に基
づいて議員 1人当たり月額 3

万円を事務費として支給していたことが認められ
るものの,上 記支給

額が実額を上回るものでないことを認めるに足り
る証拠はないから,

直ちに全額について本件使途基準に合致すると認
めることはできない。

もつとも,平 成 17年 度に新政みらいに所属して
いた議員につき,

平成 20年 度に事務費として政務調査費から支出され
たのは計40万

0505円 であるところ (丙C3～ 5),こ れらは,い ずれも領
収証

に基づいて支出されているうえ,調 査研究以外の目的で生
じた経費を

含むといえるものについて,活 動内容等に照らし2分
の1の限度で政

務調査費から支出されていることが認められるから (丙
C6〔 128

～219頁 〕,C7〔 57～ 60頁 〕),す べて会派の調査研究
に必要

な経費であると認められる。
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そうすると,平 成 17年 度において議員
の 「事務費」として支出さ

れた合計 144万 円は, 40万 0505円
の3分 の4の 限度で本件使

途基準に合致するものと認めるのが相当
である。

【違法な支出90万 5993円 】

b コ ーヒー代 《新政26, 39, 50, 64, 109番
》

甲Cl〔 43,44,68,85,105,183頁
〕,C9〔 9

頁〕によれば,コ
ーヒー代 1万 3506円 は,県 議会内にある議員

控

室において,県 民らが来訪した際に提供された
コーヒ~の 費用である

と認められるところ,こ のような機会に照ら
せば,会 派の行う調査研

究活動に当たちて提供されたものであり,社
会通念上相当な額の支出

であるということができる。したがつて,こ
の支出は,本 件使途基準

に合致するものと認めるのが相当である。

の 小 括

以上によれば,新 政みらいが政務調査費
から支出した1427万 67

27円 のうち,違 法な支出額は合計510万
6121円 である。

工 県 政クラブについて

171 使途内規の定め

県政クラブは,本 件使途基準に基づいて
「大分県議会県政クラブ 「県

政務調査費」使途内規」(丙Dl)を 定め
たことが認められる。その内

容は大要次のとおりである。(丙D14,証 人梶
原 〔20項 以下〕,弁 論

の全趣旨)

a 議 員活動費

(a)調 査研究活動費及び会議出席旅費

会派又は会派が認めた政策推進についての課題
を調査研究するた

めに要する経費 (下記(bXCXd)を除く。)

(県内)
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8キ ロメー トル未満 (片道移動距離。以下同じ。)

8～ 25キ ロメートル未満

25～ 50キ ロメー トル未満

50～ 100キ ロメー トル未満

loo～ 150キ ロメ
ー トル未満

150～ 200キ ロメー トル未満

(県外)

県の旅費規程により計算した額

3 0 0 0 円

5 0 0 0 円

7 0 0 0 円

1万 0 0 0 0 円

1 万 1 0 0 0 円

1 万 2 0 0 0 円

雑誌,新 聞,ビ デ

毎月2万円

(b)資料作成費

会派又は会派が認めた政策推進に必要な資料の印刷代,原 稿
料,

写真現像焼付代及びコピ
ー代

(c)資料購入費

会派又は会派が認めた政策推進に必要な図書,

ォ テ

ー

プ 及 び C D 一 R O M 購 入 代

佃)事 務費

毎月 1万 円

県政調査研究活動に必要な電話代,FAX代 及
びインターネット

使用料

b 会 派が直接使用する費用

(a)共 通費

毎月 3万 円

① 会 派が使用する消耗品,備 品の購入代,印 刷費用

② 会 派の事務所の維持に必要な庁舎使用料,光 熱水費

(b)研修費,会 議費

会派が開催する研修及び会議に必要な経費

① 56分 勉強会

② そ の他の研修,会 議

経費は精算払いとする。

必要な額

必要な額
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d そ の他必要な経費は会長 (議員団長)が 決定する。

1/F)調査研究費 《県ク1～ 3, 12～ 14, 20～
22, 32～ 34, 5

1～ 53, 61～ 63, 71～ 73, 83～ 85, 96～ 98, 114

～ 116, 123-125, 136-138番 》

前記前提事実等ほ)イ及び弁論の全趣旨によれば,県 政クラ
ブは,上 記

使途内規 a(a)の支給基準に従つて,「調査研究活動費」
として合計49

7万 9000円 を政務調査費から支出したことが認められる。

もつとも,上 記支給基準は,弁 償条例に定める旅費支給基準
に照らし

て不合理とまではいえないものの,「調査研究旅費請求
・領収書」(甲D

l〔 3頁等〕)に は各用務地での活動目的や内容等が
一切記載されてお

らず,他 に調査研究活動との関連性を裏付ける証拠がな
いうえ'そ の説

明もないことからすれば,同 請求
・領収書記載の支出額す

べてについて

直ちに本件使途基準に合致するものであつたと認める
ことはできない。

他方,上 記 「調査研究活動費」に対応する平成20年 度
の支出 (平成

17年 度の所属議員 3人のうち県民クラブに加入した2名分
の調査研究

に伴う 「調査研究費」,「事務所費」及び
「人件費」がこれに当たると認

められる。)に ついてみると,ま ず,同 年度に
「調査研究費」として支

出された合計56万 8102円 (丙D10)に ついては,支 給基準が大

分県議会議員の報勘‖及び費用条例 (現行条例)と 同額
の1キ ロメートル

当たり37円 であることに加え,「政務調査費支払証明書 (旅費用)」
や

領収書の記載 (丙D13〔 1～ 26頁 〕)上 認められる各用務
地での活

動内容に照らせば,い ずれも会派の調査研究に必要な経費である
と認め

ることができる。また,「事務所費」及び 「人件費」として政務調査費

から支出された計206万 9864円 (丙D9(受 付印のある差替え後

のもの。以下同じ。),D10)に ついても,事 務所の設置と事務職員の

雇用によつて生じた経費を議員の活動内容に照らして2分 の1の限度で
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政務調査費から支出されているものであつて,会 派の調査研究に必要な

経費であると認められる。そうすると,平 成 20年 度における上記支出

の合計 263万 7966円 の支出は適法である。

以上によれば,平 成 17年 度に調査研究旅費として支出された497

万9000円 は, 263万 7966円 の2分の3の限度で本件使途基準

に合致すると認められる。

【違法な支出102万 2051円 】

(功 研 修費

a 旅 費 《県ク4, 126～ 128番 》

日田市への会派視祭研修旅費 10万 7900円 は, 日田市と合併し

た地域の実情視察のために要した費用であり (丙D3の 2〔 3頁〕,

証人梶原 〔48～ 52, 253項 〕), 日由市及び福岡県への研修費8

万9020円 は,バ イオマス発電事業等の視祭調査に使用された費用

であるから (甲Dl〔 205頁 〕,丙 D3の 5〔 3貞〕,証 人梶原 〔5

3～ 55, 255項 〕),い ずれも会派の調査研究活動のための支出で

あると認められる。この点に関し,原 告らは,議 員らが利用したグリ

ーン車の料金は出費の必要性に欠けると主張するが,一 般に議員の鉄

道賃については特別車両料金が含まれること (弁償条例 8条 1項 ,現

行の職員等の旅費に関する条例 16条 1項 4号 )に 照らし,採 用でき

ない。

したがって,上 記支出は,す べて本件使途基準に合致すると認める。

b 生 産代,食 事代,弁 当代 《県ク35, 54, 139番 》

甲Dl〔 59, 86頁 〕,丙 D14〔 4頁 〕及び弁論の全趣旨によ

れば,平 成 17年 7月 17日 に支出された6700円 《県ク35番 》

は,豊 後大野地区の椎茸栽培等の視祭研修の際,土 産代として支出さ

れたものであり,講 師を含む5名分の食事代 2万 0800円 《県ク5
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4番》は,上 記視祭研修の際に支出されたものであると認められると

ころ,上 記研修が会派の調査研究活動であるといえ,か つ,支 出額も

社会通念上相当といえる範囲内であることに照らせば,本 件使途基準

に合致するものと認められる。

また,丙 D14〔 4頁 〕,証 人梶原 〔64～ 66頁 〕及び弁論の全

趣旨によれば,議 会傍聴者の弁当代 2万 8000円 《県ク139番 》

は,議 会傍聴会が県民の意見聴取の機会となることから,調 査研究活

動の一環ということができること,支 出額も社会通念上相当といえる

ことから,本 件使途基準に合致するものと認められる。

c 56分 勉強会負担金 《県ク64,65,99, 140番 》

前記ア171aのとおり, 56分 勉強会は調査研究に資するものである

と認められるから,負 担金合計3万 6339円 は本件使途基準に合致

するものと認められる。

l‐l 会議費 《県ク23, 36, 37, 74, 86, 100, 117番 》

「県政を語る会」の参加費用 5万 7000円 は上記使途内規 a(a)を準

用して支出されたと認められるところ (丙D14〔 4頁〕),上 記支給基

準が不合理とまではいえないこと,県 政を語る会は県民に県政の状況を

報告するとともに意見要望を聴取し,会 派が政策立案の参考とする目的

でなされる調査研究活動であると認められること (証人梶原 〔68項 〕,

弁論の全趣旨)等 からすれば,本 件使途基準に合致する支出であると認

められる。

また,議 会傍聴会の弁当代 1万 4000円 については,前 記のとおり,

議会傍聴会が会派の調査研究活動との関連性を有することに鑑みれば,

その必要経費として相当であり,本 件使途基準に合致するものと認めら

ヤしる。

l■l 資料作成費
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a 各 所属議員に対する 「資料作成費」定額支給分 《県ク5, 15, 2

4, 38, 55, 66, 75, 87, 101, 118, 129, 14

1番》

前記前提事実等(引イ及び弁論の全趣旨によれば,県 政クラブは,上

記使途内規 a(b)のとおり,各 所属議員に対する 「資料作成費」手当と

して,議 員
一人当たり月額 1万円ずつを支給していたことが認められ

るところ,上 記支給額が実額を上回らないと認めるに足りる的確な証

拠がないことからすれば,直 ちにこれをすべて本件使途基準に合致す

るものとして認めることはできない。

他方,平 成 17年 度に県政クラブに所属していた議員につき平成 2

0年度において資料作成費として政務調査費から支出されたのは2万

5876円 であるところ (丙D9, 10),こ の支出は,い ずれも実

額支給されたものであり,か つ,会 派の行う調査研究活動と無関係と

までは認め難いこと (一部については2分 の 1の 按分がされてい

る。)に 照らせば,す べて適法な支出であると認められる。

そうすると,平 成 17年 度の各所属議員に対して資料作成費として

定額支給された計36万 円は, 2万 5876円 の2分 の3の 限度で本

件使途基準に合致するものと認められる。

【違法な支出32万 1186円 】

b 海 外視祭報告書印刷代 《県ク102番 》

海外視祭報告書印刷費用6万 3000円 は,前 記ウl■lcにおいて認

定説示したところと同様に,会 派による県政の調査研究に資するもの

として本件使途基準に合致するものと認められる。

lal 資料購入費

a 各 議員に対する 「資料購入費」定額支給分 《県ク6, 16, 25,

39, 56, 67, 76, 88, 104, 119, 130, 142
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番》

前記前提事実等(引イ及び弁論の全趣旨によれば,県 政クラブは,上

記使途内規 a(c)に従つて,各 議員に対し,「資料購入費」として,議

員 1人 当たり月額 2万 円を支給していたことが認められる。

もつとも,一 律支給とすること自体に合理性があるとしても,上 記

支給額が実額を上回らなかつたことを認めるに足りる的確な証拠はな

いから,直 ちにこれをすべて本件使途基準に合致するものとして認め

ることはできない。

他方,平 成 17年 度に県政クラブに所属していた議員につき,平 成

20年 度において資料購入費として政務調査費から支出されたのは1

8万 7709円 であるところ (丙D9, 10),こ の支出はいずれも

実額支給されたものであり,か つ,会 派の行う調査研究活動と無関係

とまでは認め難いこと (丙D12〔 1～ 15頁 〕,D13〔 37～ 6

0頁〕)ヤこ照らせば,す べて適法な支出である。

そうすると,平 成 17年 度に各議員に対して資料購入費として定額

支給された計 72万 円は, 18万 7709円 の2分の3の 限度で,本

件使途基準に合致するものと認められる。

【違法な支出43万 8436円 】

b 書 籍代 《県ク17番 》

5月 17日 に 「本代」名目で支出された2800円 (甲Dl〔 28

頁〕)に つき,証 人梶原は,会 派として必要な物と証言する (証人梶

原 〔85, 86項 〕。控室用資料と陳述書には記載している (丙Dl

4〔 5頁〕)。)カミ,会 派の行う調査研究活動との関連性は明らかでな

く,他 にこれをうかがわせる証拠はないから,本 件使途基準に合致す

るものとは認められない。

【違法な支出2800円 】

- 55 -



c 会 派控室備品代 《県ク103番 》

甲Dl〔 167頁 〕,丙 D14〔 5頁〕,証 人梶原 〔202～ 207

項〕)及 び弁論の全趣旨によれば,会 派控室備品代 5980円 は,県

政クラブの議員控室において使用するコピ
ー用紙その他事務用品の購

入費であることが認められるが,同 議員控室で専ら調査研究活動しか

行われていなかつたとまでは認められず,議 員活動等も行われていた

と認められるから,全 額を本件使途基準に合致するものと考えること

はできない。

もつとも,議 員の権限及び職務の性質
・内容等からすれば, 2分 の

1の限度で本件使途基準に合致するものというべきである。

したがって,上 記支出額の2分の1で ある2990円 の限度で本件

使途基準に合致すると認められる (なお,原 告らは,別 紙支出
一覧表

においては5980円 全額の返還を求めているが,そ の後, うち2分

の1につき,政 務調査費から支出することが違法でないと自認するに

至つた (平成 22年 8月 30日 付け第 22準 備書面 〔21頁 〕参

照)。)。

【違法な支出2990円 】

l■l 広報費              ,

a 会 報発行費用 《県ク7～ 10, 26, 40～ 44, 57, 77～ 8

0, 90, 105～ 108, 131, 144番 》

会報印刷代として原告らが自認する96万 4990円 の支出 《県ク

8～ 10, 40～ 44, 77～ 80, 105～ 108番 》,甲 Dl

〔12～ 15頁 〕によれば会報印刷代であると認められる5万 880

0円 の支出 《県ク7番》及び5000円 の支出 《県ク57番 》につい

ては,発 行された会報の内容 (甲Dl〔 13, 71, 129, 174

頁〕,丙 D3の 1～ 5)に 照らせば,会 派の政策等を県民に広報し,
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意見聴取等を行うためのものであると認められるから,本 件使途基準

に合致すると認められる。この′点に関し,領 収証の宛名が議員個人名

(甲Dl〔 15頁 等〕)や 後援会事務所 (同14頁 等)と な
つている

ことは,上 記判断を左右しない。

これに対し,平 成 17年 6月 6日 の5万 7750円 《県ク26番 》,

同年 11月 19日 (実際は8月 16日 ,)の 4万 9350円 《県ク90

番》,平 成 18年 2月 23日 の 13万 6500円 《県ク131番 》及

び同年 3月 31日 の8万 1000円 《県ク144番 》の各支出 (合計

32万 4600円 )に ついては,甲 Dl〔 45, 46, 145, 14

6)218, 219, 240, 241頁 〕によれば,何 らかの印刷費

であると認められるものの,上 記会報印刷に係る印刷業者 (甲Dl

〔14, 15頁 等〕)と 異なることなどに照らせば,会 報発行費用
と

は認められないうえ,他 に会派の調査研究活動に関連するとうかがわ

れる的確な証拠はない。したがつて,こ れらの費用の支出は本件使途

基準に合致しないものと認める。

【違法な支出32万 4600円 】

b 郵 便料金等 《県ク18, 58, 68, 89, 120番 》

会報発送郵便料金であると原告らが自認する5万 3704円 《県ク

18番 》,7会報発行時期 (平成 17年 7月 20日 付け (丙D3の 2)

及び平成 18年 1月 1日 付け (丙D3の 4))や 支出事由 (甲
Dl

〔93, 110頁 〕)に 照らして,上 記郵便料金であると認められる

平成 17年 7月 22日 付けの2万 7040円 の支出 《県ク58番 》,

同月 21日 付けの5万 9535円 の支出 《県ク68番 》及び平成 18

年 1月 1日付けの20万 3252円 の支出 《県ク120番 》について

は,上 記のとおり会報の発行が会派の調査研究活動に資するものであ

るから,そ の経費である郵送料についても本件使途基準に合致すると
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認める。

これに対して,平 成 17年 7月 20日 の2万 5000円 の支出 《県

ク89番 》は,葉 書代であると認められるところ (甲Dl〔 146

頁〕),そ の使途が明らかでないと証人梶原は証言しており (証人梶原

〔218項 〕),他 に会派の調査研究活動との関連性がうかがえる証拠

がないことからすれば,本 件使途基準に合致しないものと認める。

【違法な支出2万 5000円 】

(ク)事 務費

a 各 議員に対する事務費定額支給分 《県ク11, 19, 27, 45,

60, 69, 81, 95, 109, 122, 135, 147番 》

前記前提事実等13)イ,丙 D14及 び弁論の全趣旨によれば,県 政ク

ラブは各議員に政務調査を委託したことにより生じる事務費用として,

上記使途内規 a(d)のとおり,議 員 1人 当たり月額 3万 円を支給して
い

たことが認められるところ,一 律支給自体は事務手続の負担を軽減す

るために合理的であるとしても,こ れが実額を上回るものでないかど

うかは必ずしも明らかではなく,む しろ平成 20年 度の支出 (丙D9,

10, 12, 13)と 対比すれば,平 成 17年 度当時の月額 3万 円の

支給は,実 額を上回つていたことがうかがわれるから,全 額が本件使

途基準に合致すると認めることはできない。

もつとも,平 成 17年 度に県政クラブに所属していた議員につき,

平成 20年 度に事務費として政務調査費から支出されたのは71万 2

032円 であるところ,こ れらはいずれも,領 収証等に基づいて実額

が支給されているうえ,会 派の調査研究目的以外の目的で生じた経費

を含むといえるものについてはほとんどにつき2分の1の限度で政務

調査費から支出されていることから (丙D12〔 39～ 87頁 〕,D

13〔 98～ 180頁 〕),会 派の調査研究活動に必要な経費であると
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認めるのが相当である。

そうすると,平 成 17年 度に事務費として定額支給
された計 108

万円は, 71万 2032円 の2分の3の限度で本件使
途基準に合致す

るものと認められる。

【違法な支出1万 1952円 】

b コ ピー代等

コピー代計3390円 《県ク28, 31, 48, 59, 94, 12

1, 133, 145番 》は,甲 Dl〔 50, 52, 77, 95頁 等〕

上記載のある費目に照らして,イ ンタ
ーネット接続料4万 5360円

《県ク29番 》,事 務用品2441円 《県ク30番 》,プ リンタ用イン

ク4610円 《県ク50番 》,コ ピ
ー用紙代計 1万 2810円 《県ク

82, 110番 。なお,《県ク■10番 》については,弁 論
の全趣旨

に照らし,コ ピ
ー等のための用紙代であると認める。》,及 び

プリンタ

カー トリッジ代 3150円 《県ク113番 》(計7万 1761円 )に

っぃては,各 領収書の宛名の記載や弁論の全趣旨に照
らし,い ずれも

県政クラブの議員控室における活動に付随
して生じたものであると認

められるところ,そ の活動内容等に照らし, 2分
の1の限度で会派の

調査研究活動のために必要な経費に当たると認
めるのが相当であるか

ら,上 記各支出は, 2分 の1の限度で本件使途基準
に合致すると認め

らオしる。

【違法な支出3万 5880円 】

c 新 聞購読料 《県ク46, 111, 112, 146番 》

定例会用の全国地方
一般紙の購読料計2万 4830円 は,上 記にお

ける通常の記事内容に照らし,会 派による県政
の調査研究に資するた

め必要な経費であるといえるから,本 件使途基準に合致す
ると認めら

オ化る。
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d 雑 誌 ・書籍購入費 《県ク70, 132番 》

平成 17年 9月 22日 の5万 5735円 の支出は,自 治体情報誌
で

あるイマジン出版社発行の 「デイ
ーファイル」を購入した費用であり,

平成 18年 2月 7日の8万 8200円 の支出は, 日本経済新聞社発行

の 「日経グローバル」を購入した費用であると認められると
ころ (丙

D14〔 6頁〕),こ れらは,そ の雑誌名等に照らし,い ずれも会派
の

調査研究活動に必要な経費として本件使途基準に合致する支出
である

と認められる。

写真代 《県ク91～ 93番 》

平成 17年 11月 2日及び 19日 に支出された計2万 7805円
は,

甲Dl〔 147, 148頁 〕及び弁論の全趣旨によれば,会 派研修会

写真代として支出されたと認められるから,こ の写真が会派
の調査研

究活動と無関係であるとまでは認められない。したがつて,こ れ
らの

支出は,本 件使途基準に合致するものと認めるのが相当である。

f 日 付もただし書もない領収証 《県ク134番 》

日付もただし書もない大分事務器株式会社作成に係る領収証に
よる

987円 の支出 (甲Dl〔 222頁 〕)ヤこついては,パ ソ
コンのイン

クを購入した費用であると認められる (弁論の全趣旨 (県政クラ
ブ平

成 21年 4月 13日 付け第 1準備書面 〔41頁 〕))。したが
つて,こ

の支出は,前 記コピ
ー代等と同様に2分の1の限度で本件使途基準に

合致するものと認めるのが相当である。

【違法な支出493円 】

g コ ーヒ
ー代 《県ク47番 》

甲Dl〔 76頁 〕及び丙D14〔 6頁〕によれば,コ
ーヒー代 15

75円 は,県 議会内における市民相談や会派の会議の際に提供された

コーヒー代であると認められるから,会 派の行う調査研究活動に当た
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つて提供されたものということができ,か つ,社 会通念上相当といえ

る範囲内の支出であるということができる。したがつて,こ の支出は,

本件使途基準に合致するものと認めるのが相当である。

h そ の他の事務費からの支出 《県ク49番 》

平成 17年 7月 に事務費として支出されたもののうち1796円 分

については,支 出命令書上,会 派控室用新聞代他として支出された7

488円 のうち一部であると認められるものの (甲Dl〔 74頁 〕),

これにつき被告及び県政クラブからの具体的な説明はないうえ,こ の

支出原因をうかがわせる証拠もないから,本 件使途基準に合致しない

支出と認めるべきである。

【違法な支出1796円 】

例 小 括

以上によれば,県 政クラブが政務調査費から支出した956万 703

9円 のうち,違 法な支出額は合計218万 7184円 である。

オ 自 由民主党について

(この項においては,証 拠の枝番号を省llSして表記することがある。)

171 使途内規

自由民主党は,本 件使途基準に基づいて 「大分県自由民主党県政調査

会 使 途基準に基づく内規」を定めたことが認められる。その内容は大

要次のとおりである。(丙E51,弁 論の全趣旨)

a 議 員活動費

(a)調 査研究活動費

① 旅 費

会派又は会派が認めた県政推進についての課題を調査研究する

ために要する経費 (下記②③(bXc)を除く。)

(県内)
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8キ ロメー トル未満 (片道移動距離。以下同じ。)3000円

8～ 25キ ロメー トル未満            5000円

25～ 50キ ロメー トル未満           7000円

50～ 100キ ロメー トル未満       1万 0000円

100～ 150キ ロメー トル未満      1万 1000円

150～ 200キ ロメー トル未満      1万 2000円

用務の都合により宿泊を要する場合の宿泊費 1万 2300円

(県外)

県の旅費規程により計算 した額

② 管 理費

各選挙区内の調査研究のため,「自由民主党県政調査会出張

所」を設置することにより生じる管理費

上限毎月2万 9000円

③ 通 信費

調査研究活動に必要な電話代,FAX,イ ンターネット使用料

上限毎月3万 円

(b)資 料作成費

会派又は会派が認めた政策推進に必要な資料の印刷代,原 稿料,

写真現像焼付代及びコピー代      上 限毎月2万 1000円

(c)資 料購入費

会派又は会派が認めた県政推進に必要な図書)雑 誌,新 聞購入代,

ビデオテープ代及びCD― ROM代        上 限毎月3万 円

b 会 派が直接使用する費用

(a)研 修費 ・会議費

56分 勉強会その他の研修 ・会議等,会 派が開催する研修及び会

議に必要な経費
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c そ の他必要な経費は会長が決定する。

m 調 査研究費

(b)事 務費

消耗品 ・備品の購入代,

維持に必要な経費

(c)人 件費

給料及び社会保険料等,

費

a 調 査研究活動費 《自民″2

7, 373～ 401, 55

18, 713～ 715, 7

829, 927～ 953,

番》

印刷費及び庁舎使用料等,会 派の事務所

会派が雇用する職員の人件費,必 要な経

0 ～ 4 7 ,  2 0 4 ～ 2 3 1 ,  2 9 9 ～ 3 2

3 ～ 5 5 5 ,  5 5 7 ～ 5 8 0 ,  5 9 1 ～ 6

1 7 ～ 7 4 0 ,  8 0 2 ～ 8 0 4 ,  8 0 6 ～

1 0 8 8 ～ 1 1 1 4 ,  1 1 8 8 ～ 1 2 1 4

前記前提事実等(倒イ及び弁論の全趣旨によれば,自 由民主党は,各

所属議員に対し,上 記使途内規 a(a)に従つて,「調査研究活動費」と

して計6098万 2000円 を支給したことが認められる。

もつとも,上 記使途内規における旅費の支給基準が不合理とまでは

認められないものの,「調査研究旅費請求書」(丙E4の 13の 4の 1

等)に は各用務地での活動目的や内容等が
一切記載されておらず,他

に政務調査との関連性を裏付ける資料がないうえ,こ れを補足する説

明もないこと等からすれば,同 請求書記載の支出額すべてについて直

ちに本件使途基準に合致するものと認めることはできない。

他方,平 成 20年 度の支出のうち,上 記 「調査研究活動費」に対応

するものについてみると,同 年度に 「調査研究費」として支出された

と認められる支出は,そ の支給基準が弁償条例 (現行条例)の 規定す

るところと同額の1キ ロメー トル当たり37円 とされているうえ,
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「調査旅費支払証明書」上認められる各用務地での活動内容には,会

派としての調査研究活動と無関係であると認めるに足りるものは見当

たらないから (丙E24～ 43,日 中議員についていえば具体的には

E36〔 11頁 等〕, 48の 2〔 2頁〕),す べて会派の調査研究に必

要な経費であると認めることができる。また,そ の他 「会議費」及び

「広報費」等についても,会 派の調査研究活動と無関係であると認め

られる支出は見当たらないうえ,「事務費」,「事務所費」及び 「人件

費」等の経費は,ほ とんどがその活動内容に照らし2分 の1ないし3

分の1で接分されているか,按 分された額以下の額のみが政務調査費

から支出されていると認められるから,上 記 「調査研究費」等の支出

額合計2571万 0241円 は,概 ね調査研究に資するために必要な

経費として適法であると認められる。

そして,上 記の金額は議員 20人 の6か月間分の支出額であるとこ

ろ,議 員 1人 当たりの1か月分の支出額21万 4252.008・ ・

・円に平成 17年 当時の年間のべ議員数 (303人 )を 乗じると, 6

491万 8358.524・ ・・円となり,こ れに加えて,前 記のと

おり,平 成 20年 度の政務調査費の支出が,一 般に平成 17年 度より

も謙抑的になっていることなども合わせ考慮すると,平 成 17年 度に

「調査研究活動費」として支出された合計6098万 2000円 は,

すべて本件使途基準に合致するものと認めるのが相当である。

b 県 外視祭調査出席旅費

1期議員県外視祭調査旅費 (タクシー代を含む。)計 39万 877

0円 《自民1031宇 1036, 1169番 》はトヨタ自動車工場及

びシャープ亀山工場の視祭のため (丙E13の 8), 2期 議員県外視

祭調査旅費 (タクシー代及び写真現像代を含む。)計 66万 7187

円 《自民 1071～ 1078, 1170, 1172番 》は私立美術館
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及び大仁農場等の視祭のため (丙E13の 11,証 人口中 〔第 19回

の68～ 78項 〕), 3・ 4・ 5期議員県外視察調査旅費 (タクシー代

を含む。)計 54万 4982円 《自民 1017～ 1023, 1026

番》はいわゆる三位一体改革に関する勉強会及び過疎債で建設された

茨城県竜神大吊橋の視祭のため (丙E13の 1), 3期 議員と文部科

学省との協議 ・研修旅費計 13万 6380円 《自民1029, 103

0番》は教育基本法の改正に関する協議のため (丙E13の 7)に そ

れぞれ支出されたことが認められるところ,こ れらはいずれも会派に

よる県政の調査研究活動に必要な経費というべきであるから,す べて

本件使途基準に合致するものと認めるのが相当である。

これに対して,原 告らは, 2期議員県外視祭の訪問先がいずれも特

定の宗教団体であるMOA財 団の関係施設であることから調査研究活

動ではないと主張するが,採 用の限りでない。

したがつて,県 外議員視祭調査の経費としてなされた上記各支出は,

いずれも本件使途基準に合致する支出であると認められる。

働 研 修費

a 56分 勉強会負担金 《自民259, 496, 799, 1180番 》

前記ア171aのとおり, 56分 勉強会は調査研究に資するものである

と認められるため,負 担金 33万 5874円 は本件使途基準に合致す

るものと認められる。

b そ の他の研修費 《自民675, 1079, 1171番 》

自由民主党は,第 5回都道府県議会議員研究交流会負担金6420

円 《自民675番 》について,各 地方議会の議員による講演や意見交

換会の開催に要した費用であると主張するが,い かなる内容の講演や

意見交換会であったのかをうかがわせる証拠はなく,こ れが会派の調

査研究活動に必要な経費ということはできないから,本 件使途基準に
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合致しないと認められる。

【違法な支出6420円 】

また,皇 室典範勉強会の講師謝礼,同 交通費及び会場代計22万 9

693円 《自民1079, 1171番 》は,勉 強会の内容 (丙E13

の10, 14の 3)に 照らしても,直 ちに県政の調査研究に資すると

までは認め難いから,本 件使途基準に合致しないと認められる。

【違法な支出22万 9693円 】

l‐l 会議費

「会派議員総会」出席旅費19万 6000円 《自民107～ 119,

122～ 130, 133～ 136番 》(丙E5の 1(な お, 自民136

番は,請 求印と領収印がないが,荒 金信生議員に対する支給と認め

る。)),平成 17年 6月 8日の 「地方行政機関の再編に係る説明会」出

席旅費16万 7000円 《自民236～ 256番 》(丙E6の 3),同 年

8月 10日 の 「地方機関の統廃合についての説明会」出席旅費21万 9

000円 《自民460～ 487番 》(丙E8の 3),「平成 18年 度国政

予算等に関する友好団体との意見交換会」出席旅費37万 7000円

《自民684-687, 689-705, 707, 709～ 711番 》

(丙E10の 8),「平成18年 度県政予算要求状況の説明会」出席旅費

18万 1000円 《自民898～ 901, 9o3～ 908, 910, 9

11, 913～ 921, 923～ 925番 》(丙E12の 5),「平成 1

8年度予算要望の説明会」出席旅費及び 「議員総会」出席旅費35万 1

000円 《自民1037～ 1050,lo52～ 1063番 》(丙El

3の 9の 2の 1～ 3, 13の 9の 3～ 7),「議員定数問題調査会」14

万8000円 《自民 1064～ 1070番 》(丙E13の 9の 8～ 1

4)は ,各 会議への出席に際し,上 記使途内規a(a)①に定める旅費の支

給基準を準用して支出されたものと認められるところ (弁論の全趣旨),
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前記のとおり上記支給基準が不合理とまではいえないこと,前 掲証拠に

照らし,い ずれの会議も会派による県政に関する調査研究活動であると

いえることからすれば,い ずれも本件使途基準に合致すると認められる。

l■l 資料作成費

a 各 議員に対する資料作成費定額支給分 《自民76～ 103, 176

～ 203, 328～ 356, 402～ 429, 525～ 527, 52

9-552, 647-649, 651-674, 741～ 743, 7

45～ 768, 830～ 856, 954～ 980, 1115～ 114

1, 1215～ 1241番 》

前記前提事実等得)イ及び弁論の全趣旨によれば,自 由民主党は,各

所属議員に対し,上 記使途内規a(b)に基づき,「資料作成費」として

月額 2万 1000円 (計634万 2000円 )を 支給したと認められ

る。

もつとも,事 務量を軽減するために
一律支給とすることには合理性

が認められるとしても,上 記使途内規に定められた支給月額が実額を

上回るものでない相当な金額であると認めるに足りる的確な証拠はな

いし, これを超えた場合に精算がなされた形跡もないことからすると,

直ちに全額の支出が本件使途基準に合致すると認めることはできない。

他方,平 成 20年 度の議員の調査研究に伴つて支出された 「資料作

成費」についてみるに,丙 E24～ 43及 び弁論の全趣旨によれば,

領収書等に基づく実額支給がなされているうえ,会 派による調査研究

活動と関連性がないとまで認めるに足りないことからすれば,上 記

「資料作成費」として支出された17万 3594円 は適法である。そ

して,上 記の金額は,議 員 20人 の6か月分の支出額であるから,議

員 1人 当たりの適法な支出額は, 1か 月 1446.6166。 ・・円

となり,こ れに平成 17年 当時の年間のべ議員数 (302人 )を 乗じ
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ると,合 計43万 6878.233・
・・円となる。

そうすると,平 成 17年 度に支出された634万 2000円 は,

43万 6878.233・ ・・円の限りで本件使途基準に合致すると

認められる。

【違法な支出590万 5121

コピー代 《自民18, 138

6 7 6 ) 8 0 0 ,  9 2 6 ,  1 0

円】

,  2 6 0 ,  3 6 4 , 4 5 8 ,  5 8 3 ,

2 7 ,  1 1 7 3 ,  1 2 6 9 番》

コピー代計 11万 1458円 (資料購入費に計上されている5月分

4993円 《自民 138番 》,事 務費に計上されている6月分 283

5円 《自民260番 》, 11月 分 9714円 《自民800番 》及び 1

月分 1万 3789円 《自民 1027番 》もここに含める。)は ,領 収

書の記載等 (丙E4の 11の 2の 1等 )に 照らし,議 員控室における

活動に付随して生じたものであると認められるが,上 記活動が専ら調

査研究活動であつたとまでは認められず,一 般の議員活動等も行われ

ていたと認められるから,全 額が本件使途基準に合致する支出である

とすることはできないものの,議 員の権限,職 務の性質及び内容等に

鑑み,社 会通念上, 2分 の1の限度で会派の調査研究に資する活動に

供されたと認めるのが相当である。

したがって,上 記支出額の2分の 1の限度で本件使途基準に合致す

る支出であると認められる。

【違法な支出5万 5729円 】

c 議 員手帳購八費 《自民897番 》

議員手帳 100部 の購入費として支出された30万 9750円 につ

いては,議 員手帳の利用が調査研究活動と無関係であるとはいい難い

ものの,購 入当時 (平成 17年 12月 ころ)の 所属議員数が28名 で

あり (丙E12の 5の 5の 1～ 3),事 務職員の人数が不明であるこ
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と等からすれば, 72部 については必要性及び相当性がないという
べ

きであり,会 派の調査研究活動に必要な費用であると認められないと

いうべきである。

したがって,上 記支出のうち28部 分8万 6730円 にっいては本

件使途基準に合致するが,そ の余の分22万 3020円 については本

件使途基準に合致しないと認める。

【違法な支出22万 3020円 】

lal 資料購入費

a 各 議員に対する資料購入費定額支給分 《自民48～ 75, 148～

175, 270～ 298, 430～ 457, 497～ 499, 501

～ 524, 619～ 621, 623～ 646, 769～ 771, 77

3～ 796, 857-883, 981～ 1007, 1142-116

8, 1242～ 1268番 》

前記前提事実等(引イのとおり, 自由民主党は,各 所属議員に対して,

「資料購入費」手当として月額3万 円 (合計 906万 円)を 支給した

ものである (27名 分が7か月, 28名 分が3か月, 29名 分が 1か

月)。

もつとも,事 務量を軽減するために
一律支給とすることには合理性

が認められるとしても,上 記の支給額が実額を超えないものであると

認あるに足りる的確な証拠はないし,こ れを超えた場合に精算がなさ

れた形跡もないことからすると,直 ちにすべてについて本件使途基準

に合致すると認めることはできない。

他方,平 成 20年 度の議員の調査研究に伴って支出された 「資料購

入費」についてみるに,丙 E24～ 43及 び弁論の全趣旨によれば,

領収書等に基づく実額支給がなされているうえ,政 務調査との関連性

を疑うべきものも見当たらないことからすれば,「資料購入費」とし
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て支出された52万 7380円 は適法であると認められる。そして,

上記の金額は議員 20人 の6か月分の支出額であるから,議 員 1人当

たりの適法な支出額は, 1か月4394.8333・ ・・円となり,

これに平成 17年 度当時の年間のべ議員数 (302人 )を 乗じると,

合計 132万 7239.666・ ・・円となる。

そうすると,平 成 17年 度に支出された906万 円は, 132万 7

239.666・ ・・円の限度で本件使途基準に合致すると認められ

る。

0 ,  7 1 2 ,  8 8 9 ,  8 9 0 ,  1 0 1

8 5 ,  1 1 8 1 ,  1 1 8 2 番》

1 9 ,  1 4 2 ,  1 4 3 , 2 6

4 9 1 ,  5 8 5 ,  5 8 7 ,  6

2 ,  1 0 1 3 ,  1 0 8 3 ,  1

「週刊自由民主」,「月刊自由民主」及び 「月刊りぶる」購読費計4

2万 1720円 (事務費として支出された 「週刊自由民主」 9月分

《自民491番 》もここに含める。)は ,上 記各雑誌がいずれも自由

民主党の機関誌であることを考慮しても調査研究に資する側面がある

ことは否めないし,購 入部数も所属議員の人数分に若子の余部を加え

た程度であって,個 人的購入であるとか政党への経済的支援であると

認めることができないことからすれば,会 派の調査研究に必要な経費

として本件使途基準に合致するものと認めるのが相当である (なお,

「週刊自由民主」平成 18年 2月分の請求書 (丙E13の 15の 2の

1)が 自紙であるから違法な支出であるとの原告らの主張は,同 請求

書が自紙であるとは認め難いから (丙E53の 3参照),採 用できな

い 。 ) 。

c 新 聞購読費 《自民 16, 17, 140, 141, 261, 262,

【違法な支出773万 2760円 】

雑誌購読費 《自民3, 5, 8, 15,

3 ,  2 6 7 ,  3 6 5 ,  3 7 1 , 4 9 0 ,

８

　

０
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357-362, 366, 307, 492, 49 3 ,  5 8 9 ,  5 9 0 ,

4 ,  1 0 1 0 ,  1 08 2 ,  6 8 3 ,  8 8 5 ,  8 8 6 ,  8 9 3 ,  8 9

1, 1081, 1082, 1183, 1184番 》

大分合同新聞,読 売新聞及び議会開催中の各種新聞購入費計9万 6

383円 については,大 分合同新聞や読売新聞をはじめとする各種
一

般新聞は,そ の内容に照らし,県 政に関する調査研究に役立つという

ことができるから,上 記支出はすべて本件使途基準に合致するものと

認められる。

d 大 分県職員録等購入費 《自民106, 147番 》

大分県職員録等の購入費として支出された合計9万 5150円 のう

ち,大 分県職員録の購入費650円 は,大 分県職員の人員配置を調べ

たり,県 政に関する問い合わせに利用することできることからすれば,

会派の調査研究に資するものと認められる。

大分県教職員録 30部 の購入費9万 4500円 (丙E5の 11の 1

・2)は ,上 記と同様に県教職員の人員配置等の調査に有用であると

いうことができるものの,大 分県職員録の購入を1部にとどめておき

ながら,同 教職員録について30部 購入することについては必要性及

び相当性に欠けるものといわざるを得ず,こ れに反する証拠はないか

ら,そ のすべてを会派の調査研究に必要な経費と認めることはできな

い 。

したがって,上 記各支出のうち大分県職員録の購入費650円 及び

大分県教職員録の購入費 9万 4500円 のうち1部分である3150

円は本件使途基準に合致すると認められるが,そ の余は,本 件使途基

準に合致しないと認める。

【違法な支出9万 1350円 】

e 日 田地区の住宅地図購入費 《自民372番 》

６

　

　

１
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日田地区住宅地図購入費4万 4100円 は,丙 E7の 13の 1・ 2

によれば,住 宅地図 (日田市北部 ・南部)各 1冊の購入費であると認

められるところ, 日田地区の住宅地図は会派による県政の調査研究に

利用しうるし,購 入部数が不相当であるとか,選 挙活動目的の購入で

あるといつた事情も認められない。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致する支出であると認

めるのが相当である。

f そ の他の書籍購入費 《自民1174, 1177番 》

「大分県の経済と産業」28冊 の購入費2万 9400円 《自民11

74番 》及び 「イミグス」28冊 の購入費 7万 1400円 《自民11

77番 》は,い ずれも,そ の題名に照らし,県 の経済産業に関する資

料及び現代用語事典として調査研究に有用であるといえるし,そ の用

途からして議員の人数分に1を加えた数を購入することも不相当とは

いジこノよヽい。

したがって,上 記支出はすべて本件使途基準に合致するものと認め

らオゎる。

g 時 刻表購入費 《自民 1025番 》

時刻表 1部の購入費 1050円 は,県 において公共交通機関を利用

して調査研究活動をするに当たって必要なものであるといえるうえ,

購入部数が不相当ともいえないこと等からすれば,会 派による調査研

究に必要な経費に当たると認めるのが相当である。

したがって,上 記支出は,本 件使途基準に合致すると認められる。

l■l 事務費

事務費83万 7711円 (コピー代計2万 6338円 《自民260,

800, 1027番 》及び平成 17年 9月 21日 の週刊自由民主購入分

1万 1760円 《自民491番 》は,資 料作成費ないし資料購入費とし
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て判断する。)の うち,庁 舎使用料計 5万 2870円 《自民2, 884

番》(自民 2番 については,丙 E3の 2の 2に よれば,平 成 16年 度の

分と認められるが,原 告らは違法支出の根拠としてこれを主張するもの

ではないし,ま た,原 告らは2分の1の返還を求めているにすぎないか

ら,結 論において異ならない。),FAXリ ース合計 12万 5055円

《自原与6, 7, 137, 257, 363, 459, 582, 677, 8

01, 896番 》,FAXト ナー代計 1万 5330円 《自民268, 2
(

69番 》,NTT通 話料計4万 1537円 《自民 13, 144, 264,

368, 489, 586, 681, 888, 1014, 1080, 11

87番 》, IT利 用料4万 5360円 《自民14番 》,コ ピー用紙代計2

万9158円 《自民 1015, 1178番 》,文 具代計2万 5600円

《自民 105, 495, 1175, 1176番 》,ゴ ム印購入費 900

0円 《自民104番 》(丙E4の 16の 1・ 2),キ ヤノン複写機等購入

費36万 9526円 《自民 1086番 》,FAXリ ース契約の合意解約

金及び振込手数料計 11万 5775円 《自民 1028番 》(丙E13の

6の 2の 2)は , 自由民主党に貸与された県庁内の党控室における活動

に付随して生じたものであると認められる (証人口中 〔第 19回 の47,

48項 〕,弁 論の全趣旨)カミ,上 記活動が専ら調査研究活動であったこ

とまでは認められず (これに反する証人口中の証言 〔第21回 の5項〕

は採用できない。),一 般の議員活動等も行われていたものと認められる

から,上 記支出額の全てについて本件使途基準に合致すると認めること

はできない。もつとも,議 員の権限及び職務の性質 ・内容等に照らせば,

2分の1が調査研究活動であったと認めるのが相当であるから,上 記支

出額の計82万 9211円 の2分の 1は本件使途基準に合致すると認め

らオしる。

【違法な支出41万 4605円 】
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また,丙 E4の 3の 1・ 2,6の 2の 1～ 3,6の 5の 1～ 3, 12

の2の 1～ 5)及 び弁論の全趣旨によれば,社 会保険協会費 ・委員会費

3000円 《自民9番》,社 会保険算定基礎届に係る事務手続のために

要した交通費500円 《自民258番 》,健 康保険 ・厚生年金保険の被

保険者賞与支払届郵送代 120円 《自民235番 》,源 泉徴収票の法定

調書合計表及び給与支払報告書の郵送代200円 《自民895番 》は,

いずれも事務職員の雇用に付lLtして生じた支出であると認められるとこ

ろ,後 記(ク)のとおり人件費は2分の1の限りで本件使途基準に合致する

と認めるべきであるから,上 記各支出もそれぞれ2分の1の限度で会派

の調査研究活動に資するものと認めるのが相当である。したがつて,上

記合計3820円 のうち1910円 の支出が本件使途基準に合致するも

のと認められる。

【違法な支出1910円 】

他方,デ ジカメカードチップ購入費3980円 《自民892番 》は,

デジタルカメラとともに会派の調査研究活動に利用できるということが

できるし,平 成 17年 6月 9日付け会議資料郵送代 700円 《自民 13

9番》は,「地方行政機関組織の再編について」と題する第 1回行政財

政改革推進委員会資料を送付した際の送料であることが認められ (丙E

5の 4の 1～ 3),会 派の調査研究に必要な経費と認められるから,い

ずれも本件使途基準に合致する支出であると認められる。

( ク) 人 件費 《自民 4 ,  1 0 ～1 2 ,  1 4 5 ,  1 4 6 ,  2 3 2 ,  2 3 3 ,

6 5 ,  2 6 6 ,  3 6 9 ,  3 7 0 , 4 8 8 ,  4 9 4 ,  5 8 4 ,  5 8 8 ,

7 8 ,  6 7 9 ,  7 9 7 ,  7 9 8 ,  8 8 7 ,  8 9 1 ,  1 0 0 8 ,  1 0 0

1084, 1087, 1185, 1186番 》

人件費 (給与,賞 与,社 会保険料)計 327万 5001円 は, 自由民

主党の上記控室において事務職員 1人を雇用したことにより生じたもの

２

　

６

　

９
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であると認められるが (証人口中 〔第 19回 の 52項 〕,弁 論の全趣

旨),上 記事務所において専ら調査研究活動が行われていたとまでは認

められず,一 般の議員活動等も行われていたと認められるから,上 記支

出額がすべて会派の調査研究に資するものであったと認めるのは相当で

ない。

もつとも,県 議会議員の権限及び職務の性質 ・内容等に照らせば, 2

分の 1の限りで調査研究に必要な経費に当たると認めるのが相当である。

したがって,上 記支出額を2分の1の限度で本件使途基準に合致する

と認められる。

【違法な支出163万 7500円 】

傷 各 種任意協議会

自由民主党は,任 意協議会を設置し,同 協議会として研修や視祭を行

った場合,こ れに伴つて生じた経費を政務調査費から支出していたこと

が認められるところ,同 協議会が所属議員全員によって構成されるもの

であること (以上につき丙E15～ 22,証 人口中 〔第 19回 の6項以

下〕)等 に照らせば,そ の活動は,会 派としての活動と同視すべきもの

と認められる。

以上を前提に,支 出の適法性について検討する。

a 大 分県総合政策調査会

広島県及び愛媛県での先進地視祭の際に支出した43万 4950円

のうち原告らが違法であると主張する視祭旅費42万 8490円 《自

協 1-3番 》及び視祭先への生産代 6300円 《自協 1-4番 》につ

いて,視 祭内容は地方機関の再編等に関する調査研究活動であると認

められ (丙E15の 7の 4),参 加議員数や随行員数 (丙E15の 5

の3・ 4, 15の 7の 4)も 不相当とはいえないうえ,視 祭先への上

産代も社会的儀礼の範囲内として相当ということができることからす
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れば,上 記支出はすべて本件使途基準に合致するものと認められる。

また,宮 崎県での農林水産振興のための調査視祭に係る旅費 23万

8880円 《自協 1-7番 》,視 祭先への生産代4725円 《自協 1

-9番 》及び視祭資料代2700円 《自協 1-11番 》について,同

視祭は,そ の内容 (丙E15の 11の 10)に 照らし,会 派の調査研

究に資するものであり,出 席した議員数及び随行員数も相当であると

認められるところ,上 記の資料は視祭に当たって必要なものと認めら

れるし (丙E15の 11の 8),視 祭先への生産代も社会的儀礼の範

囲内として相当といえるから,こ れらはすべて本件使途基準に合致す

るものと認められる。

これに対し,会 長角印作製費90oo円 《自協 1-2番 》は,直 ち

に会派の調査研究に資するものとは認められないから,本 件使途基準

に合致しないと認める。また,会 長,副 会長の名刺作製代6930円

《自協 1-6番 》は,こ れが通常の議員活動を超えて調査研究活動の

ために必要な経費であるとはいい難ぃから,本 件使途基準に合致しな

い支出であると認められる。

【違法な支出1万 5930円 】

b 大 分県市町村周辺部対策協議会 《自協2-1)2-2番 》

岡出県市町村合併についての県外調査旅費 57万 2000円 及び本目

手先への生産代 3150円 について,調 査内容は市町村合併に関する

ものであって,会 派による調査研究活動と評価できるし (丙E16の

5の 4),参 加議員数や随行員数も相当であり,土 産代も社会通念上

相当な範囲内であることからすれば,上 記支出はいずれも本件使途基

準に合致すると認められる。

大分県私学振興議員連盟

私立幼稚園連合会における通常総会出席旅費600円 《自協3-1
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番》(丙E17の 5),大 分県私学協会との年間計画打合せ出席旅費6

000円 《自協 3-3番 》(丙E17の 7),平 成 17年 8月 8日及び

同年 9月 15日 の私立幼稚園視祭時昼食代計2万 3400円 《自協3

-9, 3-14番 》並びに写真現像代計 1万 1870円 《自協 3-1

1)3-12, 3-15番 》(丙Eの 17の 12の 2の 1・ 2, El

7の 13の 2の 1・ 2,E17の 16の 1・ 2),同 年 11月 2日 の

私立幼稚園視察時旅費の支出2万 2620円 《自協3-20番 》及び

その際の写真現像代 5401円 《自協3-22, 3-24番 》(丙E

17の 22の 1～ 17の 22の 2の 2, 17の 24の 1～ 17の 24

の2の 2),同 年 11月 25日 の私立幼稚園視祭時旅費の支出2万 3

870円 《自協 3-25番 》のほか,竹 田南高校との意見交換会の際

の弁当代 1万円 《自協 3-21番 》(丙E17の 21の 1～ 17の 2

1の 2の 2),私 立中高一貫校視祭時の昼食代 1万 6710円 《自協

3-28番 》(丙E17の 27の 1～ 17の 27の 2の 2)は ,い ず

れも会派による私学振興に関する調査研究に資するため必要な経費と

いうべきであるから,本 件使途基準に合致する支出であると認められ

る。

また,大 分県私学協会との意見交換会は私学現場の実態に関する意

見交換を行うものであり (丙E17の 8の 4・ 7, 17の 29の 4・

5),会 派による調査研究活動に当たるといえるから,上 記意見交換

会の際に撮影された写真の現像代計 1674円 《自協 3-5, 3-3

1番》は,活 動状況の報告等のための資料作成費として本件使途基準

に合致すると認められ,以 上を前提とすれば,フ ィルム代計3760

円 《自協3-8, 3-18番 》についても,上 記の写真に係るフィル

ムの購入費であると認められるから,同 様に本件使途基準に合致する

と認められる。そして,幼 児教育勉強会交流会負担金 《自協3-26
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番》に係る振込手数料 210円 《自協3-27番 》については,上 記

負担金の振込手数料であると認められるから (原告らも負担金自体に

ついて違法の主張をしていない。),本 件使途基準に合致すると認めら

れる。

他方,丙 E17の 8の 2の 1・ 2, 17の 29の 2・ 3,証 人田中

〔第 19回 の143～ 159項 〕によれば,大 分県私学協会との意見

交換会終了後の懇談会費計27万 3000円 《自協3-4, 3-30

番》は,酒 食を伴う懇談会の開催費用であると認められるところ,こ

のような懇談会は,社 会通念上,会 派の調査研究活動と関連性がある

とはいい難いから,上 記支出は本件使途基準に合致しないものと認め

る。

【違法な支出27万 3000円 】

d 大 分県福祉対策協議会

大分県認可私立保育園協議会との意見交換会の際の写真現像代 78

0円 《自協4-2番 》は,同 会が同協議会からの要望等を聴取する機

会であり (丙E18の 5の 5。 6),会 派としての調査研究活動であ

ると認められるから,本 件使途基準に合致すると認められる。

他方,上 記意見交換会の経費負担金 19万 9980円 《自協4-1

番》は,請 求書 (丙E18の 5の 3の 1)の 記載からすると酒食を伴

う懇談会の開催費用であると認められるところ,こ のような懇談会は

社会通念上,直 ちに会派の調査研究活動との関連性があるとはいえず,

本件使途基準に合致しない支出と認められる。

【違法な支出19万 9980円 】

また,大 分県社会福祉施設経営者協議会との意見交換会の際の支出

のうち,室 料を除いた昼食弁当代6万 2427円 《自協4-4番 》は,

同会が,午 前 11時 30分 から福祉施設経営に関する課題についての

- 78 -



説明とこれに関係する意見交換がなされたものであると認められるか

ら (丙E18の 8の 1～ 9),会 派の調査研究のため必要な経費であ

ると認められる (420円 の振込手数料については原告らは返還を求

めていない。)。したがって,こ の支出は,本 件使途基準に合致すると

認められる。

これに対して,会 長,副 会長の名刺作製代4620円 《自協4-3

番》は,こ れが通常の議員活動を超えて調査研究活動のために必要な

経費であるとはいい難いから,本 件使途基準に合致しない支出である

と認められる。

【違法な支出4620円 】

e 大 分県防衛議員連盟

丙E19の 5～ 19の 7及び弁論の全趣旨によれば,平 成 17年 4

月 22日 及び同年 7月 7日付け日出生台演習場付近の学校砲撃音調査

に際して支出された経費のうち原告らが違法であると主張する計4万

9042円 《自協5-2～ 4, 5-10番 》, 日出生台演習場周辺の

地域振興に係る調査 ・要望活動に際して支出された経費のうち原告ら

が違法であると主張する66万 0478円 《自協5-11～ 18番 》

(レンズ付きフィルム購入代及び現像代計 1758円 も,購 入時期等

に照らし,こ の経費と認める。),第 1回九州防衛議員連盟連絡協議会

に係る負担金及び同連盟総会に際して支出された経費のうち原告らが

違法であると主張する計 11万 0180円 《自協5-19～ 21, 5

-24～ 26番 》, 日出生台米軍演習に係る現地対策本部視祭に際し

て支出された計5万 6762円 《自協5-27～ 29番 》は,い ずれ

も自衛隊の演習場が地域に与える影響等に関する調査研究に資するた

め必要な経費に当たるというべきであるから (なお,タ クシー借上げ

代につき丙E53の 5),本 件使途基準に合致するものと認められる。
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他方,副 会長名刺作製費2310円 《自協5-6番 》は上記のとお

り議員活動を超えているとは認め難いから,本 件使途基準に合致しな

いものと認める。また,黄 色ハンカチ30枚 購入費6000円 《自協

5-7番 》は,調 査研究活動に当たらないことを自由民主党が自認し

ているから,本 件使途基準に合致しないものと認める。

【違法な支出8310円 】

f 大 分県商業観光対策協議会

丙E20の 9の 1～ 15, 20の 11の 5。 6, 20の 15の 4,

20の 19の 6及び弁論の全趣旨によれば,平 成 17年 度都道府県観

光産業振興議員連盟の会費5万円及び振込手数料630円 《自協6-

5番》,岡 山県倉敷市への美観地区景観条4711に基づく町並みの保存等

についての調査の際支出された経費のうち原告らが違法であると主張

する32万 6652円 《自協6-7, 6-8番 》及び 「いま, 日本の

観光地に求められるもの」と題するリレー講演開催に要した諸経費計

72万 4303円 《自協6-10～ 17番 》は,会 派の調査研究に必 _

要な経費に当たるから,い ずれも本件使途基準に合致する支出である

と認められる。

これに対し,会 長角印6300円 《自協6-1番 》は,直 ちに会派

の調査研究に資するとは認められないから,本 件使途基準に合致しな

い支出であると認める。

【違法な支出6300円 】

g 大 分県中小企業対策協議会

中小企業対策等に係る意見交換会に関して支出された13万 922

9円 《自協7-1, 7-2, 7-5番 》及び京工百貨店等の視祭に関

する経費のうち原告らが適法と自認する1人分の旅費4万 1800円

を控除した56万 9582円 《自協7-3, 7-4番 》は,い ずれも,
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翻

増
「“一一「”

その内容 (丙E21の 5～ 9)に 照らし,活 動状況を報告する際に利

用できる写真を現像する費用や意見交換会の録音テープを反訳する費

用を含めて調査研究活動に資するため必要な経費に当たるということ

ができるから,い ずれも本件使途基準に合致すると認められる。

h 大 分県教育改革推進協議会 《自協8-1番 》

山谷えり子氏の講演会の30人 分の入場料 3万 円は,そ れが教育に

関する後援会であったことに照らし,書 籍 「日本の教育システム 構

造と変動」29部 の購入費 14万 6160円 は,そ の題名から認めら

れる内容に照らし (以上につき丙E22の 5),い ずれも会派の調査

研究に必要な経費に当たるといえるから,本 件使途基準に合致する支

出であると認めるのが相当であって,講 演者が自由民主党比例区選出

の参議院議員であったとしても,上 記判断を左右しない。

停)河 括ヽ

以上によれば, 自由民主党が政務調査費から支出した9739万 59

80円 のうち,違 法な支出額は合計 1680万 6248円 である。

力 無 所属の会について

原告らは,無 所属の会は,荒 金信生議員に係る経緯に照らし,同 人が政

務調査費の被交付対象となるために1人会派として届け出たものにすぎず,

会派としての実体がないから,政 務調査費からの支出はすべて違法である

と主張する。しかし,県 議会においては,議 員 1名の会派が政務調査費の

支給対象となるものであって,議 員 1名の会派においては,会 派と議員と

が同視されるものというべきであるうえ,原 告らの主張する経緯があった

としても (平成 17年 7月 自由民主党を離脱。丙E48の 25),会 派と

しての活動実体がないとは認められず,い ずれにしても原告らの主張は採

用できないと

そこで,無 所属の会における政務調査費の支出が本件使途基準に合致す
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るか否かを個別に検討する。

171 調査研究費 《無 1～ 8番》

丙E45,証 人荒金 〔24, 25項 〕及び弁論の全趣旨によれば,無

所属の会は,前 記自由民主党の使途内規a(a)を参考にして,平 成 17年

8月 から同18年 3月 までの8か月間の調査研究旅費として合計60万

3000円 を支出したことが認められる。

もっとも,上 記使途内規における旅費の支給基準は,前 記のとおり不

合理とまでは認められないものの,「調査研究旅費請求書」(丙E45

〔2頁 等〕)に は各用務地での活動目的や内容等が一切記載されておら

ず,他 に調査研究活動との関連性を裏付ける証拠がないうえ,こ れを補

足する説明もないこと等からすれば,同 請求書記載の支出額すべてにつ

いて直ちに本件使途基準に合致するものと認めることはできない。

他方,証 拠 (丙E27)と して提出されている平成20年 度4月 から

9月 まで6か 月間の調査研究費の支出合計 18万 9144円 (丙E2

7)に ついてみると (平成 20年 度は自由民主党所属議員として,平 成

17年 度は無所属の会として支出しているが,荒 金自身支出に変化はな

いと供述している (証人荒金 〔55項 〕)。),平 成 20年 度における旅費

は,そ の支給基準が弁償条例 (現行条例)の 規定するところと同額の1

キロメー トル当たり37円 とされているうえ,「政務調査費支払証明

書」(丙E27〔 16頁 等〕)の 記載上認められる各用務地における活動

内容に照らせば,い ずれも調査研究活動との関連性を疑うべきものは見

当たらず,す べて調査研究に必要な経費であると認めることができる。

以上によれば,平 成 17年 度に 「調査研究活動費」として支出された

合計60万 3000円 は, 18万 9144円 の6分 の8(6か 月分と8

か月分)で ある25万 2192円 の限度で本件使途基準に合致するもの

と認めるのが相当である。
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【違法な支出35万 0808円 】

側 研 修費 《無 9～ 12番 》

甲Al〔 29, 56, 155番 〕,丙 E45〔 1頁〕,証 人荒金 〔37

～40項 〕を総合すれば,研 修費計 1万 2015円 の内訳は56分 勉強

会と議員研修費であること, 56分 勉強会については,第 49回 分 26

25円 ,第 50回 分 3180円 ,第 51回 分 3210円 を支出したこと

が認められる。上記のうち, 56分 勉強会については,前 記ア171aにお

いて判断したとおり,会 派の調査研究活動であると認められる一方,議

員研修費については,そ の内容を窺わせる証拠がないから,会 派の調査

研究活動であるとは認められない。

したがつて,上 記のうち9015円 は本件使途基準に合致するが, 3

000円 は合致しないものと認める。

【違法な支出3000円 】

(功 資 料作成費 《無 13～ 20番 》

丙E45,証 人荒金 〔43, 44項 〕及び弁論の全趣旨によれば,無

所属の会は,前 記自由民主党の使途内規 a(b)を準用して,「資料作成

費」として16万 3397円 (平成 17年 8月 のみ 1万 6397円 ,同

年 9月から平成 18年 3月 まで各月2万 1000円 ずつ)を 支出したこ

とが認められる。

もつとも,事 務量を軽減するために一律支給とすることには合理性が

認められるとしても,上 記使途内規に定められた支給月額が実額を上回

るものでない相当な金額であると認めるに足りる的確な証拠はないし,

これを超えた場合に精算がなされた形跡もないことからすると,直 ちに

すべてについて本件使途基準に合致すると認めることはできない。

他方)平 成 20年 度の議員の調査研究に伴って支出された 「資料作成

費」についてみるに,丙 E27に よれば,領 収書等に基づく実額支給が
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なされているうえ,調 査研究活動と無関係と認めるべきものも見当たら

ないことからすれば,上 記 「資料作成費」として支出された1万 038

3円 は適法であると認められる。

そうすると,平 成 17年 度に支出された16万 3397円 は, 1万 0

383円 の6分 の8で ある1万 3844円 の限度で本件使途基準に合致

すると認められる。

【違法な支出14万 9553円 】

l‐l 資料購入費 《無 21～ 28番 》

資料購入費合計28万 6926円 は,前 記自由民主党の使途内規 a(c)

を参考にして,平 成 17年 8月 から平成 18年 2月 までは3万 5000

円を,同 年 3月 は4万 1926円 を政務調査費から充てたことが認めら

れる (丙E45,証 人荒金 〔43～ 45項 〕)。

もつとも,こ の支出について,一 律支給とすること自体合理性が認め

られるとしても,直 ちにすべての支出が本件使途基準に合致すると認め

ることはできない。

他方,平 成 20年 度の議員の調査研究に伴って支出された 「資料購入

費」が,丙 E27及 び弁論の全趣旨によれば,領 収書等に基づく実額支

給がなされているうえ,調 査研究活動と無関係と認めるべきものが見当

たらないことからすれば,上 記 「資料購入費」として支出された4万 8

568円 は適法であると認められる。

そうすると,平 成 17年 度に支出された28万 6926円 は, 4万 8

568円 の6分 の8で ある6万 4757.33・ ・・円の限度で本件使

途基準に合致すると認められる。

【違法な支出22万 2168円 】

l■l 広報費 《無29～ 31番 》

証人荒金 〔42, 71, 72項 〕によれば,広 報費 14万 1750円
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は,会 報作成費であると認められるものの,こ れは後援会に配布するも

のであったと認められるうえ,上 記会報の記載内容が不明であることに

照らすと,こ れが会派の調査研究に資するものであったということはで

きない。したがって,上 記支出は本件使途基準に合致しないと認められ

る。

【違法な支出14万 1750円 】

lBl 事務費 《無32～ 39番 》

事務費合計47万 1586円 の内訳は,電 話代,FAX・ インターネ

ット使用料等 (平成 17年 8月 から平成 18年 2月 までの月額3万 円及

び同年 3月 の2万 9586円 並びに県政調査会事務所経費月額 2万 90

00円  (8か 月合言+23万 2000円 )(丙 E45〔 4, 8, 12, 1

6, 20, 24, 28, 32頁 〕)で あるところ,こ れが実額を上回る

ものでないといえる相当な金額であることを裏付ける証拠がないため,

直ちに本件使途基準に合致するものと認めることはできない。

もつとも,上 記支出に対応する平成 20年 4月 から9月までの支出は

電話代を含め事務費合計 7万 1649円 であるところ,こ れは概ね領収

書に基づく実額を活動内容に照らして2分の1の限度で政務調査費から

支出したものであると認められるから (丙E27),適 法というべきで

ある。

したがつて,上 記平成 17年 度の支出額合計47万 1586円 は, 7

万 1649円 の6分 の8で ある9万 5532円 の限度で本件使途基準に

合致すると認められる。

【違法な支出37万 6054円 】

141 人件費 《無40～ 47番 》

人件費として支出された月額 9万円 (合計 72万 円)は ,上 記事務所

において事務職員 1人を雇用したことにより生じたものであると認めら
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れる (丙E48の 25〔 1頁〕,証 人荒金 〔56項 〕)カミ,上 記事務所に

おける活動が専ら政務調査活動であったとまでは認められないため,上

記支出額をすべて適法ということはできない。もつとも,議 員の権限,

職務の性質及び内容等に照らせば, 2分 の1で接分した額の限りで調査

研究に資するものというべきである。

これに対して,無 所属の会は,事 務職員の給与は月額 18万 円であっ

たのを2分 の1の限度で計上していた旨主張し,証 人荒金は同旨の供述

をするが (証人荒金 〔57, 58項 〕),平 成 17年 度の給与支払明細書

(丙E45〔 5頁等〕)上 は9万 円を支給した旨記載されているところ,

残余の9万 円の給与支払明細書の提出がないこと,平 成 20年 度の給与

支払明細書 (丙E27〔 14頁 等の上段〕)は 平成 17年 度のそれと同

じ様式でありながら,接 分前の支給額が記載されていることや,残 りの

9万 円につき別に明細書を作成したとも供述するが (109項 ),以 上

の点に加え,そ のことを裏付ける証拠がないことに照らせば,上 記供述

はにわかに採用できず,他 に上記主張を認めるに足りる証拠はない。

したがつて,上 記支出額 72万 円のうち2分の1である36万 円の限

度で本件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出36万 円】

(ク)/j 括ヽ

以上によれば,無 所属の会が政務調査費から支出した239万 867

4円 のうち,違 法な支出額は合計 160万 3333円 である。

キ 公 明党について

171 調査研究費

a 使 途内規

丙Hl〔 7頁等〕,H12〔 3～ 7頁〕,証 人竹中 〔12項 以下〕及

び弁論の全趣旨によれば,公 明党は,調 査研究費について,平 成 16

- 86 -



年度に,次 の内容の使途内規を定めたことが認められる。

(a)旅 費等

市民相談及び県政報告会のために移動した際に生じる経費

① 車 賃

② 高 速代

③ 鉄 道賃

④ 食 事代

(b)市 民相談経費

① 自 宅における相談等に係る経費

光熱水費

茶菓子代

② 自 宅外における相談経費

喫茶 。駐車場代

(c)県政報告会経費

① 資 料代

② 茶 菓子代

0)各 種会合等参加経費

(e)通信費

旅費等及び市民相談経費

6, 61, 72, 79,

40円 /1キ ロメートル

実費

実費

1000円 /1食

1万5000円 /1か 月/1人

2 0 0 円/ 1 件

1 4 0 0円 ×件数 ×20パ ーセン ト

200円 /1件

100円 /参 力日人数 1人

実費

1 万5 0 0 0 円/ 1 か月

《公明4 ,  8 ,  1 3 ,  2 3 ,  3 1 ,  3 7 ,

8 7 ,  9 5 番》４

　

Ｇ )車 賃

公明党は,各 所属議員に対し,同 会派の上記使途内規(a)①に従っ

て車賃を支給しているところ (丙H12〔 3頁以下〕,弁 論の全趣

旨),「2005年 度旅費等精算表」(丙Hl〔 7頁等〕)の 記載上認

められる移動先での活動内容 (市民相談や県政報告会等)に 照らせ

ば,各 用務地で調査研究活動が行われていたと認められる (なお,
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市民相談は,所 属議員全員が行っていることに照らし,会 派として

各議員が行うべきものと定めたと認められるし,県 政報告会は,そ

の性質に照らせば,会 派が行う活動であると認められる。)。

しかし,上 記使途内規(a)①のとおり,支 給基準は1キ 占メートル

当たり40円 であるところ,こ れは,現 行の弁償条例所定の本会議

や委員会等出席旅費 (1キ ロメー トル当たり37円 )に 照らせば,

著しく不合理とまではいい難いものの,支 給額を1キ ロメー トル単

位で設定していながら旅費等精算表には5キ ロメー トル単位で走行

距離を記載しており,こ れについて合理的な説明もないこと等に鑑

みれば,車 賃全額を本件使途基準に合致すると認めることはできな

い 。

もつとも,そ の記載方法に照らせば,社 会通念上,支 出額の少な

くとも8割 は実際の旅程であると認められるから,車 賃 317万 7

580円 (鉄道賃3万 0780円 (丙Hl(8, 53, 63頁 )も

ここに含む。)は ,そ の8割 である254万 2064円 の限度で本

件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出63万 5516円 】

(b)光 熱水費,茶 菓子代,喫 茶 ・駐車場代,高 速代及び食事代

丙Hl〔 7頁等〕,丙 H12〔 4頁〕及び弁論の全趣旨によれば,

公明党は,各 所属議員に対し,上 記使途内規(b)①の使途内規に基づ

き,「事務所光熱水費」として月額 1万 5000円 を支給していた

ことが認められる。

これは,月 額 3万 円を超える実費を2分の1で接分したものであ

るところ,各 所属議員は自宅を事務所として使用していたこと (丙

H12〔 4頁 〕,証 人竹中 〔16～ 20項 〕),各 所属議員の 「20

05年 度旅費等精算表」(丙Hl〔 7頁等〕)に よる自宅外における
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相談件数と自宅におけるそれとの対比などからすれば,市 民相談そ

の他調査研究活動に伴う自宅使用率は社会通念上4分 の1であつた

と認めるべきである。したがつて,月 額 7500円 の限度で,本 件

使途基準に合致する支出であると認めるのが相当である。

【違法な支出27万 円】

他方,丙 Hl〔 7頁等〕及び弁論の全趣旨によれば,前 記使途内

規に基づき,「茶菓子代」,「喫茶 ・駐車場代」,「高速代」及び 「食

事代」が所属議員に対して支給されていたことが認められるが,こ

れらは調査研究活動たる市民相談に伴って生じる必要経費であり,

かつ,そ の額も社会通念上相当な範囲内であるというべきであるか

ら,上 記支出は,会 派の調査研究活動に必要な経費に当たるとして,

すべて本件使途基準に合致すると認められる。

c 県 政報告会等の経費

公明党は,前 記使途内規(c)のとおり,県 政報告会等の際に資料代及

び茶菓子代として合計 11万 2200円 を支出したと認められるとこ

ろ (前記前提事実等ほ)イ,丙 Hl〔 7頁等〕,H12〔 5頁〕,弁 論の

全趣旨),こ れは調査研究活動の一環である県政報告会等の参加に伴

って必要となる経費であり,か つ金額も相当な範囲内であるといえる

から,本 件使途基準に合致するものと認められる。

d 各 種会合参加経費

Hl〔 7頁等〕によれば,公 明党所属議員による各種会合の参加経

費として計 15万 5500円 が政務調査費から支出されたと認められ

るところ,そ のうち,各 種懇談会及び祝賀会の費用計 13万 3000

円は,酒 食を伴うものと推測され,本 件使途基準に合致しないという

べきである。

しかし,そ の他の支出については,そ の活動内容及び支出目的に照
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らし,会 派の調査研究活動の一環としてされたものと認められるから,

本件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出13万 300o円 】

(なお,上 記b～ dの政務調査費からの支出合計は毎月上限25万 円

とされていたことが認められるが (丙Hl〔 6頁等〕),超 過部分の費

目が不明であり,金 額も5万 110o円 と多額でないこと (丙Hl

〔22, 27頁 〕の合計本関参熙)な どに照らし,こ こでは実際の支出

額を記載した旅費等精算表 (丙Hl〔 7頁 等〕)に 基づいて計算し

女 1 。 )

e 通 信費 《公明5, 9, 14, 24, 32, 38,47, 62, 73,

80, 88, 96番 》

公明党は,各 所属議員に対し,同 会派の前記使途内規に基づき,

「通信費」の名目で議員 1人当たり月額 1万 5000円 (合計54万

円)を 支給したことが認められる (前提事実等傷)イ,弁 論の全趣旨)

ところ,こ れが実額を上回つた場合に精算がなされた形跡はないうえ,
一律支給の合理性は認められるとしても,上 記支出額が実額を上回る

ものでないと認めるに足りる証拠がない。

しかし,公 明党は,平 成 20年 度の支出について特段の立証をしな

いものの,政 務調査研究の経費として,電 話代等の一定の通信費の支

出を要することは明らかであり,ま た,他 の会派との対比から,控 え

目に見積もって,少 なくとも1人当たり月額 500o円 は会派の調査

研究に必要な経費であると認めるのが相当である。したがって,そ の

限度での支出は,本 件使途基準に合致すると認められる。

【違法な支出36万 円】

f ア ンテナショップ視祭旅費 《公明3番》

アンテナショップ視祭旅費 11万 2674円 は,県 のアンテナショ

- 90 -



ップを東京に設立するに当たって,他 県のアンテナショップを視祭す

るために要した費用であると認められることに照らせば (丙Hl〔 1

～4頁 〕〕H12〔 1, 2頁 〕),会 派の調査研究に必要な経費である

といえる。したがつて,こ の支出は,本 件使途基準に合致すると認め

られる。

例 研 修費

a 56分 勉強会負担金 《公明16, 35, 57, 94番 》

前記ア171aのとおり, 56分 勉強会は会派の調査研究に資するもの

であると認められるため,負 担金計 3万 6339円 は本件使途基準に

合致するものと認められる。

b 鹿 児
・
島県屋久島視祭旅費 《公明64, 65番 》

屋久島旅行費計44万 2970円 は,視 祭経緯 (丙H13)や 視祭

結果の報告内容 (丙Hl〔 87～ 89頁 〕)等 に照らせば,屋 久島に

おいて環境保護行政の調査研究をしたものと認められ,こ れに反する

的確な証拠はないし,支 出額が不相当であるともいい難い。したがっ

て,気 象条件によりやむを得ず延泊したことにより生じた費用 《公明

65番 》も含め,本 件使途基準に合致するものと認められる。

c 予 算案説明会出席旅費 《公明82番 》

予算案説明会出席旅費 7万 4093円 は,同 説明会が,国 政の予算

案についての主な官庁からの説明や党政調役員から政策課題対応及び

公明党の実績にっいての説明であつたこと (丙Hl〔 93頁 〕)等 か

らすると,県 政に関する会派の調査目的であると認めることはできな

いから,本 件使途基準に合致しない支出であると認める。

【違法な支出7万 4093円 】

d プ ランツソイルエ法視祭費 《公明90番 》

プランツノイルエ法視祭費5万 4500円 は,県 の行う工事への同
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工法の導入に関して,会 派が調査研究を行ったことに伴う支出であつ

たと認められるから (丙Hl〔 94～ 98頁 〕,H12〔 8頁〕),本

件使途基準に合致するものと認められる。

(功 会 議費 《公明17, 41, 66番 》

コーヒー代計5055円 は,丙 Hl〔 102～ 104頁 〕に照らせば,

会派会議や来客との打合せの際に供されたコーヒーの代金であると認め

られるところ,会 議や面談の際に飲み物を提供することが社会通念上不

相当といえないことからすれば,本 件使途基準に合致すると認められる。

l―‐l 資料作成費

a コ ピー代 《公明7, 12, 18, 26, 27, 42, 50, 59,

68, 78, 86, 99番 》,イ ンターネット使用料 《公明98番 》

コピー代計 7600円 及びインターネット代4万 5360円 は,県

議会の議員控室における活動に付随して生じたものと認められる (丙

H12〔 9, 10頁 〕,弁 論の全趣旨)カミ,上 記活動が専ら調査研究

活動であったとまでは認められず,一 般の議員活動等も含んでいたと

考えられるため,上 記支出額のすべてを本件使途基準に合致すると認

めることはできない。

もつとも,議 員の権限,職 務の性質及び内容等に照らせば, 2分 の

1の限度で調査研究活動に資するものと認めるのが相当である。

したがって,上 記支出額の2分の 1の限度で本件使途基準に合致す

ると認められる。

【違法な支出2万 6480円 】

b 写 真現像代 《公明52, 53番 》

写真現像代計2992円 は,県 政報告会等で使用する資料作成のた

め必要な経費であったと認められるから (丙Hl〔 119, 120

頁〕,H12〔 9頁〕),会 派による調査研究に資するものとして本件
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使途基準に合致すると認められる。

l■l 資料購入費

a 各 所属議員に対する 「資料購入費」定額支給分 《公明6, 10, 1

5, 25, 33, 39, 48, 63, 74, 81, 89, 97番 》

公明党は,所 属する各議員に対して,自 宅で購入する新聞代や雑誌

・書籍代,イ ンターネットプロバイダ料金等の費用として毎月 1万 5

000円 ずつ合計 54万 円を一律に支給していたことが認められる

(前提事実等ほ)イ,丙 H12〔 10頁 〕,弁 論の全趣旨)と ころ,こ

れが実額を上回つた場合に精算がなされた形跡はないうえ,一 律支給

の合理性は認められるとしても,上 記支出額が実額を上回るものでな

いと認めるに足りる証拠がないが,前 記通信費同様, 1人 当たり月額

5000円 は会派の調査研究に必要な経費であると認めるのが相当で

ある。したがつて,そ の限度での支出は,本 件使途基準に合致すると

認められる。

【違法な支出36万 円】

b 議 会開催時の一般新聞購読費 《公明28, 69, 70, 102番 》

議会開催時の新聞購読費計2万 4830円 は,一 般紙の購入に充て

られたものであって (丙Hl〔 136, 139, 140, 147

頁〕),会 派の調査研究に資するというべきであるから,本 件使途基準

に合致する支出であると認められる。

c 雑 誌 「ミックス」購読費 《公明49, 101番 》

「ミックス」購読費 1万 9200円 (研修費に計上された分 《公明

49》 もここに含める。)は ,こ れが地域情報誌であることに照らせ

ば (丙Hl〔 69, 143頁 〕),地 域情報を収集するために購入した

ものと認められるところ,こ れは,会 派の調査研究に資するというべ

きであるから,本 件使途基準に合致する支出であると認められる。
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d 会 派代表印作製費 《公明58番 》

会派代表者印作製費 1万 2700円 は,調 査研究活動とは無関係で

あるというべきであるから,本 件使途基準に合致しないものと認める。

【違法な支出1万 2700円 】

lal 事務費

a 電 話使用料 《公明1, 19, 20, 30,43,44, 51, 71,

83, 85, 92番 》

電話使用料 3万 3161円 は,県 議会の議員控室での活動に付随し

て生じたものであると認められるところ (丙H12〔 11頁 〕),前 記

のとおり2分の 1の限度で会派の調査研究に資すると認めるのが相当

であるから,上 記支出の2分 の1の限度で本件使途基準に合致すると

認められる。

【違法な支出1万 6580円 】

b 切 手代 《公明2番》

切手代 1120円 は,切 手 14枚 の購入であると認められるところ

(丙H12〔 11頁 〕),社 会通念上,会 派の調査研究に当たって書類

等の郵送の必要が生じるものというべきであるから,会 派の調査研究

活動に係る経費であると認められる。したがって,こ の支出は,本 件

使途基準に合致すると認められる。

c 文 具 ・事務用品 ・コピー用紙購入費

デジタルカメラ3台の購入費 19万 6717円 《公明56番 》は,

会派の調査研究活動に資するといえるから,本 件使途基準に合致する

ものと認められる。

他方,文 具等購入費 《公明21, 22, 34, 36, 40, 45,

75, 84番 》,事 務用品及びコピー用紙等購入費 《公明76, 77,

91, 98, 103, 104番 》合計85万 6599円 は,い ずれも,
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県議会の議員控室又は共用のコピー機において使用するための支出で

あると認められるところ (丙Hl〔 141, 154, 155, 157

～ 159, 162, 169, 170,ユ 72, 174, 176, 17

7頁〕,H12〔 11頁 〕。資料購入費として計上された両面テープ等

事務用品代4万 2630円 《公明75番 》もここに含める。また,平

成 18年 4月 5日付けの支出 《公明104番 》は,支 出時期に照らし,

平成 17年 度中に支出原因があつたと認められる。),前 記と同様に2

分の1で按分した額をもつて調査研究に資するものと認めるのが相当

であるから上記支出額の2分の1の限度で本件使途基準に合致すると

認められる。

これに対して,原 告らは,上 記の支出のうち一部 《公明22, 34,

36)40,45, 75, 76, 84, 91, 93, 104番 》は明

らかに高額な支出であり,調 査研究活動との関係が不明確であるとか,

資産の形成にすぎないと主張するが,高 額な支出であることから直ち

に調査研究活動に供されていないと評価することは困難であるし (な

お,原 告らは,コ ピー用紙代に比してコピー代としての支出が少ない

と主張するが,コ ピー代は,県 議会における共用コピー機を利用した

代金であって,前 提において誤りがあるといわざるを得ない。),資 産

の形成であると認めるに足りる証拠はないから,こ のフ点は,上 記判断

を左右しない。

【違法な支出42万 8299円 】

d ノ ー トパノコン代 《公明105番 》

ノー トパノコン代29万 2635円 は,ノ ー トパソコンのほか, ワ

ゴン等の購入代金であること (丙Hl〔 178頁 〕),支 出の時期に照

らし,平 成 17年 度中に支出原因があつたこと,県 議会の議員控室で

の活動に付随して生じたものであることが認められるところ (丙Hl
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2〔 11頁 〕,証 人竹中 〔173項 〕),前 記と同様に2分 の 1の限度

で会派の調査研究に資するものと認められるから,上 記支出額の2分

の1で ある14万 6317円 の限度で本件使途基準に合致すると認め

られる。

【違法な支出14万 6317円 】

l■l河 括ヽ

以上によれば,公 明党が政務調査費から支出した1021万 6438

円 (ただし,別 紙支出一覧表 (公明党)上 は1022万 6160円 )の

うち,違 法な支出額は合計246万 2985円 である。

4 県 の有する請求権についてのまとめ

(1)原 告らは,被 告補助参加人らが,県 に対し,不 当利得返還義務を負うほか,

不法行為に基づく損害賠償義務を負うとも主張する。

しかし,原 告らは,故 意又は過失について具体的主張をしていない。のみ

ならず,被 告補助参加人らが,支 出行為時において,各 支出が本件使途基準

に合致せず,県 に損害を与えることを認識していたと認めるに足りる証拠は

ないし,こ れが過失であることを基礎づける事情も認めるに足りないから,

被告補助参加人らに不法行為に基づく損害賠償義務が生じるとはいえない。

12)そ うすると,被 告補助参加人らは,そ れぞれ,県 に対し,平 成 17年 度の

政務調査費に係る前記認定の達法支出額と同額の不当利得返還義務を負うと

ころ,こ の義務は期限の定めのない債務であり,権 利者が請求をした時に遅

滞となるから (民法412条 3項 ),被 告補助参加人らは,権 利者である県

の代表者である被告が被告補助参加人らに対して請求をした日の翌日から民

法所定の年 5分の割合による遅延損害金の支払義務を負う。

5 結 論

よつて,原 告らの請求は,上 記の限度で理由があるので,そ の限度でこれを

認容し,そ の余は理由がないので棄却することとして,主 文のとおり判決する。
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大分地方裁判所民事第 1部

裁判長裁判官   金    光    健    二

裁半J 官萩 原 孝 基

t:lt            裁 判官   前    川        悠
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(別紙)

録者事

大分市中島西2丁 目6番 10号

原          告

大分県別府市浜脇2丁 目11番 11号

同代 表 者 理 事 兼 原 告

原告 ら訴訟代理人弁護士

田中利武訴訟復代理人弁護士

大分市大手町3丁 目1番 1号

被          告

同 訴 訟 代 理 人 弁 護 士

内田健訴訟復代理人弁護士

被 告 指 定 代 理 人

特 定 非 営 利 活 動 法 人
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栃

夫
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太

武

治

員悟

平

朗

貞

健

史

近

治

彦

原告特定非営利活動法人おおいた市民オンブズマン

訴 訟 代 理 人 弁 護 士 渡

田

内

佐

岡

今

辺

中

田

藤

田

井

大分県知事

広   瀬

内   田

F可     音 「

日   高

下   郡

渡   辺

勝
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後

森

本

長

貫岳

大

鈴

日

堤

河

田

野

懐

保

木

さ

哲

栄

武

秀

敏

悟

き

也

俊

司

典

良田

藤

久

大分県別府市堀田7-3

被 告 補 助 参 加 入

同  代  表  者

同 訴 訟 代 理 人 弁 護 士

大分市大字木田272

被 告 補 助 参 加 人

同  代  表  者

大分県宇佐市大学佐々礼 1430-3
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栄
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県 民

田

大分市長浜町 1丁 目1-10-1001

被 告 補 助 参 加 人   県

同  代  表  者   梶

上記 3名訴訟代理人弁護士    中

野

大分県玖珠郡九重町大字右田596-ュ

被 告 補 助 参 加 入
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宏

ラ
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被 告 補 助 参 加 人

同  代  表  者

上記両名訴訟代理人弁護士

大分市汐見2丁 目30番 17号

被 告 補 助 参 加 入

同  代  表  者

同 訴 訟 代 理 人 弁 護 士
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金
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黒
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士
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幸
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表

1 被 告補助参加人日本共産党関係の主張

沈と :題ョ湘告潜勤参加人の主張
店隼 えのキR岳

項 目

県政の諸問題について諮分野で活躍
している者

の講演を聴くことは会派の政務調査活動
である。

食事の提供は,勉 強会の充実成功
のため,や むを

空生とどや食下勢盗宅_十~~~~十 一…………
十~……

左記交流学習会は,憲 法と基本的人権,部
落解

放運動,同 和行政等の取組み等に
ついての報告,

討議等であり,会 派としてなした人権等
について

の調査研究↑古動 である。

調査研究のための文書作成,資 料収集,議
会での

発言原稿 (これも調査研究活動に含
まれる。)等

の目的で利用したものであつて,調 査研究活
動に

基づくものである。加藤純子議員は,政 治
活動用

の事務所を別に構えており,議 会党内の事務
所を

政党活動に使用していない。__十 ~~~~十 ~

調査研究費 rキ揺たし)

◆56分 勉強会

全会派 ・全議員が参加するものであるから,会

派としての調査研究活動でないことは
一見して明

らかである。また,勉 強会時の昼食代は,政 務調

査勢 生二拠空型 =る食翠生ぞ】全 _ヽ4!卜_十~
◆人権交流集会

日本共産党と密接な関係にある全国部落解放運

動連合会及び全国地域人権運動総連合会 (九州
ブ

品とそ緊 attr焔 鈴 鑓 商 錨 ぱ

嵐

研修費

r 章存 た 1 フ)会議費

資料作成費 コピー代やインクカ
ー トリツシ代 '手ほ誘安 じの

発言原稿や配付資料,県 に対する申入書類等
の作

成分が含まれているうえ,議 員控室では
マスコミ

対応や電話番等もなされており,こ れらは調
査研

究活動とはいえないから,調 査研究活動に基
づく

支出といえるのは 2分 の 1のみである。

資料購入費 ◆書籍代

「湯布院幻燈譜」「湯布院につぽん村
へ」の購

入は議員又は事務職員の個人的購入であると考
え

るのが自然である。納品書の宛名は
「(浜田)様」,

請求書のそれは 「日本共産党様」であ
つて,会 派

_Q啓盗覗会工勲そ_ヒ=壁ぞと登■とや食否!ユ生とI_
◆新聞購読料

会期中のみの
一般紙の購読は,調 査研究活動と

してされたものではない。赤旗新聞や大分民報憾

政務調査活動ではなく,議 員ないし党員 |し
ての

購入である。商工新聞や平和新聞は,政 策立案
α

ための資料であれば,政 務調査活動が含まれてま

り,核 分すべきである。

湯布院の町作りや観光,市 町村合併等
について

の調査研究や政策立秀のための争料
であり,そ の

購入は会派の調査研究活動である。納品書
の宛名

は,連 絡先にすぎない。

政治情勢や国
・地方自治体の動きや問題点 (中

小企業問題や平和問題などを含む。)等を把握
し,

県政における調査研究や政策立案
のための資料と

なるものであり,そ の購入は会派の調査研究活
動

である。

男女共同参画社会の実現に関する調査研究
のた

めの資料として会派が購入したものであ
つて,そ

の購入は会派の調査研究活動である。

斗

いずれも会派で購入したものであり,県 政にお

ける調査研究や政策立案 (後者は障害者施策に関

するもの。)の ための購入であつて,会 派
の調査

研究活動である。左記各団体は政治的に中立な団

- 181 -



刊!

体である。領収書の宛名は標記補助参加人
として,

唯一の所属議員である加藤県議を記載
したもので

ある。~亨
百ブ丁万下車県議団ニュ

ースを通じて会派の

調査研究活動や議会活動,県 政の問題点等
を住民

に知らせ,住 民から県政に対する意見や要望,情

報提供を求めることは,調 査研究に密接
に関連す

る活動である。

いずれも会派が行う調査研究の事務遂行に
必要

な費用である。事務所は調査研究活動
のための使

切上玉r資 空身!泌 郷ユ否彙在勢!生、十 ~十
~

調査研究補助をする職員が身分や連絡先等
を明

ょふとrl 同 活動々するための支出である。

広報費 調査研究活動以外については,議 員の行り広報

活動に要するものであつても,政 務調査費から
の

支出が許されない。ウエブサイトや県議団
ニユー

スには調査研究内容が含まれていないから,そ
の

作成等に要した費用を政務調査費から支出
しては

,ぉよナトi′ヽ

事務費 ◆コピー代,通 信運搬費,文 具代す庁舎管理貿

2分 の1は政務調査費から支出が許される。

◆名刺代
一般の議員活動に用いられるものであつて,調

査研究活動によるものではない。

人件費 事務職員は調査研究活動以外の議員活動や政党

についての活動を補助しているから,政 務調査費

ょ、卜士山ぶ土キ坊スゐ,キ 9谷 の 1に 限られるハ

会派が補助職員を冨時庭用し(拒 り,敵 只
VノF

査研究活動の補助に専念しているも
のであつて,

そのための費用も調査研究活動の費用であ
る。

発生原因が年度内であれば当該年度
の政務調査

費から文出してよいとの!慣例があ
つた。

18年 4月 の支出 会計年度が異なる支出であるから,返 還す
べき

である。             ___十 ~
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2 被 告補助参加人社会県民クラブ関係の主張

被告 "標記被告神助参加人
の主張

原告らの主張
◆電話料及び旅費

電話料として毎月 3万 円を支給して
いるとこ

ろ,こ のような定額支給方式をとる
ことは,経 費

節減が図れる等の合理性があるから,適
法である。

毎月3万円の支給が相当であつた
ことは,平成 20

年度の支出によつても裏付けられ
ている。

また,県 議会の本会議や委員会出席旅費
の支出

基準及び調査研究活動に必要な諸費用
を掛酌して

会派が定めた基準により,旅費や研修費,会
議費,

資料作成費,資料購入費,広報費,事務所
の賃料,

水道光熱費,人 件費,事 務用品費等
の費用をすべ

て旅費として支給しており,現 実に出費
する額よ

りも少なくなることからすれば!資 翠還 摯¥韮 _どて_ヱ■:■「_】_r_二五___十 ~~~~~一
~……………~

この名義によつているのは,対 外的調査
を行う

場合にはこの名義を使用すると
の県の事務処理方

針に基づいたからである。こ
の名義の構成員は標

記壁坪型叫で蟻球具生回二否生後_……

左記センタ
ーは, 自治体政策の調査研究を行う

公益的組織であり,そ こからの情報提供や
そこに

おける学習会の開催等は,標 記補助参
加人の議員

の調査研究のたつ!至可至_つでュ_、_…………………

後記のとおり17年 度の購入であ
るほか,調 査

研究活動には選挙区内の有権者から
の意見聴取等

も含まれるから,選 挙区分に関する地図
であるか

ら調査研究活動に無関係であるとは
いえない。こ

の地図は,会派に常悼されたものである。

◆領収書等のないもの

全て違法である。

地方自治法,大 分県政務調査費の交付に関する

条例及び大分県政務調査の支給に関する規程
は,

証拠書類の徴求
・保管が容易なものまで定額支給

とすることを許していないから,一 部定額制
がと

られているものも同様に違法である。

また,平 成 20年 度の領収書は, 平成 17年 度

の支出の適法性の裏付けとはならない。

~5務
戸昌嗣 東詠健読れだ筋議 亮あ積寂事が

あるもの

標記被告補助参加人による支出でないから,会

派の活動といえず,違 法である。

~5泊
芯セ亨夢軽 寮て1~亨有丁葛境

~丁
互冶丁

調査研究活動と関連性がない。

◆ゼンリン住宅地図 (18年 4月 10日 )

後記のとおり会計年度が異なるほか,所 属
議員

の選挙区分に関する地図であるから,議 員
の選挙

活動に関する資料の購入費であつて,調 査研
究活

動によるものではない。

全会派が参加しているとしても,標 記補助参
加

人所属議員の研修であることに変わりな
い。昼食

代も社会通念を逸脱する高額なも
のではないか

ら,支 出が認められる。

‐
`転 遷 格縁 盈継 続親 譲 苑ぁ駆 動ξ

あるもの

標記補助参加人による支出でないから,会 派
の

_I乳生Ylえずと,長とで」と0!__十一十~十~~……
◆ 56分 勉強会

全会派 ・全議員が参カロするものであるから,会

派としての調査研究活動でないことは
一見して明

らかである。また,勉 強会時の昼食代は,政 務調

査費からこれを支出する合理
′
嘩

上記のとおり,基 準に基づき,旅 費と
して支給

しているものであつて,政 務調査費から
の支出は

適法である。

すべて領収書がないから,違 法である。

―
―
卜
↓

◆ヨピー代   ―

ヨピー代には議会での発言原稿や配付資料,
資料作成費
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すべて調査研究に関するものであるから,坪分



―

，
卜

一

に対する申入書類等の作成分が含まれており,こ

れらは調査研究活動とはいえないから,調 査研究

活動に基づく支出といえるのは2分 の1のみであ

-3蘇
赫 扇纂

一
石

―
ラ
~亭
屯n‐L~る
~誠 ~~~

調査研究活動と無関係である。

◆領収書等のないもの (500円 )

_輩 隻全:―十~十 ~~十 ~
◆切手代

大量発送時の切手は支持者に対する案内等であ

ると考えるのが常識的であるから,政 務調査費の

支出は認められない。

切手 113枚 (17年 8月 9日 )は ,調 査研究

活動に使われるものとそれ以外の活動に使われる

ものとが混在しているから, うち 2分 の 1の みが

調査研究活動に用いられるものと認める
べきであ

長強 ぼ 万"代
―
才ラ芥 ネす下廓 就

~電

話料金,書 庫代

調査研究活動に使われるものとそれ以外の活動

の必要はない。

農林統計協会は農林業の統計に関する
公的団体

であり,時 機に応じた資料提供々受けて
いる。こ

れは調査研究の
一翼を担う活動に関する会費であ

る。

事務費

切手代は広報に関するものであるところ,議 会

報告等を行つて県民から意見を聴取するた
めのも

のであるといえるから,調 査研究活動に基づく。

切手 113枚 については,す
べて調査研究活動

に基づく支出であつて,接 分の必要はない。

新聞は,調 査研究における基本的な情報源
であ

るから,開会時における購読も含めて適法で
ある。

なお,議 員個人の自宅用については,当 然, 自
費

で賄っている。また,労 49J新聞の発行元
である日

本労働党は支持母体ではないから,同 新聞
の購読

は同党に対する寄付では牲

左記文献は,標 記補助参加人の所属議員
が6人

であるために複数冊購入したものである。

左記文献は,人 権政策に関する文献であ
り,当

然に政務調査費から支出される
べきものである。

左記文献は,共 用分のほか,所 属議員
6名が常

備すべき本であるから,そ の支出は適法
である。

左記追録に関する宛先は,小 野弘利が窓
日とな

って対応したからにすぎない。

◆書籍代

「大隈論文選」3冊 (17年 11月 2日)は ,

政務調査費からの支出は1冊のみ認められる
べき

である。

全国同和人権促進会 (17年 4月 26日 )は ,

振込額が5万 2500円 であつて,書 籍代とし
て

高額であることや,振 込明細書上,書 籍代か否か

不明であることなどからすれば,調 査研究活動と

の関連性が不明である。

「村山富市」は,政 務調査費からの支出は
1冊

のみ認められるべきである。

新日本法規追録差替代金 (17年 6月 22日 ,

18年 2月 20日 )は ,い ずれもノJ 野`弘利fEl人を

宛先とするものであるから,会 派として
の活動に

揮2本=里下里生とI__………………十~十一~~‐
◆新聞購読料

市民が通常の生活費から購入する新聞を政務調

査費から支出することは違法である。また,会 期

中のみの
一般紙の購読は,調 査研究活動としてさ

れたものではない。

資料購入費

会報は,議 会報告により県政
一般を広く県民に

知らしめ,県 政についての意見を聴取され
るため

に発行されるものであるから,調 査研究
の手段で

ある。

調査研究活動以外については,議 員の行う広報

活動に要するものであつても,政 務調査費から
の

支出が許されない。会報は会派の政策の広報にす

ぎないから,そ の作成等に要した費用を政務調査

費から支出してはならない。
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すべて調査研究活動に用いられるものであ
つ



に使われるものとが混在しているから, う
ち2分
|

の1のみが調査研究活動に用いられるものと認
め

資金主で生全:_十~~十~~………一~…………………

◆デジタルカメラ

資産の形成であつて経費ではないほか,調
査研

究活動との関係が不明確であるから,政 務調
査費

_?真埋蜂塾曳身ユ4!単_十~~~~十 ~……………
◆ウエブサイ ト管理料

て,核 分の必要はない。

このデジタルカメラは現地調査を行う際に使用

されたものであり,当 然に政務調査費
からの支出

が認められるべきものである1_____十 ~~~… …

ウェブサイトは,会 派の
一員として県民に対し

て議会報告等を行い,県 民からの意見を聴
取する

ためのものであるから,実 質的には会派
としての

政務調査活動に資する。

調査研究資料のコピ
ーのために会派として購入

したものである。なお,共 用
コピー機は, この複

1日付け領収証書の12万 3707円 及
び 18年

1月 20日 付け領収証書の13万 7963円
に含

まれている。〕)。

事務職員は専ら調査研究活動に従事
しているか

ら,按 分すべきでない。

人件費 当に伴う社会保険料)に つき領収

書がないし,事 務職員は調査研究活動以外
の議員

活動や政党についての活動を補助して
いるから,

政務調査費から支出が許されるのは, 2分
の 1に

限られる。

17年 度中に購入等したものであるかり,込
速

の必要はない。
18年 4月 の支出 会計年度が異なる支出である

から,返 還フヘさ

である。また,予 算消化目的での購入である
こと

もうかがわれる。

- 185 -



3 被 告補助参加人新政みらい関係の主1長

被告 コ稔記被告補助参担人の主堰
原告らの主張

県議会の本会議や委員会出席旅費
の支出基準及

び調査研究活動に必要な諸費用を掛酌
して会派が

定めた基準により,旅 費や研修費ぅ会議費,資
料

作成費,資 料購入費,広 報費,事 務所
の賃料,水

道光熱費,人 件費,事 務用品費等
の費用をすべて

旅費として支給しており,現 実に出費
する額より

も少なくなることからすれば,合 理的
である。

① 旅 費の支給基準が不当であるし,移動距離
の

測定も正確でないうえ1各 移動の裏付け資料
も

ない。

② 議 員個人が作成した請求書や領収書
に基づく

支出であり,実 際に経費として支出があ
つたか

否かの裏付けがなく,実 際に生じうる旅費
を大

幅に超える金額が支給されているから,明
らか

に日当である。

③ な お,平 成 20年 度の領収書は,平 成
17年

度の支出の適法性の募付けとはならな
い。

調査研究費

全会派が参加しているとしても,標 記補助
参加

人所属議員の研修であることに変わ
りない。昼食

代も社会通念を逸脱する高額なも
のではないか

ら,支 出が認められる。

地域住民に議会を傍聴してもら
い,そ のうえで

同住民の意見や要望等を調査して政策
立案等の参

考にすることは調査研究活動である
ところ,そ の

際の弁当支給は社会通念上行われ
ているし,額 も

僅少であるから,適 法な支出である。

◆ 56分 勉強会

一部につき領収書がないし,全 会派
・全議員が

参加するものであるから,会 派とし
ての調査研究

活動でないことは
一見して明らかである。また,

勉強会時の昼食代は,政 務調査費か ら
これを支出

_=で食翠生でさ会__ヽ4!単_十~………
◆議会傍聴者弁当代

後援会の会員を傍聴させ,弁 当を供与
している

ことから,違 法な後援会活動という
べきである。

上記のとおり, 基準に基づき, 旅費
として支給

しているものであつて,政 務調査費か
らの支出は

適法である。

調査研究費①②と同様の理由で違法である。

調査研究に必要な資料等に
ついて,印 刷代や原

稿料,写 真代,コ ピ
ー代等を打切り経費として支

給しているものであるから (実際
には月1万 円以

上空空?ェ Yどでュと_食撃煙 を`つF_十~十
一~~~

すべて調査研究に関するものである
から,抜 分

の必要はない。

視祭旅行の内容が有意義であ
つたために,参 加

できなかつた議員を含めて報告会を行
い,ま た,

報告書を作成して県民に配布する等
の調査研究活

動をした際に要した写真代や印刷代
である。

◆月1万円の支給

調査研究費②③と同様の理由で違法であ
る。

◆コピー代

ヨピー代には議会での発言原稿や配付資料,県

に対する申八書類等の作成分が含まれており,こ

れらは調査研究活動とはいえないから,調 査研究

活動に基づく支出といえるのは2分 の1のみ
であ

-5紘
旅有だ商丁石裏 代革F喜誓:赫1末

~十~

政務調査費と異なる議会費による視祭旅行に
つ

いて写真代等が政務調査費から支出されるのは不

合理であり,調 査研究活動との関連性も不明
であ

って,違 法である。

資料作成費

◆月 2万 円の支給

調査研究費②③と同様の理由で違法である。 調査研究に必要な新聞や雑誌,図 書, ビ
デオ等

の資料購入費用を打切り経費とし
て支給している

ものであるから (実際には月 2万円以
上かかつて

資料購入費

- 186 -

_上全をと!_食望比ど多どつュ_……



―

Ｉ

Ｌ

◆書籍代

「村山富市」は,政 務調査費からの支出は1冊

?2己 p_生投資金主F主負:__十~~十一~十~~~
◆新聞購読料

市民が通常の生活費から購入する新聞を政務調

査費から支出することは違法である。また,会 期

中のみの
一般紙の購読は,調 査研究活動としてさ

れたものではない。        _

所属議員4名 が常備す
べき本であるから,そ の

支出は適法である?_……______十 ~~~‐………十一…

新聞は,調 査研究における基本的な情報源
であ

るから,開会時における購読も含めて適法であ
る。

なお,議 員個人の自宅用については,当 然, 自費

不陀ぅている^

会報は,議 会報告により県政
一般を広く県民に

知らしめ,県 政についての意見を聴取す
るために

発行されるものであるから,調 査研究
の手段であ

る。

調査研究に必要な電話代,イ
ンターネット接続

料,事 務用品費等を打切り経費と
して支給してい

るものであるから (実際には月 3万 円以
上かかつ

てユヽ 全?2r_食望性どユ 全!_十 一~~~~…
……………

所属議員による会議や市民等の面談等
の際にコ

ーヒーを出すこともあるから,政 務調査費から
の

文出は認められる。

広報費
~調
査研究活動以外については,議 員の行う広報

活動に要するものであつても,政 務調査費から
の

支出が許されない。会報は会派の政策の広報にす

ぎないから,そ の作成等に要した費用を政務調査

費から支出してはならない。

事務費 ◆月 3万 円の支給

調査研究費②③と同様の理由で違法である。

◆コーヒ
ー代

調査研究活動 と関連がないことは明 らか
であ

る。

人件費 (主張なし)

18年 4月 の支出 (主張なし)
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4 被 告補助参加人県政クラブ関係の主張

被告 口標記被告補助参加人の主張
原告らの主張

県議会の本会議や委員会出席旅費の文出基準及

び調査研究活動に必要な諸費用を調酌
して会派が

定めた基準により,旅 費や昼食代,会 場費,事
務

所の賃料,水 道光熱費,人 件費等
の費用をすべて

旅費として支給しており,現 実に出費す
る額より

も少なくなることからすれば,合 理的
である。

旅費に人件費を含むなど旅費支給基準が不当
で

あること,各 用務地への移動距離が不明である
こ

とのほか,議 員個人が作成した請求書や領収書
に

基づく支出であり,実 際に経費として支出があ
つ

たか否かの裏付けがないし,実 際に生じ得る旅費

を大幅に超える金額が支給されているから,明 ら

かに日当である。

調査研究費

日田旅行とされているものは日田地域におけ
る

研修であり,福岡旅行とされているも
のは県庁や

九州経済団体連合会で研修をしたものであ
り,い

ずれも調査研究活動である。

地域住民に議会を傍聴してもらい,そ
のうえで

同住民の意見や要望等を調査し
て政策立案等の参

考にすることは調査研究活動である
ところ,そ の

際の弁当支給は社会通念上行われ
ているし,額 も

僅少であるから,適 法な支出
である。

左記研修会についても,額 が僅少である
こと等

生生す■ばと_翌とでユ負!___

全会派が参加しているとしても,標 記補助
参加

人所属議員の研修であることに変
わりない。昼食

代も社会通念を逸脱する高額なも
のではないか

ら,支 出が認められる。

◆日当 (17年 石克 22日 日田旅行 , 18年
2月

27日 福岡旅行)

調査研究活動に係る経費でない。

また,交 通費及び宿泊費については裏付け
がな

く,ま た,特 別車両料及び生産代と思われ
る旅行

雑費については必要性がないから,す
べて違法で

ある。

◆食事代 ・生産代

議会傍聴者の弁当代,視 察研修会におけ
る食事

代及び視祭先への生産代はいずれも違法
である。

◆ 56分 勉強会

一部につき領収書がないし,全 会派
・全議員が

参加するものであるから,会 派として
の調査研究

活動でないことは
一見して明らかである。また,

勉強会時の昼食代は,政 務調査費から
これを支出

する合理性が全くない。

しているものであつて,政 務調査費から
の支出は

適法である。弁当の支出は,社 会通念
上行われる

ことであるし,額 が僅少でもあるから,適 法
であ

上記のとおり,基 準に基づき,旅 費とし
て支給

上記のとおり旅費支給基準も不当であるから,い

ずれも政務調査費からの支出は認められな
い。

議員の日当か,傍 聴者の弁当代にすぎな
いし,

議員 1人当たり月 1万円を定額支給し
ている。

会派が認めた政策推進又は調査研究に必要な資料

を打切り支給しているものであつて (実際
には月

!互理兆二沓生2てI 負ヽ!I食翠投在募出で生全宅_

視祭旅行の内容が有意義であつたために,参
加

できなかつた議員を含めて報告会を行い,また,

報告書を作成して県民に配布する等
の調査研究活

動をした際に要した写真代や蝉

◆領収書等のないもの

すべて違法である。

◆海外視祭報告書印刷代

政務調査費と異なる議会費による視祭旅行に
つ

いて写真代等が政務調査費から支出されるのは不

合理であり,調 査研究活動との関連性も不明でつ

って,違 法である。

資料作成費

‐
‐上

◆領収書等のないもの

すべて違法である。 調査研究に必要な新聞や雑誌,図 書,ビ
デオ等

の資料購入費用を打切り経費として支給
している

資料購入費
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`雀嘉薯下て丁亨卒百克1亨稿5

領収書等が 「後藤史治 (県球クラ
ブ)」宛であ

るから,同 議員lEl人に関する支出であ
つて,会 派

鑑 鐘 枢 科 祷 丁
‐
2H百
~易~ド ………

ディスカウント量販店 (ダイ
レックス)で 購入

した備品と調査研究活動との関連性が不
明である

し,備 品が資料購入費に当たると考
えることは困

難である。

ものであるから (実際には月
2万 円以上かかつて

止&1と ,食要輩生ず勢で・__十 ~~~~~一
一~~… …

図書の購入費用を後藤史治が
立替払いしたもの

でぁって,実 質的には会派として購入
したもので

ある。

議員控室のコピ
ー用紙等の事務用品を購入した

ものであるから,政 務調査費か
ら支出すべきもの

である。

◆月3万円の支給

事務費名目の手当であつて,違 法である。

る百どこ下「
~才
亨夢=京亨
~「
接続料,~才亨グ子屯

~

コピー用紙,プ リンタカ
ートリッジ等

コピー代等は調査研究活動とはいえな
い分が含

まれているから,調 査研究活動に基づく支出
とい

◆議会開催時新聞購読料

市民が通常の生活費から購入する新聞を政務調

査費から支出することは違法である。また,会
期

中のみの
一般紙の購読は,調査研究活動としてさ

調査研究に必要な電話代,イ
ンターネット接続

料,事 務用品費等を打切り経費
(月3万 円)と し

て支給しているものであるから (実際
には月3万

早以■生空費二とどでP'…1翌 性艶
全?_十~~… …

すべて調査研究に関するも
のであるから,接 分

の必要はない。

新聞は,調 査研究における基本的な情
報源であ

るから,開会時における購読も含め
て適法である。

なお,議 員個人の自宅用に
ついては,当 然,自 費

会報は,議 会報告により県政
一般を広く県民に

知らしめ,県 政についての意見
を聴取されるため

に発行されるものであるから,調
査研究の手段で

ある。領収書の苑名については,各
所属議員の事

務所において立替払いをした
ことによるものであ

いずれも会報の追加印刷をした際のものでつ
つ

て,ま さしく政務調査活動に関す
る支出である。

会報の追加印刷をした際の支出
であるが,lEl人

が立替払いをしたものであつて,実 質
的には会派

すべて会報発行郵送料であ
つて適法である。

◆会報発行費用

領収書の宛先において,梶 原九州男後
援会事務

所宛等のものと標記被告補助参加人宛
のものが別

に発行されていることからして,会 報
は,会 派の

政策の広報や各議員の選挙活動
のために発行され

たにすぎないから,そ の作成等に要
した費用を政

誓輪評i:報益構腎推夢克
-2-百高丁~

1 8 年 3 月 1 5 日 )

いずれも会報発行費用ではないと
ころ (会報発

行費用については会報の写しを証拠書類
に保存し

ているが,これらについてはそうな
つていない。),

印刷代と調査研究活動との関係が不明
であるか

_登2_長準至後るP_十~~十~‐i~~
◆印吊」代 (17年 8月 16日 )

領収書が 「佐藤ひろあき」宛
であつて,会 派に

対するものではないし,上記と同様に違
法である。

`離 下
~〔
丁石耳百萌1~百戸

十一

日付や,4148通 もの大量の郵便であ
ること,

同一の郵便区内のものであることからす
れば,議

員の年賀状の切手代であるから,調
査研究活動と

ギ鰹 綴 脅義 十諸 官審

生十~~~~

使途が不明であるから,違 法である。
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◆写真代

事務費に当たらない。また,調 査研究活動
との

四里畦ど至理n生負?、十~~~十 一~十~~~十~
◆印刷業者による領収書

領収書が議員個人である
「後藤史治」宛である

ことや,印 刷業者の領収書であるのに
「コピー用

紙」の領収書は明らかに不合理である
ことからす

号督結啓脅馨寵 官鉢 麒 魯争各II内

一

支出命令書にも使途が記載されておらず,調
査

ゴ即 士_Q四ヨ峰ど至切■後貿=F長野 多でユ
◆ョーヒ

ー代

調査研究活動と関連性がないことは明らかであ

る。

で賄っている。

科目違いはあるが,支出自体は調査研究
のため

の資料購入に基づくものである。また,これ
らの

雑誌は,政 策に関する意見等をま
とめるうえで極

空=重要であ_2ゴ__評至研崇 _認2=舞 後毎___

業啓己堅盆号啓岳祐吾縁8牲?登鼎轡棟借負毘掛
なつているのは後藤史治が立替払

いをしたからで

生 々 1 _ … 十 ~ 十 ~ 十 ~ 十 ~ 十 ~ 十 ~ 十 ~ ~

パソコンのインクを購入 した際の支出
であつ

て!_翌郷 李負をど身食茎製ユ導匹 勢で・_十~~~

所属議員による会議や市民等
の面談等の際にコ

ーヒーを出すこともあるから,政 務調査費
からの

支出は認められる。

人件費 r章韓た 1ン)

(主張なし)18年 4月 の支出
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5 被 告補助参加人自由民主党関係の主張

被告 。標記被告補助参加人の主張原告らの主張

調査研究費 ◆領収書等のないもの

_変 =難 整 毎_________
◆各議員の旅費 ・交通費

旅費の支給基準の額が不当に高額であること,

活動目的の如何を問わず支給されること,領 収書

等がないこと等から,違 法な文出である。

実費に即した旅費相当額のみ政務調査費からの

支出が許されるにすぎず,車 両の維持整備費用は

これた含まれないし,実費を大きく上回る支出は,

日当であつて経費ではない。

◆通信管理費等

これらは,実 質的に手当の文給にほかならず,

違法である。

そもそも平成20年 度になつてはじめて 「事務

所費」の支出が認められたのであるから,平成1

モ宰?だ騒窒鯨墨罫景鉾発葛す
―

1期議員県外視祭調査 (,18年 3月 1日 ), 2期

議員県外視祭調査 (18年 3月 2日 )

いずれも領収書があるが,調 査研究の具体的活

動が明らかでない。当選同期が大人数で温泉地に

行つていることからすれば,観 光旅行であると疑

われる (とりわけ2期議員県外視祭は特定の宗教

団体が経営する施設の視祭であり,調 査研究活動

ではない。)。

また,内 容の乏しい報告書しか作成できていな

い有様の視祭調査について全議員分の旅行費用を

政務調査費から支出されることが許されてはなら

ない。

さらに,そ のま出内容も,実 費を大きく上回る

支出をしたり,い わゆる高級ホテルに宿泊するな

どしており,こ の点からも,政 務調査費からの支

出が許されないことは容易に理解できるはずであ

17年 度当時は,大 分県議会議員の報酬及び費

用弁償条例に従い,距 離に応じた基準に基
づいて

旅費や交通費を支給することとしていたは
か, 1

8年 3月分以外は,月 ごとに支給の限度額を定め

ており,合 理性がある (車両取得費,保 険料,車

検費用その他車両の維持整備に必要な費用も勘
案

したものである。)。仮にこの基準に合理性がな
く

とも, 20年 度以降の基準 (37円 /km)に
基

づいて算定した金額分は正当な支出と認める
べき

である。

旅費や交通費については,各 議員から
の走行距

離の申告に基づいて計算するよりほかなく,領
収

誕 選 亀基1遇 謂 志 1-魏 寮

一
て夢方
~5内
び
~

00円 /月 ),資料制作費 (2万 1000円 /月 ),

資料購入費 (3万円/月 ))

これらは,会 派所属の各議員に,お およそ
の目

安に基づいた上記各金額を支給して
いたものであ

り,各 議員の責任において支出を行
つていたもの

でぁって,違 法ではない。また,領 収書等
の添付

が義務づけられている20年 度における
これらの

費目の支出が適正であることに鑑みれば,ほ
ぼ同

様に支出したと考えられる17年 度
の支出も適正

である。

「事務所費」は平成 17年 度における
「事務費」

に含まれていた。

自由民主党所属の当選同期議員が伝統的に行
つ

てきた政策勉強会や視察調査の
一環であり,調 査

研究活動である。

3・ 4・ 5期議員県外調査は, 自由民主党本部

及び龍神大吊橋 (茨城県)を 調査し,行 財政機構

改革についての国の考え方を把握して県政に活
か

す目的に基づく。 1期 のそれはトヨタ自動車
工場

(愛知県)及 びシヤ
ープ亀出工場 (二重県)を 視

察し, 自動車工場及び電気産業の工場を抱える大

分県の課題や問題点を検討する目的に基
づく。 2

期のそれは美術館や農場 (静岡県)等を視祭し
て,

大分県立美術館建設の是非の議論の
一助とする等

の目的に基づく。

また, 17年 度当時,一 定額を超える費用は支

- 191 -



再饒 核石
~〔
丁a斉石h石高5~~~十

~~

写真の現像と調査研究活動に関連性がなく,違

法であることが明白で,生

給しない運用を行つており,この点からも,政
務

調査費生生0工埋磐理 賓主2そP____十~~~~~

上記と同じ。

靴

l l _

資料購入費 ◆領収書等のないもの

すべて違法である。

平成 20年 度の支出と比較しても, 3万円
の一

f謙 鑑 計 輪 盟 逢 十群 1雅 葛
一

自由民主党員であれば購読するものだから,調

査研究活動でなく,議 員ないし党員とし
ての購本

であって,事 実上,政 務調査費の党に対する寄付

新聞や雑誌は,そ の記載内容が広範多岐
にわた

り,調 査研究活動と無関係である
とはいえないか

ら,そ の購入は適正な政務調査費
の支出である。

県政の諸問題に関して,各 界
で活躍している者

に講演をしてもらつて勉強をする
ことは,議 員の

調査研究活動に当たる。

議員活動や政策立案をする際,他
の地方公共団

体の実情や課題
への対応をすることは必要不可欠

■後つて,_評全研努上塾!子土とでュ_十
~十 一~~~

18年 当時,皇 位継承問題について,大 分
県民

を含めた国民の関心が高く,県 議会
としての対応

が政策課題であつた。そのために行
われた勉強会

であるから,調 査研究理

◆ 56分 勉強会

全会派 ・全議員が参加するものである
から,会

派としての調査研究活動でない
ことは一見して明

らかである。また,勉 強会時の昼食代は,政 務
調

資勲:耳空そ真掌イ輩翠峰ど全生坐ゝ
◆都道府県議会議員研究交流会

議員としての活動であつて,調 査研究
のための

活動でないことは明らかである。

◆皇室典範勉強会

皇室典範の勉強は県政には無関係であ
つて,県

議の調査研究活動として不適切
である。

会派所属議員が参加する会議で議論
される内容

は県政全般に及ぶから,参 加者から
の意見等を聞

くこと自体が議員の調査研究活動
である。

したがって,原 告の主張するものす
べてについ

て,政 務調査費から支出する
ことは適正である。

また,議 員総会は,調 査研究の成果
を発表,議 i

論する場であつて,調 査研究活動
の一環をなす。

◆領収書等のないもの

すべて違法である。

◆ 18年 度予算状況の説明

全議員が参加する県の説明会に議員が出向
く旅

景単―y兜 身其里r企主二在!lP_十~~~
◆予算要望説明会参加旅費

_会 A?A音 1舎琵控 2=と 型奪野発距裂至
空I卜_

◆議員総会参加旅費

__止ユま工互ぞA_1回噂型郷 勲二在!lP_十~~~
◆議員定数問題調査会

旅費の支給基準が不当である
から,違法である。

譲 目について明示的主張なし)
◆領収書等のないもの

すべて違法である。

平成 20年 度の支出と比較しても, 2万
100

‐
号暑を三長汗讐 場

空環与千権謡

控 ・4蜂 __

議員活動は調査研究活動のみでな
いから, コピ

ー代やインタ
ーネット使用料のうち,調 査研究活

動に基づく支出は2分の1のみで生毎 _ _十 ~
_7ど 工 任 _1_ど 工 =「 ど :_… ==一 一 _一 十 一 ~十 一 ~~十 ~~~

◆写真現像代

調査研究活動との関係が不明であるから,調 査

研究活動に基づく支出とすべきでない。

資料作成費
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_ で 生 & 宅 一 十 ~ ~ 十
~ 十

~ 十 ~ ~ 十
~ 十

~ ~

◆新聞購読料

市民が通常の生活費から購入する新聞を政務調

査勲 ど登其母r負 二支!ュ導上至勢でュ ……………
…

◆県職員録

職員録と調査研究活動の関連性が明ら
かでな

_ミと、長瞥掛え蝉至つでP__十~……十~~十~十一~
◆日田地区の住宅地図      ィ

住宅地図は,選挙活動目的がうかがわれ
るから,

違法である。

再誘真f―tそ丁邑
~亭~f百
丁2~百テ
~ 十`~十~~~~

議員としての活動にかかる費用であつて,調 査

_T努重勲生養全冬_茎里至空ン上___
◆イミダス (18年 3月 8日)

必要なのは 1部ないし数部であり, 2 8部 も
の

支出は認められないから,一 部である25 5 0円

の返還が必要である。

◆時亥」表

調査研究活動と無関係である。

◆庁舎使用料

庁舎は,調 査研究活動のみならず議員とし
ての

活動にも使用されるから, 2分の 1のみに
つき,

政務調査費からの支出が許される。

|ブブブすす丁ズ燕i~下チ=代「
~百
有千蓮話荒
~

IT利 用料,文 具費

調査研究活動のみならず議員としての活動にも

利用されるから, 2分の1のみにつき,政 務調
査

景控 9工埋ど主主■a宅、__十~十~……………
◆社会保険協会費

実質的には人件費に属するところ, 2分
の 1の

ユ!12主!、堅変暫宰設と登?其蝉r賢登■全!__
◆郵便代 (17年 6月 9日 )

会議資料の送付であり,調 査研究活動と無関係

である。

~5百~そ
百
~ダ
卒存抗
~百
高;~18年1月5日)

事務職員の労務に関する利用であるところ, 2

分の1のみにつき,政 務調査費からの支出が許さ

◆交通費

社会保険のための事務に要したものであつて,

上記と同じ。

県の行政の執行状況を調査するために
は,部 局

の職員?聖 犀状況
及び連絡先を知る必発生勢で宅_

住宅地図は,土 地の用途や建築物
の規制等の政

策立案に資する。 17年 度に日田地区
のそれを購

入したのは,市 町村合併により住居表
示が変更さ

ユニつF身至勢でf、十 ~十 ~十 ~十 ~十
~十 ~

議員としての活動記録等に必要
であり,調 査研

議員が調査研究活動を行う際
の資料文献である

ところ,そ の性質上,議 員数分購入す
ることにつ

いて合理性がある。  _十 ~~十 ~~…………………

調査研究活動を行う際の計画策定
のために必要

不可欠であることは自明でつ至

議員活動と調査研究活動は不可分
一体であり,

後者の側面を有する以上は,全 体
として調査研究

活動としての正当性を有する。

したがって,庁 舎使用料は,全 額が調査研究
活

動上即三と資其埋で隻全!_十~~~~…………………

上記と同じく,全 額が調査研究活動に関
連する

支出である。

上記と同じく,

支出である。

全額が調査研究活動に関連する

上記と同じく,全 額が調査研究活動に関
連する

支出である。

また,会 議資料は,会 派としての活動内容
を各

議員に伝えるものであつて,各 議員は
これに基づ

いて自らの調査研究活動を行うから,調 査研究活

勢 型 ユ全車発索クエ普lF隻 全!_十~~… ……―「
一

上記と同じく,全 額が調査研究活動に関連す
る

支出である。

事務費

――

＝

ヽ

ＩＬ

(主張なし)
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上記と同じく,全 額が調査研究活動に関連す
る



i惟

事務職員の労務のための費用であるところ, 3分

の1のみにつき,政 務調査費からの支出が許され

肇 _ _ _ 一 十 ~ 十 ~ 十 ~ ~ 十 一 十 ~ 十 ~ ~

◆デジタルカメラカ
ードチツプ

調査研究活動との関連性が不明であり,資 産の

準療経慾基講酷3殆ヽぁ
―市一―

リースの更新時期であつたとの立証がないし,

舎真QYttF勢ユ玉準員でr上輩身P埠蛭 勢でュ
◆複写機 (18年 2月 21日 )

資産の形成であつて経費でないから,違 法であ

る。                   _____

支出である。

議員が調査研究活動としての視祭を行う際など

醒 影上工軍裏隻公二=る工2盟 馨至後資P,__

複写機は会議資料作成や調査研究活動の報告等

r,ス夢不可欠である。
~百
百貢王夏頁遭て頑戸寛全体の事務処理を行う

補助職員を別に雇用しており,政 務調査費から人

件費を支出している事務職員は,こ れとは別
の,

調査研究活動に関する専属の補助職員である。

人件費

~事
務職員は調査研究活動のみならず,そ れ以外

の議員の活動等も補助しているから, 2分の1の

みが調査研究活動の補助として,政 務調査費から

の支出が許される。なお,事 務職員が調査研究活

動専属であることの立証が標記被告神助参加人か

らされていない。        _

18年 4月 の支出 (主張なし)

大分県総合政策調

査会

◆領収書等のないもの

すべて違法である。

◆会長角印作製

調査研究活動とはいえない。

◆県外視祭 (愛媛県庁,広 島県庁)

領収書がない分はそれだけで違法であるほか,

議員 1人 で足りる視祭であるから, これを超える

分の支出は違法であるし,手 生産も不要であるか

_生2_長町 後でP_十~~~~十 ~~~~「 ~~
◆会長 ・副会長名の名刺作製

議員の名刺で足り,調 査研究活動のために別途

必要なものではない。

◆農林水産振興に係る視祭

旅費については,領 収書がないほか,議 員 1人

で足りる視祭であるから,こ れを超える分は違法

である。したがつて,領 収書のある分のうち 1人

1雀窪象骨母骨管島を晨P岳 鴫員墨釜璽慶注と塚

主

協議会関係の文出は,す
へ (週松 じの0(円

15～ 22)。                __

交通費は,適 正な調査研究活動が行われれば必

ず支出されるから,社会通念上相当な範囲内
で認

められるべきであるところ,同 費用は上記の合理

的な基準で支出された._______十 一十

協議会における調査研究活動に付随する事務作

当Q効 率生そ里全食`_,__踏真空や2整 全巳………

多数の議員の参加により,視 点が多様化
し,調

査の実が上がる。また,生 産代は,社 会的儀礼上

当埜些之挙雲でPユ全e_十~十 ~十一十~十~十一十一~

議員名義のものとは別途協議会の役職が記載さ

れた名刺を作製することは,調 査研究活動を円滑

蜂資ユニ峻!モ典要で生&!_… ………………十~十 ~

多数の議員の参加により,視 点が多様化し,調

査の実が上がる。また,生 産代は,社 会的儀礼上

当然に必要である。

大分県市町村周辺

部対策協議会

◆市町村合併による周辺部との諮問題についての

視祭 (岡山県)(18年 1月 25, 26日 )

領収書等がない分はそれだけで違法である。仮

に存在しても,議 員 1人で足りる視祭であり,こ

れを超える分は,必 要のない土産代を含めて違法

である。              _____

多数の議員の参加により,視 点が多様化し,調

査の実が上がる。また,生 産代は,社 会的儀礼
上

当然に必要である。
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大分県私学振興議

員連盟

大分県防衛議員連

盟

◆領収書等のないもの

_rて 斡 登 毎 _十~十 ~~~~~

◆議員連盟総会及び大分県私学協会 との意見交換

会 (17年 7月 6日 , 17年 7月 8日 )

懇親会も催されているところ,そ の室料が不明

である以上,支 出は全額違法である。

◆写真現像代 (17年 8月 29日 , 17年 9月 2

日, 17年 10月 5日 , 17年 1■ 月 2日 , 17

年 1 1 月1 7 日, 1 7 年1 2 月2 ■日)

いずれも調査研究活動ではない。

◆私学協会との意見交換会(17年 12月 16日 )

室料は調査研究活動に必要な経費であるが,そ

の余は経費と認められない。

◆領収書等のないもの

18年 2月 6日付けの自紙の領収書があるタク

シー借上代を含めて,す べて違法である。

調査先との友好関係を維持し,再 度の調査研究

弾馳資蝉週空負ヒpAと型二些実至勢でュ…………

◆防音調査 (17年 5月 10日 )

__三裏製12!l工螢と_賢0身典客ン,と____……
◆副会長名刺作製 (17年 5月 16日 )

名刺は議員活動によるもので足 り,調 査研究活

動に当たつて別途必要なものではない。

◆ 「黄色のハンカチ」購入 (17年 5月 26日 )

実質的に寄付であり,調 査研究活動に当たらな

い 。

◆防衛施設局,防 衛庁への要望活動 (17年 8月

1 0 日, 1 7 年 9 月7 日)

要望活動は政治活動であつて調査研究活動でな

V 。`

◆九州防衛議員連盟連絡協議会総会 (17年 9月

16日 ,17年 10月 5日 ,17年 11月 11日 ,

17年 11月 17日 , 17年 12月 5日 )

調査研究活動との関連が不明であるから,違 法

である。
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◆議員総会及び説明会 (12月 5日 )

いずれも調査研究活動に該当しない。 議員総会は,調査研究の成果を発表,講論する

場であつて,調査研究活動の
一環をなす。___

大分県商業観光対

策協議会

◆領収書等のないもの

すべて違法である。

多数の議員の参加によ

査の実が上がる。また,

当然に必要である。

り,視 点が多様化し,調

生産代は,社 会的儀礼上

`髄驚鶴縫呈慾義轟遠墨
―てJ石丁

1 月1 1 日)

調査研究活動との関連性が不明であるから,違

法な支出である。         十 ~~~~十 ~~

◆倉敷美観地区視祭等 (18年 1月 16,日)

領収書等がないものは,それだけで違法である。

仮に存在しても,議 員 1人の視祭で足り,こ れを

超える分の支出は,必 要のない土産代を含めて違

輩 二 後 資 !____十 ~~~~~一 一 十 一 ~~~十 一 ~~

◆ 18年 3月 19日 講演会関係 (18年 3月 1～

23日 )

大分県商業観光対策協議会の主催であつて,議

員の調査研究活動とは
一切関係がない。____

大分県中小企業対

策協議会

◆領収書等のないもの

すべて違法である。

多数の議員の参加によ

査の実が上がる。また,

当然に必要である。

り,視 点が多様化し,調

土産代は,社 会的儀ネL上

◆中小企業対策における日本経済団体連合会との

意見交換会 (17年 12月 21日 )

懇親会も含まれているが,そ の室料が不明であ

るから,調 査研究活動と無関係の写真現像代を含

め,全 額違法である。           __

◆中小企業県外視祭 (東京)(18年 1月 17日 ,

18年 1月 30日 )

議員 1人 を超える人数での視察の必要性がな

い。領収書の存在する議員 1人分を超える分はす

べて違法である。           ____

◆中小企業対策における日本経済団体連合会との

意見交換会テ
ープ起こし (18年 3月 7日 )

議員 23名 が出席 している協議内容をこの時期

にテープ起こしする必要性が不明であるから,違

法である。              _

大分県教育改革推

進協議会

講演会参加費用及び書籍代のうち,書 籍 1冊の

代金 5040円 は調査研究活動に基づくものであ

るが,同 講演会は自由民主党所属の国会議員の講

演会であり,か かる講演会への参力日は調査研究活

動ではないから,そ の余の支出は違法である。

- 196 -



6 被 告補助参加人無所属の会関係の主張

被告 コ標記被告補助参力1 人の主張
席告らの主張

資料がないことのみをもつて違法と評価
するこ

とはできない。また,会 派は,政 務調査費
の支出

を裏付ける資料 (丙E45)を 提出
しこれを積極

的に補足する説明をしているから (丙
E48の

2),そ の支出は適正である。

さらに,領 収書等の添付が義務
づけられている

20年 度におけるこれらの費目の支出が適
正であ

ることに鑑みれば,ほ ぼ同様に支出
したと考えら

れる17年 度の支出も理

いずれの支出についても,領収書が荒金議員宛

となつており,会 派として支出した裏付けがな
い

から,政 務調査費からの支出は全額違法である。

(対象外)
調査研究費及び研修費に関する主張

と同じ。
調査研究費及び研修費に関する主張と同

じ。

資料購入費

事務職員の給与は月額 1 8 万円であ
つたのを,

政務調査以外の活動にも従事して
いたことから,

2分の1で按分した9万円を政務調査費から支
出

していたのである。

事務職員は調査研究活動をしていなか
つたと考

えられるし,仮 にしていたとしても2分の1で接

分すべきである。なお,給 与が月額 9万 円
ではな

く18万 円であつたとの供述は信用できな
い。

(主張なし)18年 4月 の支出

l l ャ
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7 被 告補助参加人大分県議会公明党関係の主張

被告 '標記被告補助参加人の主張
原告らの主張

調査研究費 ◆旅費 (市民相談等経費)

県内においては移動のために自家用車の利用
の

必要性があり,そ の利用について,移 動距離に応

じて合理的な費用を政務調査費から支出する
こと

は認められる。

しかし,県 職員についての旅費に関する条例及

び同施行規則 (2 km未 満 160円 , 101 km

以上は10円 /km)ヤ こ比
べても, 40円 /km

という基準は不相当であり, 18円 /kmが 相当

である。そのうえ,移 動距離の申告が5 km単 位

となつており,そ の内容が不正確であることや,

調査研究活動をしない日が多い選挙期間中及
び調

査研究活動でない活動に係る移動について政務調

査費から支出されていることにも照らせば,旅 費

の支出は,そ の全額について違法である。

そうでなくとも,市 民相談には陳情や生活保護

・債務整理の相談等政務調査と無関係な活動も含

ま■ことl工Qぞユi虫球全=食まで生&1_十~~~‐
◆高速代,電 車代,駐 車場代

領収書等がない。

駐車場代がすべて500円 というのは不合理
で

調査研究活動に自家用車を用いた場合,職
員等

の旅費に関する条例施行規則別表第
3を参考に,

40円 /kmの 基準を定め,こ れに基
づいて費用

を計上していた。調査研究活動にお
いては,訪 問

場所が複数に上ることが多く,県 職員
の場合と異

なるから,距 離が長くなるごとに単価
が逓減する

という考え方は採る
べきでない。

移動距離の申告が 5 km単 位とな
つているの

は,実 際の走行距離数に近似する
5の倍数の数を

集計の際に用いたことによる。ま
た,選 挙期間中

や議会開催中であつても,県 政に関
わる市民相談

等の調査研究活動は行つている。

生活保護や債務整理の相談を受けた
ことはな

い 。

領収書等がなくとも,証 拠書類等
たる旅費等精

算表がある。

駐車場代は,仮 に 500円 を超え
ても同額しか

支出しぞ」とど軍三峻|二生婚二企!____あり,駐 車場代といえない。

◆会合参加経費 (17年 4月 22日 , 17年
4月

24日 , 17年 4月 26日 ,各 月の懇親会費,各

種団体の年会費)

領収書等がない。また,こ れらは調査研究活
動

でない。

原告の指摘するものは,す
べて団体等からの声

を継続的に聞いたり,施 策について意見交換
をす

る受9評至研郷重勲食と身食登隻ミ勢持ュ_十
~~‐

調査研究活動としての市民相談は,議 員
や相談

者の自宅,喫 茶店等で行われており,そ
の際,食

費や茶菓子代,駐 車場代等を基準 (自
宅における

茶菓子代200円 /回 ,県政報告会?茶菓子代
1

00円 /参加者1人,その他につき相談件数
の2

割に対して1400円 /回 )支 出しており,こ
れ

県政報告会においては資料等を作成
し,こ れに

基づいて説明をしているので,資 料作成は調
査研

究活動の
一部というべきであるし, 200円 を上

児生=で _互?王 後で■生 魚Q碁 出墜ヨ上否拷
_■宅

視祭旅費については,証 拠書類等と
して,職 員

等の旅費に関する条例に基づく基準で算出
された

旅費請求書 (丙Hl〔 2頁 〕)が ある。通
信費は,

◆飲食費 ・茶菓子代        `

領収書等がない。

飲食費の支出は,明 らかに違法である。

◆資料代 (コピ
ー代)

領収書等がない。また, 1回 200円 との基準

も違法である。

◆アンテナションプ視祭旅費
・通信費

領収書等がなく,実 質的に手当である。
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1 靴

資料購入費 ◆新聞雑誌購入 ( 月額 1 万 5 0 0 0 円 )

領収書等がない。手当としての支給である。

◆新聞購読料

会期中のみの
一般紙の購読は,調 査研究活動と

上登 空ニヒ?至Eぞユど1_十~十~~…………十~
◆雑誌ミックス購入費

領収書が議員個人宛であらて会派の調査研究活

_ 勲 ! ユ 当 | _ 互 生 ! 単 _ _ _ 十 一 十 ~ ~ 十 ~ 十 一 十 ~ ~ 十 一 …

◆事務用品費

資料購入費に当たらない。また,事 務用品費に

4万 円超かかるのは不合理であるから,調 査研究

I書裂生答興唾?控母野▲否生&宅__

1人当たり月額 3万円以上であるが,私 的使用等

が含まれていることを踏まえ, 2分
の1相当額を

政務調査費から支出した。

所属議員が自宅で購入する新聞代等は,調
査研

究活動の基礎的なものとなるから,実 費
にかかわ

身ゴ星隻 ]″ _母_ユ史_9_理単_ヒ4_十 ~~十 ~~~~

新聞の購読が調査研究活動と密接に関連す
るこ

蜂!ユ理P正勢でュ_十~~十 ~十~十~~~~

雑誌ミックスの購読が調査研究活動と密接に関

_戦 資二_生鮮'ユ曳F生全!___……………………………

複数の購入について支払をまとめ
て行つたため

に,領 収書記載の額が高額になつたにす
ぎない。

会派の政務調査活動は所属議員の政務調査活
動

の集積である。この勉強会は,講 師を招
いて議員

に対して行う講習,勉 強会であつて,調 査研
究活

動!こある。_____十 ~~~十 ~~十一~~~~―
一―~~

雑誌ミックスは地域情報を得るた
めに必要な雑

誌である。         __… ……―一一十~…P生工晋ど耳ユ_……………………・‐~ ~十 ~ ~ ~十
~ ~… ……

上記視祭と同様,証 拠書類等とし
て旅費請求書

がある。また,屋 久島では,屋 久島環境文化
研修

センターが環境保護行政を担つており,そ
の視祭

をした上,議 会において森林環境税等に
ついて質

疑を行つている。延泊分を除く費用
はいわゆるパ

ン_4世鉦 勢P_玉とポ輩姿其出で上空よどヽ
。_十一~~

政府予算について中央省庁の局長ら
から説明を

受けることは,県 議会及び会派
の議会内での審議

能力を高めるものであるから,調 査研究
活動であ

証拠書類等として旅費請求書(丙Hl〔
95買 〕)

◆プランツソイル広報視祭費

領収書等がない。

◆ 56分 勉強会

全会派 ・全議員が参加するものであるから,会

派としての調査研究活動でないことは
一見して明

らかである。また,勉 強会時の昼食代は,政 務調

資勲つ!=ど4そえ埋ユa合聖性ど全±4上ヒ___
◆雑誌ミックス購入費

研修費に当たらない。また,領 収書が議員個人

空F盗?二会輝食]電製 容踏勲蜂単工身AとI_…
◆屋久島旅行費

延泊分を除く分は領収書等がない。

また,訪 問先が屋久島旅行の定番の観光
コース

であって,こ の旅行は観光旅行にすぎず,調 査研

究活動に当たらない。

◆予算案説明会出席旅費

領収書等がない。また,報 告書添付資料記載
の

肩書が 「党政調役員」等となつており,政 党活動

であることが明らかである。

あらゆる情報収集等に専ら利用される議員控
室

への来客に対して茶菓を提供することは調査研
究

活動に関連する。

コーヒエ代は,調 査研究活動と無関係である。

議会棟内のコピ
ー機は議会活動や政務調査のた

めに専ら利用されているから,全 額が調査研
究活

_勢二壕考ユさ_単食至勢で・___… ……………
……………

17年 11月 28日 付けの領収書は県議会公明

光苑である。

◆コピー代,イ ンタ
ーネット使用料

議員活動は調査研究活動のみでないから,コピ

ー代やインターネット使用料のうち,調査研究活

_勲!ュ養f玉真蝉!ユユ没 _12■で生全宅___,_十~

◆写真現像代

調査研究活動との関係が不明であるから,調 査

研究活動に基づく支出とす
べきでな坐

資料作成費
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◆会派代表印作成費

資料購入費に当たらない。また,調 査研究活動

との関係が不明であつて,調 査研究活動に当たら

ない。

会派代表印は,かねてより調査研究活動に必要

であると考えていたところ, 17年 度に購入した

ものである。

広報費 (主張な し)

事務費 ◆電話使用料

領収書が議員個人宛であり,会 派の調査研究活

動によるものでない。

領収書記載の電話番号は,議 会棟の議員控室の

ファクス番号であるから (丙H9),宛 名にかか

わらず,会 派の調査研究活動に関連する。

議員控室は,市 民相談における面談や各議員が

収集調査した県民の要望等の情報を会派として共

有するための議論,県 職員との意見交換等に使用

しており,専 ら調査研究活動に使用している場所

であるから,全 額が調査研究活動に関連する支出

である。

◆切手代 (17年 4月 30日 分のみ)

領収書等がない。 領収書は紛失したが,調査研究活動に使用した。

◆文具 ・事務用品名目の物品購入

17年 8月 5日 (7455円 )と 18年 1月 1

8日 (1233円 )は ,そ の 2分 の 1につき政務

調査費からの支出が認められる。

その余は,不 相当に高額であつて,具 体的な使

途が不合理で信用できない以上,政 務調査費から

の支出は認められない。デジタルカメラやノ
ー ト

パノコンの購入は,い ずれも経費とはいえない。

複数の購入について支払をまとめて行つたため

に,領 収書記載の額が高額になつたにすぎない。

また,議 員控室の上記利用実態に照らして,全 額

が政務調査活動に関連する支出である。

人件費 (主張なし)

18年 4月 の支出 18年 4月 5日 と10日 の支出は, 18年 度の

支出であるから,返 還すべきである。

17年 度に購入したが,支 払が後払になり, 1

8年 4月 になつたにすぎない。

甜

1 惟
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